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あけましておめでとうございます。

平素より当財団の運営につきましては、科学技術庁、日本原子力研究

所、理化学研究所、兵庫県をはじめ地元市町、学会、産業界など関係先

の皆様方に格別のご支援、ご協力を賜り、ここに厚く御礼申しあげます。

SPring-8は、平成9年10月に共同研究を開始し、2年余りが経過いたし

ました。おかげをもちまして、これまでに共同利用のためご来訪いただ

いた研究者は4,500名を超え、850の利用研究課題について研究が実施さ

れました。また、専用ビームラインの整備および利用も順調に進み、兵庫県ビームライン、産業界ビーム

ラインの利用研究者は延べ770名を超えるまでになっております。

さて、昨年を振り返りますと、例年にもまして施設の整備が進んだ一年であったということができます。

共用ビームラインは従来の10本に加えて、昨年後半から新たに5本を共同利用に供することができました。

専用ビームラインでは、産業界ビームラインが完成し利用研究が始まるとともに、大阪大学蛋白質研究所

及び核物理センターのビームラインが完成し、台湾ビームライン建設が本格化するなど、実りの多い年で

ありました。

本年は、前述5本の新しいビームラインの本格利用に加え、さらに2本の共用ビームラインの利用が開始

される予定であり、また、新たに産業用ビームラインや表面構造解析ビームラインの建設が始まります。

これらのビームライン完成の暁には、より幅広い分野からの参加を得た共同研究が展開されるものと考え

ており、特に産業界、医学分野からの参加を期待しているところであります。

一方、制度面でも、これまで半年を限度としていた共同利用研究期間について、長期的にビームタイム

を確保し、計画的にご利用いただける「特定利用制度」の導入を進めるなど、新しい制度を整備したいと

考えております。

併せまして、当財団と日本原子力研究所及び理化学研究所との連携をこれまで以上に強め、SPring-8が

世界における放射光科学の中核的研究拠点として、先端科学技術研究を先導し、社会の発展に貢献できる

よう尽力していきたいと考えております。

皆様方におかれましては、今後ともより一層のご支援、ご協力を賜りますよう、切にお願い申しあげる

次第でございます。
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新 年 ご 挨 拶

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構

財団法人高輝度光科学研究センター

会長　　小林　庄一郎
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ビームライン（BL）の建設
SPring-8におけるビームラインの建設は、数度に

亘る補正予算もあって順調に進んできた。平成11年

12月現在で稼働中のBLは、コミッショニング中の

ものを含めて共用BLが19本（R&D BL 2本を含む）、

専用施設が5本、原研、理研BLが6本である。また

建設中のBLは、共用BLが3本（R&D BL 1本を含む）、

専用施設が3本、理研BLが1本で、そのほかにマシ

ンスタディ用が1本稼働しており、1本が計画中であ

る。

本年度第2次補正予算には、共用BL 2本の建設費

が計上されている。1本は表面界面構造解析BLで、

これは前期ビームライン検討委員会が答申した20本

目の共用BLであり、標準的なアンジュレータBLと

して計画されている。設置場所としては台湾ビーム

ラインと原研（2）材料科学Iビームラインの間にあ

るBL13XUが想定されている。他の1本は産業利用

BLで、実験ホール外にも実験ハッチを設置するこ

とのできる中尺・偏向磁石ビームラインである。設

置場所は、中尺であることを考慮してBL20B2を考

えている。

ところで今回の補正予算は15ヶ月予算として執行

されるので、2本のBLは平成12年年度末までに発注

を終わり、平成13年3月末までに完成しなければな

らない。このほかに、建設中の長尺アンジュレータ

BL（BL19IS：理研BL-VI）を来年度中に完了する

予算も計上されている。この結果、SPring-8で現在

迄に建設が確定しているビームラインは合計41本

で、全て平成12年度で完成することになった。なお、

補正予算でBL建設を要求したので、平成12年度通

常予算には新規BL の建設は要求していない。

第2次補正予算にはX線分光分析BLも要求してい

たが、残念ながら認められなかった。しかし、Ｘ線

分光分析に使われている生体分析BL（BL39XU）

は、分析以外にも磁気散乱・分光などの実験が行わ

れていて大変込み合っており、一部の分離・移設を

含めた対策を早急に講じる必要があろう。

SPring-8の産業利用
SPring-8の特色は、大学、公的研究機関だけでな

く、産業界からのユーザーにも等しく開かれている

ことである。ところが供用開始以後の2年間をとっ

てみると、産業界の利用が活発に行われたとは言い

難い。例えば、過去2年間に行われた4回の共同利用

への公募で、産業界からの課題申請数は84課題（課

題申請総数1326の6.3%）、採択された課題は46（採

択課題総数867の5.3%）である。4回の共同利用にお

ける産業界からの採択率は55％であり、全体の平均

採択率65％に比べて低い傾向が認められるが、第5

回共同利用（2000A）に行う実験課題では、産業界

からの応募課題が26（総数424）で採択課題が24

（同326）と増加しており、採択率も92%（同77%）

に達している。

第4回から成果専有課題の制度が発足した。これ

は、ビーム使用料を負担するかわりに通常の課題審

査を行わず、安全及び技術的可能性の審査で認めら

れた課題が実験できるもので、課題内容を非公開に

する制度である。既に第4回共同利用で5件が実験を

行い、第5回では2件の課題が採択されている。この

制度では課題採択に当たって、試料の入手や結果の

利用などに関して不正・不当な行為など、SPring-8

の公共性に反することが無いかどうかも確かめるこ

とにしている。なお、成果専有課題については更に

5割増しのビーム使用料で実験時期を指定すること

もできる。

最近、産業界13社が参加して結成した「産業界専

用ビームライン建設利用共同体」の2本の専用施設

が完成し、利用研究を開始した。主に半導体や堅い

所長室から

財団法人高輝度光科学研究センター

副理事長　放射光研究所長　上坪　宏道
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材料の研究を指向していて、1本は偏向磁石BL、他

は真空封止型挿入光源BLである。一方、兵庫県ビ

ームラインは県内企業を中心に産業界の利用が行わ

れていて、幾つかの興味ある成果が得られている。

産業界からは、SPring-8をどのように使ったら当

面する課題を解決できるのか分からないという声を

聞くことが多い。そこで、放射光利用の経験のない

研究者や産業界の質問・疑問に応えてアドバイスす

る「コーディネーター」制度を導入することを計画

している。できればコーディネーター以外に若い研

究者（技術者）も加えたチームを作り技術的なサポ

ートもできるようにしたい。なお、この制度は平成

12年度の予算に要求している。

本年度の補正予算で認められた「産業利用」BL

は偏向磁石BLなので、主に堅い材料を対象にして、

Ｘ線構造解析、XAFS、蛍光Ｘ線分析などの標準的

な計測ができるビームラインとして建設する予定に

している。実験ハッチは実験ホール内に2カ所、蓄

積リング棟の外につくる建物に1箇所設置する。ま

た、実験装置を持ち込んで放射光による計測ができ

るオープンステーションを複数設置する。なお、こ

のBLでの実験の結果、さらに高度な計測が必要に

なった場合には、共用BLやR&D BLなどを利用し

て行ってもらうことになろう。

産業利用ビームラインは共用BLとして建設され

るが、その運用に工夫を凝らす必要があろう。そこ

で、できるだけ早急に検討グループを設置して、広

く産業界の意見も聞きながら新しい運用の仕組みを

検討することにしている。その結果は、課題選定委

員会での検討のうえ諮問委員会に諮ることを予定し

ている。

SPring-8国際アドバイザリー会議
SPring-8で初めての放射光を観測してから3年、

供用開始から2年半を経過して、ビームラインも全

体のほぼ3分の2の建設が完了した。この間、共用

BLも設置予定の3分の2が建設されその共同利用も

軌道に乗ってきていて、SPring-8計画は全体として

建設フェーズから利用フェーズに移って来たという

ことができる。そこでこの機会に優れた研究者を迎

えて、国際アドバイザリー会議（SAC）を開催す

ることになった。メンバー（表）は、ヨーロッパ、

アメリカ、アジアから各2名、ロシアから1名、我が

国から4名で、ノーベル賞受賞者が2名含まれている。

会議は本年3月15日から17日までの3日間開かれ、

SPring-8に関して、第3世代放射光源としての性能、

ビームラインの種類と研究分野のバランス、利用方

式／体制、国際協力、産業利用の在り方や今後の計

画についての評価、提言を受けることを予定してい

る。このような会議は、所期の目的である有益な提

言を受けて今後の施設運営に資するだけでなく、

SPring-8で行われている研究をよく理解してもらう

良い機会である。後者の意義を十分に生かす会議に

なるように努めたいと思っている。

海　　　　外　（確　定）

Prof. M. Blume Brookhaven National Laboratory, N.Y. USA

Prof. J. Deisenhofer Howard Hughes medical Institute, Univ. of Texas, Dallas, USA

Prof. Y. T. Lee Academia Sinica, Taipei, Taiwan

Prof. G. Materlik HASYLAB/DESY, Hamburg, Germany

Prof. I. Munro Manchester Univ. , Institute of Science and Technology, UK

Prof. Y. A. Osip'yan Institute of Solid State Physics, Moscow, Rusia

Prof. D. Xian SR Laboratory, Institute of High Energy Physics, Beijin, PRC

国　　　　内　（交渉中も含む）

秋本　俊一 東京大学名誉教授

西塚　泰美 神戸大学学長

太田　俊明 東京大学大学院理学系研究科教授

新庄　輝也 京都大学化学研究所教授
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SPring-8も利用開始からほぼ3年が経過しようと

している。そこで、この間の加速器の運転状況とビ

ーム性能のまとめ、および今年の9月より運用を始

めたハイベータモード（HHLVモード）の特長と今

後予定されているトップアップ運転等について報告

する。

1．加速器の運転状況
図1は、過去3年間の各年度の加速器の総運転時間

の統計で、99年1月から11月までの総運転時間は約

4500時間、年間にすると5000時間近くなると推定さ

れる。この総運転時間に占める利用時間の割合は

65%程度で、新しいビームラインの設置にともなう

加速器とビームラインの調整が26%、マシンスタデ

ィーが9%程度であった。ただし、98、99年の2年間

の総運転時間には、夏の停止期間中に設置した挿入

光源や冷却系の改造、および新しいオプティクスの

導入のための加速器とビームラインの調整運転時間

（約500時間）が含まれている。この時間を除いたユ

ーザーモード内での利用時間の割合は、約75％で、

この利用時間内の、機器の故障時間、ビームの再入

射時間、およびユーザータイムの割合を示したもの

が図2である。1999年（1月から11月末までの）運転

でのユーザータイムの割合は95%以上で、このとこ

ろ機器の故障によるダウンタイムの割合が低くなっ

てきている。これは、運転から3年間が経過し機器

の初期故障がほぼ出尽くしたことと、加速器とビー

ムライン各機器の高性能化と高信頼性に関する各種

SPring-8加速器の現状

財団法人高輝度光科学研究センター

放射光研究所　加速器部門　　熊谷　教孝
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図1 過去3年間の加速器の総運転時間の統計 図2 利用時間の統計

ハイライト
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改善改造作業が順調に進んできた結果であろう。し

かし今後は、機器の寿命に関わる故障の頻度が増え

ていくものと推定されることから、保守部品等の整

備を早急に進める必要がある。

2．蓄積リングのビーム性能
平成9年3月のビームコミッショニング以来、蓄積

リングは“Hybridモード”と呼ぶオプティックス

で運転してきた。このオプティックスは、蓄積リン

グ内に設けた48カ所の直線部での水平方向のビーム

サイズが大きいところと小さいところを交互になら

べたもので、ビームサイズの大きいところにアンジ

ュレータ、小さいところにウイグラーと高周波空胴

等を設置することで最適化されたものである。しか

し、利用の進展とともにウイグラーよりアンジュレ

ータからの放射光の利用の要求が高くなってきたこ

とから、全ての直線部のビームサイズを大きくする

HHLVモードの運転調整を9月に実施し、10月の第9

サイクルからその運用を始めた。

表1は、HybridとHHLVモードでのビーム性能を

比較したものである。表中の赤字の部分が主な変更

点である。このHHLVモードの特長を次に簡単に説

明する。

蓄積リングは、チャスマングリーンと呼ばれる低

エミッタンス磁石配列、48セルで構成されている。

この磁石配列は、挿入光源等を設置する直線部の水

平、垂直両方向の運動量分散関数をゼロにした上で、

その水平方向または垂直方向のどちらか一方のベー

タ関数の値を制御することができる。しかし、四極

電磁石の数が足らないため、残った方向のベータ関

数は制御することは出来ない。このような制限の中

で、アンジュレータからの放射光の輝度の改善とガ

ス散乱によるビーム寿命の長寿命化、およびビーム

ライン光学系とのマッチングの3つの条件を満たす

オプティックスがHHLVモードである。図3は、

HHLVとHybridモードでのリング内のビームサイ

ズを示したもので、HHLVでは48カ所の全ての直線

部の水平方向のビームサイズが同じ大きさになって

いることが分かる。この変更により、蓄積リングの

対称性がHybridの24回から48回に上がった。この

ことにより、運動量分散関数の非線形効果の影響が

小さくなり、それによって運動量アクセップタンス

が高周波加速電圧で決まる値にまで回復したこと

で、シングルバンチ運転でのビーム寿命（ほぼタウ

シェック寿命）がHybridモードの2倍強ほど改善さ

れた。しかしその反面、直線部でのビームサイズが

大きくなった分、高周波空胴でのバンチ間結合によ

るビーム不安定性や軌道安定性に問題を残すことに

なったが、前者については、当面六極電磁石を調整

（クロマティシティー調整）することで、後者につ

いては1分間隔で電子軌道を補正することで対応し

ている。また、電子ビームのエミッタンスは、

HHLVモードの導入に当たって、Hybridの6.8nm

radから6nmradに少し改善された。これにより、ア

ンジュレータからの放射光の輝度は、このエミッタ

ンスの改善と直線部の垂直方向のベータ関数が10m

から4ｍと小さくなったこと、および後で述べる垂

直方向の分散関数の補正により以前の2倍ほど高く

なっていると思われる。したがって、現在利用時の

0.1％のカップリングでの波長1Åの光に対する計算

上の輝度は、光源の垂直方向の回折限界で決まる1

次元輝度の約30%程度に達している。しかし今後、

輝度をさらに改善するためには、カップリングや分

散関数の補正を進めると同時に、軌道の早い成分や

表1 HHLVとHybridモードでのビーム性能の比較

Beam performance of SPring-8 storage ring

HIGHLIGHT
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カップリングと分散関数の非線型

項の補正も考えなくてはならない。

3．ビーム強度あるいは輝度を実
効的に改善するために

蓄積リングの垂直方向のビーム

サイズは、表1に示すように直線

部で3ミクロン程度と非常に小さ

い。そのため、挿入光源からの放

射光を利用する場合、その実効的

輝度あるいは強度は、ベータ関数、

運動量分散関数、エミッタンス、

x－y結合比等のビームパラメータ

と、早い振動を含む軌道の安定度、

ビームライン光学系の特性、そし

てビームの寿命等の積で決まるこ

とから、これらを正確に把握し、

その上でそれらに対して改善と対

策をとることが輝度を実効的に上

げていくためには必要となる。

3-1．垂直方向の運動量分散関数
の補正

0.1%以下の低カップリング領域

では、垂直方向に分散関数が残っ

ている場合、輝度の上限値がそれ

によって制限される。その様子を

示したものが図4である。この図

から、夏前の蓄積リングでの垂直

方向の分散関数（Dy）がrms値で

図3 High beta モード（上）とHybridモード（下）での結合比（κ）が
最小値の0.04％と利用運転時の0.3％に対するビームサイズ

図4 輝度の垂直方向の運動量分散関数依存性
図5 蓄積リングの90度離れた2カ所での垂直方向の軌

道振動

ハイライト
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約5mm程度残っているため、カップリングを改善

しても輝度はそれほど改善されないことが分かる。

そのため夏の停止期間中に偏向電磁石と偏向電磁石

間の運動量分散部にスキュー型四極電磁石を2セル

毎に設置した。これにより現在、垂直方向の分散を

rms値で2mm程度まで補正する事が可能となった。

3-2．ビーム軌道の安定化
蓄積リングの遅い電子軌道の変動は、30秒毎に測

定されるリング1周のビーム位置検出器の情報をフ

ーリエ展開し、水平、垂直のチューンと、その近傍

の成分（これらの成分はビーム軌道に起因する事が

明確であるため）のみを1分間隔で補正することで

数ミクロン程度に押さえられている。また、リング

の周長変化によって発生するエネルギー変動分は、

rfの周波数を調整することでビームの持つエネルギ

ー幅の数％以内に補正されている。この遅い軌道変

動の他に、蓄積リングでは、数Hzから200Hz程度ま

での早い軌道変動が見られる。図5は、蓄積リング

の90度離れた2つの場所で測定した垂直方向の軌道

の変動で、ともにrms値で4～5ミクロン程度の大き

さである。この二カ所の振動の間にはほとんど相関

が見られない。しかし、その振動の周波数スペクト

ルの間にはほぼ100%の相関が見られる。またこの

周波数スペクトルと共通架台の電磁石上で測定した

振動（rms値として10ナノメータ程度）の周波数分

布が非常に良く一致していること、およびこれらが

電磁石および真空チェンバーへの冷却水の通水によ

って引き起こされていることから、この軌道変動は、

共通架台が冷却水圧力の脈動によって振動するため

に発生しているものと思われる。さらに、この振動

スペクトルの中に、電磁石電源の電流変動による成

分も観測されている。今後電子軌道の安定化を更に

追求する上で、冷却水圧力の脈動の低減化やステア

リングを含めた電磁石とその電源のさらなる高精度

化が重要な課題となりつつある。

3-3．ビーム寿命
HHLVモードでの蓄積リングのビーム寿命は、バ

ンチ当たり1mAのシングルバンチ100mAで10時間

程度、24/29フィリングモードで約100時間程度であ

る。後者の多バンチモードでのビーム寿命は、1日1

回のビーム入射において十分な寿命を持っている。

しかし前者の小数バンチモードでは、寿命が10時間

程度と短いことから、そのままでは1日数回のビー

ム入射を必要とし、その都度挿入光源の間隙を開け

るため実験が中断することになる。そのため、入射

回数をできる限り少なくしたいとの利用者の要望か

らｘ－ｙ結合比を0.3%程度まで悪くし寿命を伸ばし

これに対応している。しかしこの方法は高輝度光源

の利用と言う点からは好ましくない。今後30mの長

直線部の導入等ビーム寿命を短くする要因が考えら

れることから、ビーム寿命を改善するために、高周

波ステーションの追加（1月から運転予定）による

運動量アクセプタンスの拡大、ビーム寿命の実効的

改善を目指したトップアップ運転の実現、および高

調波空胴の導入によるバンチ長制御等の作業を現在

進めている。

3-4．トップアップ運転
この運転の特長は、利用者が挿入光源からの光を

利用している状態でビーム入射を可能とするもの

で、常に100mAの定格電流での放射光を利用でき

る。しかし、そのためには、シンクロトロンからの

入射ビームの安定性と入射用バンプ、セプタム等の

入射機器が蓄積ビームの軌道に影響を与えないよう

にすることが重要となる。また、この方法はメイン

ビームシャッターを開けたまま電子ビームを追加入

射するため、ほぼ100%の入射効率を長期間に渡っ

て安定に確保すること、および加速器故障時に入射

電子ビームがビームラインに飛び込まないように放

射線安全対策をハード的に十分取ることが重要とな

る。

この方法を導入する手順として、まず最初の段階

としては、入射する時間を決めた定時入射方式を、

そして、機器の詳細な調整が終わった段階で、ビー

ム電流を一定値、たとえば0.1%以内、に保つように

自動入射を行うことを考えている。ただし、この最

終段階までには、今まで以上に加速器と挿入光源に

おける機器の高精度化と高信頼化に対する先端的研

究技術開発が必要となる。

昨年から、高精度入射電磁石の製作とトップアッ

プ運転に向けたマシンスタディーを実施し、運転に

おける各種問題点の洗い出しを進めている。

3-5．独立チューニングの実現に向けて
蓄積リングには、最終的に38本の挿入型光源が設

置される。そのため、それら光源のギャップ値の変

更が他のビームラインの光源性能に影響を及ぼさな

いようにすることが重要となる。SPring-8では、こ

HIGHLIGHT
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の独立チューニングへの対応としては、原則個々の

挿入光源で誤差磁場成分を補正することになってい

るが、実際問題として電子軌道、チューン、カップ

リング等ビームパラメータのギャップ依存性が観測

され、それが軌道の安定度とカップリングの到達値

を決めている。特にプラナー型以外の八の字型やヘ

リカル型の様なスキュー型誤差磁場成分を持つ挿入

型光源のギャップを閉じるとカップリングで最大で

4～5倍ほど悪化するとともに、軌道も数ミクロン程

度変動する。このような事情から、加速器側でも独

立チューニングに向けた取り組みを開始し、軌道、

チューンおよびカップリングの静的なギャップ依存

性についてはかなり明らかになり、その補正方法に

ついてもほぼ固まりつつある。また、比較的短い時

間でギャップや位相を駆動する挿入光源の軌道への

影響をできる限り除去する方法についても、現在プ

ロジェクトチームで検討している。これらの結果が

まとまり次第補正システムの導入を行う予定であ

る。

4．2000年の主な予定

4-1．30m長直線部の導入
今年の夏、30ｍの長直線部が設置される。現在こ

れらの機器の製作と工程調整が順調に進んでおり、

予定通り9月からビーム調整ができるものと考えて

いる。しかし、蓄積リングの対称性が現在の48回対

称から4回対称に下がるため、当初はビーム寿命と

軌道の安定性についてはかなり問題が残ると思われ

る。しかし、世界で初めての超高輝度放射光の実現

に向けて、できる限り早い時期に現状と同程度のビ

ーム性能を達成したいと考えている。

4-2．運転サイクルについて
現在、加速器は3週間を1サイクルとするモードで

基本的には運転しているが、今後予想される利用課

題の増加に対応するために、できる限り早い時期に

これをもう1週間延ばした、4週間モードの運転を可

能とする運転体制の整備と加速器の高信頼性の実現

に向けた作業を現在進めている。その準備段階とし

て、12月に4週間モードをテスト的に実施した。

熊谷　教孝　KUMAGAI  Noritaka
&高輝度光科学研究センター　放射光研究所　加速器部門
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-0861 FAX：0791-58-0850
e-mail：yagi@spring8.or.jp

ハイライト
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1．課題選定日程
9月6日 公募についてプレス発表及び

SPring-8ホームページに掲示

10月16日 公募締切（郵送の場合当日消印有効）

11月9～10日 利用研究課題選定委員会による課題

審査

11月22日 利用研究課題選定委員会による課題

選定

12月6日 諮問委員会による承認

2．選定結果
今回の選定結果は、件数では応募424に対し選定

326（選定率77%）、シフト数では応募6,117に対し選

定3,116（選定率51%）であった。この結果、選定さ

れた課題の平均シフト数は9.6となった（前回の公

募では、それぞれ57%、38%、9.2であった）。選定

率は、課題数から見た場合及びシフト数から見た場

合のいずれの場合でも、前回に比較して増加してい

る。この原因として、今回の共同利用においてビー

ムタイムが共用ビームラインあたり約200シフトと

なったこと（前回は約140）及び利用できるビーム

ラインが増えたことにより総シフト数が約3,100シ

フト（前回約2,200）になったことが考えられる。

ビームライン別では、BL01B1（XAFS）及び

BL41XU（生体高分子結晶構造解析）で選定課題数

が多くなり、それぞれ43件と33件であった。しかし

ながら、これらのビームラインでの選定課題平均シ

フト数はそれぞれ4.7及び5.1であり、他のビームラ

インに比較して少ない値となった。これらは、

BL27SU（軟Ｘ線光化学）の選定課題平均シフト数

17.0の1／3以下である。

研究分野別では、生命科学の応募の割合は前回に

比べて減少したが、選定の割合は増加した。また、

散乱・回折では応募、選定とも前回比率が減少した。

生命科学の変化は、選定課題平均シフト数が少ない

ことに対応している。特に、BL41XUでの生命科学

の選定平均シフト数は5.1となっている。同様に、

ＸＡＦＳではBL01B1での選定課題の平均シフト数

が4.8であり、他のBL10XU、BL39XUにおける

XAFS分野の選定課題の平均シフト数が10を超えて

いるのに比較して目立って少なくなっている。

選定課題の実験責任者の所属機関別では、国立大

学が全体の半分以上を占めていることはこれまでの

共同利用を通じて変わっていない。前回に比べて割

合を増やしたのが国立研究機関、民間企業及び海外

である。

なお、選定された課題のうち、1件の実施が保留

されたことから、325件の課題について実施が決定

された。

また、前回から開始した成果専有利用制度による

応募が2件あった。この2件に関してJASRI責任者に

よる公共性・倫理性の審査と技術的実施可能性及び

実験の安全性の審査が行われた。さらに要求シフト

数が対象ビームラインのビームタイムの10%以内と

いう基準を満たしていたため、これらの2件は要求

通り選定された。

3．利用対象ビームライン及びシフト数
今回の募集で対象としたビームラインは、共用ビ

ームライン15本とその他のビームライン6本である。

このうち共用ビームラインについては、前回では立

ち上げ課題を優先した5本（BL02B2粉末結晶構造解

析、BL04B2高エネルギー構造解析、BL20B2医学利

用ＢＭ、BL28B2白色Ｘ線回折、BL40B2構造生物学）

は今回本格的な利用研究に提供された。しかしなが

ら、そのうちのBL28B2及びBL40B2に関しては、引

き続いて調整などを行う必要があることから、ビー

ムタイムの一部を施設者側で確保した。これらの共

用ビームラインの他に原研、理研、R&D用ビーム

ラインを各2本、計6本のビームラインのビームタイ

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

第5回利用研究課題の審査結果について

財団法人高輝度光科学研究センター

利用業務部
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ムの一部（原研、理研ビームラインでは20%、

R&Dビームラインでは30%）が公募課題の利用に

提供された。

今回、第5回共同利用期間のビームタイムは合計

で85日255シフトあり、共用ビームライン1本あたり

ではビームラインの調整や緊急課題用などにJASRI

が留保する20%を除く204シフトがユーザータイム

となる。ユーザーが利用可能なビームタイムは、こ

れに原研・理研等から提供されるビームタイムを加

えて合計約3,400シフトとなる。

今回の公募及び審査では、生命科学分科における

蛋白質結晶の出来具合に応じて分科会がシフト数を

配分するために留保した分や立ち上げが継続してい

るため一部のビームラインのビームタイムを装置整

備に回すなどした結果、共同利用期間に利用される

ビームタイムは約3,110シフトとなった。

4．利用期間
SPring-8の利用期間は6ヶ月単位とされている。

これまで共同利用期間は年度の前半と後半の半年毎

に区切っていたが、実際に運用を開始すると夏冬の

長期停止期間によるユーザータイムの分割を研究の

中断が起こること、申請課題の審査期間が選定委員

の大半を占める大学関係者が多忙な入試時期と重な

ることなどの不具合が起こった。このため、前回の

共同利用から利用期間を暦年の前半、後半で分ける

こととした。この結果、前回第4回共同利用では共

用ビームライン1本あたりのビームタイムが139シフ

トであったのに対して、今回は204シフトであり、

ビームタイムの比は、ほぼ4：6となった。このよう

な利用期間の長短が上記のような今回の選定率の高

いことの原因となっている。今後このような長短の

解消について検討が行われる予定である。

また、今回の公募締切は10月の後半に行われたが、

この時期は1999B共同利用の途中であり、まだ大部

分の課題が終了していない状況にあった。これも今

後とも続くと考えられることから、共同利用に際し

研究計画の立案にはこれらの点に留意され、応募い

ただきたい。

5．生命科学分野におけるビームタイムの留保
生命科学分野におけるSPring-8の利用では、特に

実験試料の特殊性から、短い時間でもいいから試料

の出来具合をチェック出来るような利用をしたい、

試料が出来たときに緊急に利用したいと言った要望

が強い。このような要望に応えるため、今回の生命

科学分科会では、BL41XU（生体高分子結晶構造解

析）のビームタイムを36シフト留保した。

このような研究課題については課題申請は従来の

緊急課題に準じた取り扱いをすることになった。予

め割り振られたシフトに対してこれらの課題が配分

される予定である。申請の際には実験の必要性がわ

かるようにしていただき、分科会において審査され

ることとなった。詳しくは利用業務部にお問い合わ

せいただきたい。

SPring-8の現状
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第１回共同利用

第２回共同利用

第３回共同利用

第４回共同利用

第５回共同利用
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ビームライン別　件数

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

SPring-8利用研究課題　採択状況
第１回利用期間:H9.10～H10.3  （応募締切:H9.1.10） 　　応募198件、採択134件
第２回利用期間:H10.4～H10.10（応募締切:H10.1.6）　 　応募305件、採択229件
第３回利用期間:H10.11～H11.6（応募締切:H10.7.12）  　応募392件、採択258件
第４回利用期間:H11.9～H11.2  （応募締切:H11.6.19）  　応募431件、採択246件
第５回利用期間:H12.2～H11.6  （応募締切:H11.10.16）　応募424件、採択326件

［研究分野別］ ［所属機関別］

0% 20% 40% 60% 80% 100%

生命科学 散乱・回折 ＸＡＦＳ 分光 実験技術、
方法

第５回公募

第４回公募

第３回公募

第２回公募

第１回公募

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①国立大学
②公立大学
③私立大学
④国立機関
⑤特殊法人
⑥公益法人
⑦民間企業
⑧海外

①国立大学 ② ③④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

SPring-8利用研究課題　選定状況

第１回利用期間：H 9.10～H10. 3  （応募締切:H 9. 1.10） 応募198件、選定134件

第２回利用期間：H10. 4～H10.10  （応募締切:H10. 1. 6） 応募305件、選定229件

第３回利用期間：H10.11～H11. 6  （応募締切:H10. 7.12） 応募392件、選定258件

第４回利用期間：H11. 9～H11.12  （応募締切:H11. 6.19） 応募431件、選定246件

第５回利用期間：H12. 2～H12. 6  （応募締切:H11.10.16） 応募424件、選定326件
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SPring-8の現状

    第１回利用期間：H  9.10～H10.  3 （応募締切：H  9. 1.10） ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ 10+2本、ﾋﾞｰﾑﾀｲﾑ 約160ｼﾌﾄ/BL、計約1,400ｼﾌﾄ
    第２回利用期間：H10.  4～H10.10 （応募締切：H10. 1.  6） ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ 10+5本、ﾋﾞｰﾑﾀｲﾑ 約200ｼﾌﾄ/BL、計約2,200ｼﾌﾄ
    第３回利用期間：H10.11～H11.  6 （応募締切：H10.  7.12） ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ 10+6本、ﾋﾞｰﾑﾀｲﾑ 約250ｼﾌﾄ/BL、計約2,700ｼﾌﾄ
    第４回利用期間：H11.  9～H11.12 （応募締切：H11.  6.19） ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ 15+5本、ﾋﾞｰﾑﾀｲﾑ 約140ｼﾌﾄ/BL、計約2,200ｼﾌﾄ
    第５回利用期間：H12.  2～H12.  6 （応募締切：H11.10.16） ﾋﾞｰﾑﾗｲﾝ 15+6本、ﾋﾞｰﾑﾀｲﾑ 約200ｼﾌﾄ/BL、計約3,100ｼﾌﾄ

（注：第5回採択数には成果専有利用2件を含む。）

生命科学 68 20.9% 73 17.2% 82 33.3% 103 23.9% 75 29.1% 99 25.3% 56 24.5% 78 25.6% 26 19.4% 43 21.7%

散乱・回折 138 42.3% 197 46.5% 78 31.7% 163 37.8% 92 35.7% 152 38.8% 96 41.9% 120 39.3% 59 44.0% 89 44.9%

XAFS 54 16.6% 71 16.7% 32 13.0% 84 19.5% 38 14.7% 58 14.8% 32 14.0% 50 16.4% 16 11.9% 26 13.1%

分光 33 10.1% 43 10.1% 28 11.4% 44 10.2% 22 8.5% 35 8.9% 20 8.7% 25 8.2% 21 15.7% 24 12.1%

実験技術､方法 33 10.1% 40 9.4% 26 10.6% 37 8.6% 31 12.0% 48 12.2% 25 10.9% 32 10.5% 12 9.0% 16 8.1%

計 326 424 246 431 258 392 229 305 134 198

国立大学 173 53.1% 222 52.4% 132 53.7% 228 52.9% 135 52.3% 211 53.8% 127 55.5% 163 53.4% 83 61.9% 121 61.1%

公立大学 28 8.6% 34 8.0% 19 7.7% 31 7.2% 30 11.6% 42 10.7% 21 9.2% 28 9.2% 12 9.0% 16 8.1%

私立大学 13 4.0% 18 4.2% 18 7.3% 31 7.2% 16 6.2% 25 6.4% 15 6.6% 21 6.9% 13 9.7% 21 10.6%

国立試験研究機関 13 4.0% 15 3.5% 5 2.0% 17 3.9% 9 3.5% 15 3.8% 12 5.2% 12 3.9% 7 5.2% 9 4.5%

特殊法人 29 8.9% 35 8.3% 29 11.8% 37 8.6% 23 8.9% 31 7.9% 23 10.0% 29 9.5% 5 3.7% 5 2.5%

公益法人 32 9.8% 39 9.2% 29 11.8% 44 10.2% 20 7.8% 26 6.6% 8 3.5% 10 3.3% 1 0.7% 2 1.0%

民間企業 24 7.4% 26 6.1% 11 4.5% 27 6.3% 15 5.8% 25 6.4% 14 6.1% 21 6.9% 6 4.5% 11 5.6%

海外 14 4.3% 35 8.3% 3 1.2% 16 3.7% 10 3.9% 17 4.3% 9 3.9% 21 6.9% 7 5.2% 13 6.6%

計 326 424 246 431 258 392 229 305 134 198

BL01B1 XAFS (X線吸収微細構造) 43 13.2% 50 11.8% 23 9.3% 66 15.3% 31 12.0% 44 11.2% 27 11.8% 43 14.1% 16 11.9% 23 11.6%
BL02B1 結晶構造解析 16 4.9% 32 7.5% 15 6.1% 36 8.4% 21 8.1% 32 8.2% 28 12.2% 32 10.5% 17 12.7% 34 17.2%
BL04B1 高温構造物性 22 6.7% 27 6.4% 17 6.9% 28 6.5% 21 8.1% 33 8.4% 28 12.2% 29 9.5% 15 11.2% 15 7.6%
BL08W 高ｴﾈﾙｷﾞｰ非弾性散乱 11 3.4% 17 4.0% 11 4.5% 17 3.9% 9 3.5% 15 3.8% 7 3.1% 10 3.3% 4 3.0% 5 2.5%
BL09XU 核共鳴散乱 17 5.2% 35 8.3% 10 4.1% 32 7.4% 18 7.0% 42 10.7% 20 8.7% 37 12.1% 23 17.2% 25 12.6%
BL10XU 高圧構造物性 22 6.7% 26 6.1% 19 7.7% 38 8.8% 24 9.3% 34 8.7% 21 9.2% 25 8.2% 6 4.5% 16 8.1%
BL25SU 軟X線固体分光 18 5.5% 27 6.4% 15 6.1% 24 5.6% 10 3.9% 18 4.6% 6 2.6% 6 2.0% 11 8.2% 12 6.1%
BL27SU 軟X線光化学 12 3.7% 12 2.8% 10 4.1% 14 3.2% 9 3.5% 15 3.8% 5 2.2% 6 2.0% 2 1.5% 3 1.5%
BL39XU 生体分析 21 6.4% 39 9.2% 17 6.9% 31 7.2% 19 7.4% 35 8.9% 19 8.3% 25 8.2% 13 9.7% 16 8.1%
BL41XU 生体高分子結晶構造解析 33 10.1% 38 9.0% 53 21.5% 69 16.0% 59 22.9% 73 18.6% 39 17.0% 60 19.7% 22 16.4% 36 18.2%
BL02B2 粉末結晶構造解析 24 7.4% 29 6.8% 4 1.6% 6 1.4%
BL04B2 高エネルギー構造解析 20 6.1% 20 4.7% 6 2.4% 7 1.6%
BL20B2 医学利用BM 19 5.8% 23 5.4% 8 3.3% 10 2.3%
BL28B2 白色Ｘ線回折 11 3.4% 12 2.8% 1 0.4% 1 0.2%
BL40B2 構造生物学 13 4.0% 13 3.1% 10 4.1% 13 3.0%

BL14B1  [原研]材料科学 5 1.5% 5 1.2% 6 2.4% 6 1.4% 8 3.1% 9 2.3% 4 1.7% 4 1.3%

BL23SU  [原研]重元素科学 4 1.2% 4 0.9% 2 0.8% 4 0.9% 2 0.8% 2 0.5% 2 0.9% 2 0.7%

BL44B2  [理研]構造生物学 II 1 0.3% 1 0.2% 4 1.6% 6 1.4% 3 1.2% 4 1.0% 9 3.9% 10 3.3%

BL45XU  [理研]構造生物学 I 6 1.8% 6 1.4% 10 4.1% 15 3.5% 13 5.0% 22 5.6% 7 3.1% 9 3.0% 5 3.7% 10 5.1%

BL46XU  [施設] R＆D II 1 0.3% 1 0.2% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.4% 1 0.3%

BL47XU  [施設] R＆D I 7 2.1% 7 1.7% 5 2.0% 8 1.9% 10 3.9% 13 3.3% 7 3.1% 7 2.3% 0 0.0% 3 1.5%

計 326 424 246 431 258 392 229 305 134 198

選定数 応募数選定数 応募数 選定数 応募数

選定数 応募数

第４回公募 第３回公募 第２回公募 第１回公募

選定数 応募数 選定数 応募数
第４回公募 第３回公募 第２回公募 第１回公募

第２回公募 第１回公募
選定数 応募数 選定数 応募数 選定数 応募数 選定数 応募数

利用研究課題 公募内訳

研究分野別

所属機関別

利用ビームライン別

第４回公募

選定数 応募数

選定数 応募数

第３回公募

選定数 応募数

第５回公募
選定数 応募数

第５回公募
選定数 応募数

第５回公募
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2000A0002-NX  -np 篠原 久典 名古屋大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0003-ND  -np 魚崎 浩平 北海道大学 日本 散乱/回折 BL14B1 21
2000A0004-ND  -np Bennington, S. Rutherford Appleton Laboratory U.K. 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0006-ND  -np 角田 頼彦 早稲田大学 日本 散乱/回折 BL09XU 12
2000A0007-ND  -np 高橋 泰洋 大阪大学 日本 散乱/回折 BL02B1 2
2000A0009-CD  -np 井上 徹 愛媛大学 日本 散乱/回折 BL04B1 12
2000A0010-NM  -np 上田 潔 東北大学 日本 実験技術 BL27SU 24
2000A0011-CL  -np Yuan, Shiao-Han Institute of Molecular Biology Taiwan, ROC 生命科学 BL41XU 9
2000A0014-NS  -np 桜井 健次 科学技術庁金属材料技術研究所 日本 分光 BL39XU 12
2000A0015-ND  -np Hosokawa, Shinya Philipps University of Marburg Germany 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0016-NL  -np 森川 耿右 （株）生物分子工学研究所 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0017-ND  -np 福永 俊晴 京都大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0018-NL  -np 菅 弘之 岡山大学 日本 生命科学 BL45XU 9
2000A0019-NL  -np 箱嶋 敏雄 奈良先端科学技術大学院大学 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0020-CD  -np 鳥海 美晴 （株）東レリサーチセンター 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0021-CL  -np 河口 真一 理化学研究所 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0023-NM  -np 圓山 裕 岡山大学 日本 実験技術 BL39XU 12
2000A0024-ND  -np Fei, Yingwei Carnegie Institution of Washington U.S.A 散乱/回折 BL04B1 12
2000A0025-ND  -np 東 正樹 京都大学 日本 散乱/回折 BL14B1 12
2000A0026-ND  -np 上條 栄治 龍谷大学 日本 散乱/回折 BL10XU 6
2000A0029-CD  -np 伊藤 正時 慶應義塾大学 日本 散乱/回折 BL09XU 12
2000A0031-ND  -np 守友 浩 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL02B2 15
2000A0033-NX  -np 丹羽 幹 鳥取大学 日本 XAFS BL01B1 5
2000A0034-NX  -np 丹羽 幹 鳥取大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0037-ND  -np 高田 昌樹 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL10XU 15
2000A0038-ND  -np 高田 昌樹 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL02B2 21
2000A0040-ND  -np 坂田 誠 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL02B2 36
2000A0041-ND  -np 副島 雄児 九州大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0042-ND  -np 松永 利之 （株）松下テクノリサーチ 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0043-NX  -np 脇田 久伸 福岡大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0045-CD  -np 林 好一 京都大学 日本 散乱/回折 BL10XU 12
2000A0046-CD  -np 林 好一 京都大学 日本 散乱/回折 BL47XU 9
2000A0047-ND  -np 米村 光治 住友金属工業株式会社 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0048-ND  -np 瀬戸 誠 京都大学 日本 散乱/回折 BL09XU 16
2000A0049-ND  -np 瀬戸 誠 京都大学 日本 散乱/回折 BL09XU 17
2000A0051-NS  -np Kirschner, Jurgen Max-Planck-Institut f. Mikrostrukturphysik Germany 分光 BL25SU 30
2000A0052-NS  -np 今田 真 大阪大学 日本 分光 BL25SU 12
2000A0055-NS  -np 今田 真 大阪大学 日本 分光 BL25SU 9
2000A0056-ND  -np 浜谷 望 お茶の水女子大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0057-ND  -np 浜谷 望 お茶の水女子大学 日本 散乱/回折 BL10XU 12
2000A0059-NX  -np 山本 孝 京都大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0061-CD  -np 入舩 徹男 愛媛大学 日本 散乱/回折 BL04B1 6
2000A0062-ND  -np 入舩 徹男 愛媛大学 日本 散乱/回折 BL04B1 12
2000A0065-CM  -np 早川 慎二郎 広島大学 日本 実験技術 BL39XU 6
2000A0066-CX  -np 早川 慎二郎 広島大学 日本 XAFS BL39XU 9
2000A0068-ND  -np Vertes, Attila Eotvos University Hungary 散乱/回折 BL09XU 3
2000A0069-CM  -np 竹内 晃久 （財）高輝度光科学研究センター 日本 実験技術 BL20B2 9
2000A0070-CL  -np 佐々木 裕次 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL44B2 21
2000A0071-CX  -np 石井 真史 （財）高輝度光科学研究センター 日本 XAFS BL10XU 12
2000A0072-ND  -np 大高 理 大阪大学 日本 散乱/回折 BL04B1 12
2000A0073-NX  -np 大高 理 大阪大学 日本 XAFS BL01B1 9
2000A0074-CX  -np 大高 理 大阪大学 日本 XAFS BL14B1 9
2000A0075-CD  -np 永井 隆哉 大阪大学 日本 散乱/回折 BL14B1 6
2000A0076-ND  -np 永井 隆哉 大阪大学 日本 散乱/回折 BL10XU 6
2000A0077-NL  -np 柴田 直樹 姫路工業大学 日本 生命科学 BL41XU 2
2000A0078-NL  -np 柴田 直樹 姫路工業大学 日本 生命科学 BL41XU 1
2000A0079-NL  -np 山根 隆 名古屋大学 日本 生命科学 BL40B2 6
2000A0080-ND  -np 出来 成人 神戸大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0081-NL  -np 稲垣 冬彦 北海道大学 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0082-NX  -np 小野寺 昭史 大阪大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0083-CD  -np 小野寺 昭史 大阪大学 日本 散乱/回折 BL10XU 4
2000A0084-NS  -np 河合 潤 京都大学 日本 分光 BL47XU 6
2000A0085-NL  -np 河合 潤 京都大学 日本 生命科学 BL39XU 3
2000A0086-CM  -np 石黒 英治 琉球大学 日本 実験技術 BL27SU 21
2000A0087-CM  -np 石黒 英治 琉球大学 日本 実験技術 BL27SU 18
2000A0088-ND  -np 岩佐 義宏 北陸先端科学技術大学院大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0089-ND  -np 岩佐 義宏 北陸先端科学技術大学院大学 日本 散乱/回折 BL02B2 3
2000A0090-ND  -np 安東 淳一 広島大学 日本 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0091-NX  -np 内本 喜晴 京都大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0093-CX  -np 八尾 誠 京都大学 日本 XAFS BL10XU 21
2000A0096-CX  -np 中野 政詩 神戸大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0097-COM -np 清水 勝 姫路工業大学 日本 実験技術 BL27SU 15
2000A0098-COM -np 中井 泉 東京理科大学 日本 実験技術 BL08W 9
2000A0099-NS  -np 山岡 人志 理化学研究所 日本 分光 BL23SU 24
2000A0100-ND  -np 浜谷 望 お茶の水女子大学 日本 散乱/回折 BL10XU 6
2000A0101-NM  -np 飯田 敏 富山大学 日本 実験技術 BL20B2 18
2000A0102-ND  -np 木村 滋 日本電気（株） 日本 散乱/回折 BL28B2 18
2000A0103-ND  -np 木村 滋 日本電気（株） 日本 散乱/回折 BL20B2 6
2000A0104-CL  -np 吉田 宗平 和歌山県立医科大学 日本 生命科学 BL39XU 6
2000A0105-CL  -np エクテサビ アリ 京都大学 日本 生命科学 BL39XU 6
2000A0106-CL  -np エクテサビ アリ 京都大学 日本 生命科学 BL39XU 3
2000A0108-CL  -np 関根 俊一 理化学研究所 日本 生命科学 BL41XU 6
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2000A0108-CL  -np 関根 俊一 理化学研究所 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0109-CL  -np Trakhanov, Sergei 理化学研究所 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0110-ND  -np 志村 考功 大阪大学 日本 散乱/回折 BL09XU 12
2000A0112-COM -np 奥山 雅則 大阪大学 日本 実験技術 BL27SU 15
2000A0113-NOM -np 金島 岳 大阪大学 日本 実験技術 BL27SU 15
2000A0114-NS  -np 菅 滋正 大阪大学 日本 分光 BL25SU 9
2000A0115-NS  -np 菅 滋正 大阪大学 日本 分光 BL25SU 12
2000A0116-NM  -np 菅 滋正 大阪大学 日本 実験技術 BL25SU 21
2000A0117-NS  -np 関山 明 大阪大学 日本 分光 BL25SU 12
2000A0118-NS  -np 関山 明 大阪大学 日本 分光 BL25SU 6
2000A0120-NS  -np 関山 明 大阪大学 日本 分光 BL25SU 6
2000A0122-NS  -np 斎藤 祐児 日本原子力研究所 日本 分光 BL23SU 3
2000A0123-NL  -np 横谷 明徳 日本原子力研究所 日本 生命科学 BL23SU 12
2000A0124-COM -np 土山 明 大阪大学 日本 実験技術 BL20B2 6
2000A0125-NOM -np 土山 明 大阪大学 日本 実験技術 BL20B2 12
2000A0126-CL  -np 今田 勝巳 科学技術振興事業団 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0127-NL  -np 今田 勝巳 科学技術振興事業団 日本 生命科学 BL40B2 6
2000A0128-NL  -np 難波 啓一 科学技術振興事業団 日本 生命科学 BL40B2 6
2000A0129-CL  -np 難波 啓一 科学技術振興事業団 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0130-NM  -np 川戸 清爾 ソニー（株） 日本 実験技術 BL20B2 9
2000A0131-ND  -np 黒岩 芳弘 岡山大学 日本 散乱/回折 BL02B2 9
2000A0132-ND  -np 黒岩 芳弘 岡山大学 日本 散乱/回折 BL02B1 18
2000A0134-ND  -np 木村 宏之 東北大学 日本 散乱/回折 BL02B1 6
2000A0135-CL  -np 沈 建仁 理化学研究所 日本 生命科学 BL41XU 12
2000A0137-NL  -np 梅谷 啓二 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL20B2 15
2000A0138-CL  -np 梅谷 啓二 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL20B2 18
2000A0139-NS  -np 二宮 利男 兵庫県警察本部 日本 分光 BL08W 6
2000A0140-N   -p 二宮 利男 兵庫県警察本部 日本 実験技術 BL08W 9
2000A0141-ND  -np 小泉 昭久 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL08W 30
2000A0143-NX  -np 長井 康貴 （株）豊田中央研究所 日本 XAFS BL01B1 9
2000A0144-NL  -np 小田 順一 福井県立大学 日本 生命科学 BL40B2 6
2000A0145-NM  -np 細野 和彦 姫路工業大学 日本 実験技術 BL08W 4
2000A0146-CL  -np 鈴木 芳生 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL20B2 21
2000A0147-CL  -np 神谷 信夫 理化学研究所 日本 生命科学 BL41XU 24
2000A0148-ND  -np Tonnerre, Jean-Marc Laboratoire de Cristallographie France 散乱/回折 BL39XU 15
2000A0150-NS  -np 為則 雄祐 （財）高輝度光科学研究センター 日本 分光 BL27SU 15
2000A0151-NL  -np 八木 直人 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL20B2 9
2000A0152-CL  -np 八木 直人 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL20B2 9
2000A0153-NL  -np 八木 直人 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL20B2 18
2000A0154-CL  -np 井上 勝晶 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL40B2 15
2000A0155-ND  -np 内海 渉 日本原子力研究所 日本 散乱/回折 BL04B1 6
2000A0156-ND  -np 内海 渉 日本原子力研究所 日本 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0157-NX  -np 圓山 裕 岡山大学 日本 XAFS BL39XU 9
2000A0160-NM  -np 鈴木 芳生 （財）高輝度光科学研究センター 日本 実験技術 BL47XU 45
2000A0163-ND  -np 伊藤 真義 （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL08W 26
2000A0165-ND  -np Aniruddha, Deb （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL08W 21
2000A0166-CX  -np 芳賀 孝吉 住友電気工業（株） 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0167-NS  -np 河村 直己 理化学研究所 日本 分光 BL39XU 12
2000A0168-CL  -np 岩本 裕之 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL45XU 6
2000A0169-CL  -np 岩本 裕之 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL40B2 3
2000A0170-NL  -np 岩本 裕之 （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL45XU 2
2000A0171-NX  -np 江村 修一 大阪大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0173-ND  -np 赤浜 裕一 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL10XU 9
2000A0174-ND  -np 赤浜 裕一 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL10XU 6
2000A0175-CD  -np 赤浜 裕一 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL02B1 12
2000A0177-NX  -np 伊藤 嘉昭 京都大学 日本 XAFS BL01B1 4
2000A0178-NX  -np 伊藤 嘉昭 京都大学 日本 XAFS BL01B1 4
2000A0180-ND  -np 小山 一郎 （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL10XU 9
2000A0184-CD  -np 石松 直樹 日本原子力研究所 日本 散乱/回折 BL10XU 6
2000A0185-NX  -np 石松 直樹 日本原子力研究所 日本 XAFS BL39XU 12
2000A0187-ND  -np 鳥海 幸四郎 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL02B1 21
2000A0189-NS  -np 大浦 正樹 理化学研究所 日本 分光 BL47XU 9
2000A0190-NS  -np 大浦 正樹 理化学研究所 日本 分光 BL23SU 12
2000A0191-CM  -np 大浦 正樹 理化学研究所 日本 実験技術 BL27SU 6
2000A0192-CD  -np 坂井 信彦 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL08W 18
2000A0193-ND  -np 坂井 信彦 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL08W 18
2000A0194-NX  -np 北川 宏 北陸先端科学技術大学院大学 日本 XAFS BL01B1 9
2000A0195-CD  -np 川村 春樹 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL10XU 12
2000A0196-ND  -np 小澤 芳樹 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL04B2 9
2000A0198-ND  -np 小林 本忠 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL04B2 12
2000A0199-ND  -np 小林 本忠 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0200-CD  -np 伊藤 正久 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL39XU 15
2000A0201-NS  -np 小谷野 猪之助 姫路工業大学 日本 分光 BL27SU 18
2000A0202-NL  -np 足立 伸一 理化学研究所 日本 生命科学 BL10XU 8
2000A0203-NDL -np 武田 隆義 広島大学 日本 生命科学 BL40B2 18
2000A0205-ND  -np 谷垣 勝己 大阪市立大学 日本 散乱/回折 BL02B2 12
2000A0207-CL  -np 片柳 克夫 広島大学 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0208-CD  -np 大石 泰生 （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL10XU 8
2000A0209-CL  -np Harford, Jeffrey （財）高輝度光科学研究センター 日本 生命科学 BL45XU 12
2000A0210-ND  -np 尾関 智二 東京工業大学 日本 散乱/回折 BL04B2 3
2000A0211-ND  -np 尾関 智二 東京工業大学 日本 散乱/回折 BL04B2 15
2000A0213-CM  -np 尾関 智二 東京工業大学 日本 実験技術 BL04B2 12
2000A0214-ND  -np 岡島 敏浩 （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL02B2 6
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2000A0217-CD  -np 依田 芳卓 （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL09XU 9
2000A0218-ND  -np 雨宮 慶幸 東京大学 日本 散乱/回折 BL09XU 12
2000A0219-ND  -np 大鳥 範和 新潟大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0220-ND  -np 鈴木 昭夫 東北大学 日本 散乱/回折 BL04B1 15
2000A0222-ND  -np 久保 友明 東北大学 日本 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0223-NL  -np 牧野 浩司 理化学研究所 日本 生命科学 BL40B2 6
2000A0224-NL  -np 牧野 浩司 理化学研究所 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0225-NS  -np 水牧 仁一朗 （財）高輝度光科学研究センター 日本 分光 BL25SU 6
2000A0226-NX  -np 水牧 仁一朗 （財）高輝度光科学研究センター 日本 XAFS BL39XU 12
2000A0227-ND  -np 野田 幸男 東北大学 日本 散乱/回折 BL02B1 21
2000A0228-NX  -np 野田 幸男 東北大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0229-ND  -np 渡邉 真史 東北大学 日本 散乱/回折 BL02B1 6
2000A0230-ND  -np 喜多 英治 筑波大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0231-ND  -np 中村 真一 帝京大学 日本 散乱/回折 BL39XU 9
2000A0232-CD  -np 池田 直 （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL02B1 3
2000A0233-NM  -np 池田 直 （財）高輝度光科学研究センター 日本 実験技術 BL02B1 22
2000A0234-NX  -np 藤島 敦 核燃料サイクル開発機構 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0236-CL  -np 豊島 近 東京大学 日本 生命科学 BL41XU 12
2000A0237-ND  -np 高橋 栄一 東京工業大学 日本 散乱/回折 BL04B1 6
2000A0238-ND  -np 廣瀬 敬 東京工業大学 日本 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0239-NX  -np 栗栖 牧生 北陸先端科学技術大学院大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0240-NS  -np 吉田 啓晃 広島大学 日本 分光 BL27SU 21
2000A0241-NX  -np 田中 庸裕 京都大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0242-NX  -np 大塚 潔 東京工業大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0244-NX  -np 大塚 潔 東京工業大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0245-CD  -np 藤井 保彦 東京大学 日本 散乱/回折 BL02B1 18
2000A0246-ND  -np 七尾 進 東京大学 日本 散乱/回折 BL08W 21
2000A0251-CM  -np 香村 芳樹 理化学研究所 日本 実験技術 BL20B2 9
2000A0252-ND  -np 綿貫 徹 日本原子力研究所 日本 散乱/回折 BL10XU 15
2000A0253-COM -np 田宮 正 名古屋大学 日本 実験技術 BL01B1 3
2000A0254-NX  -np 西口 宏泰 大分大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0255-CL  -np 黒木 良太 キリンビール（株） 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0256-CL  -np 黒木 良太 キリンビール（株） 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0258-ND  -np 岩舘 泰彦 千葉大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0260-NL  -np 緒方 一博 神奈川科学技術アカデミー 日本 生命科学 BL41XU 1
2000A0261-CL  -np 緒方 一博 神奈川科学技術アカデミー 日本 生命科学 BL41XU 1
2000A0262-CL  -np 緒方 一博 神奈川科学技術アカデミー 日本 生命科学 BL41XU 4
2000A0263-ND  -np 久保田 佳基 大阪女子大学 日本 散乱/回折 BL02B2 12
2000A0264-ND  -np 村田 好正 電気通信大学 日本 散乱/回折 BL09XU 21
2000A0265-NX  -np 山下 弘巳 大阪府立大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0266-NX  -np 安保 正一 大阪府立大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0267-NX  -np 蔭山 博之 通産省工業技術院大阪工業技術研究所 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0268-NL  -np 多田 俊治 大阪府立大学 日本 生命科学 BL41XU 2
2000A0269-NL  -np 多田 俊治 大阪府立大学 日本 生命科学 BL41XU 1
2000A0271-ND  -np 水野 薫 島根大学 日本 散乱/回折 BL28B2 18
2000A0272-ND  -np 関 広美 京セラ（株） 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0274-ND  -np 生田 博志 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0275-NS  -np 生田 博志 名古屋大学 日本 分光 BL25SU 9
2000A0277-ND  -np 竹内 恒博 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0278-NX  -np 金田 清臣 大阪大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0279-NX  -np 黒田 泰重 岡山大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0280-CD  -np 武田 信一 九州大学 日本 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0282-CM  -np 辻 和彦 慶應義塾大学 日本 実験技術 BL14B1 3
2000A0283-NX  -np 岡本 篤彦 （株）豊田中央研究所 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0284-CS  -np Oh, Se-Jung Seoul National University Korea 分光 BL25SU 12
2000A0285-ND  -np 高橋 敏男 東京大学 日本 散乱/回折 BL09XU 21
2000A0286-ND  -np 高橋 敏男 東京大学 日本 散乱/回折 BL09XU 21
2000A0287-ND  -np 加藤 工 筑波大学 日本 散乱/回折 BL04B1 12
2000A0288-NS  -np 平谷 篤也 広島大学 日本 分光 BL27SU 15
2000A0289-ND  -np 佐竹 秀喜 （株）東芝 日本 散乱/回折 BL46XU 12
2000A0290-NS  -np 曽田 一雄 名古屋大学 日本 分光 BL25SU 6
2000A0291-ND  -np 伊賀 文俊 広島大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0292-NDM -np 萩谷 健治 姫路工業大学 日本 実験技術 BL47XU 9
2000A0293-CL  -np 三木 邦夫 京都大学 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0294-NL  -np 三木 邦夫 京都大学 日本 生命科学 BL40B2 12
2000A0295-NL  -np 三木 邦夫 京都大学 日本 生命科学 BL41XU 6
2000A0296-NM  -np 尾崎 徹 広島工業大学 日本 実験技術 BL28B2 18
2000A0297-ND  -np 植草 秀裕 東京工業大学 日本 散乱/回折 BL02B1 6
2000A0298-ND  -np 植草 秀裕 東京工業大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0299-ND  -np 植草 秀裕 東京工業大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0300-NX  -np 木村 英和 日本電気（株） 日本 XAFS BL01B1 12
2000A0305-NX  -np Sarode, P. Goa University India XAFS BL01B1 6
2000A0318-NX  -np 竹村 モモ子 （株）東芝 日本 XAFS BL10XU 6
2000A0319-CD  -np 永井 隆哉 大阪大学 日本 散乱/回折 BL02B1 12
2000A0320-N   -p 瀬戸 孝俊 三菱化学（株） 日本 XAFS BL01B1 1
2000A0321-NOM -np 中野 司 地質調査所 日本 実験技術 BL20B2 6
2000A0324-CL  -np Luecke, Hartmut University of California, Irvine U.S.A. 生命科学 BL41XU 9
2000A0325-ND  -np 山田 裕 島根大学 日本 散乱/回折 BL02B2 3
2000A0326-CD  -np 梅咲 則正 通産省工業技術院大阪工業技術研究所 日本 散乱/回折 BL04B2 9
2000A0327-NDL -np 川口 昭夫 京都大学 日本 生命科学 BL45XU 4
2000A0328-CS  -np 並河 一道 東京学芸大学 日本 分光 BL39XU 12
2000A0329-NL  -np 白木原 康雄 国立遺伝学研究所 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0330-CS  -np 鈴木 功 電子技術総合研究所 日本 分光 BL27SU 21

課 題 番 号 実験責任者　　　　　　　所　　　属　　　　　　　　　　　　国　名　　　　分　野　 ビームライン　シフト数
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2000A0332-NS  -np 山崎 展樹 理化学研究所 日本 分光 BL39XU 9
2000A0333-ND  -np 近浦 吉則 九州工業大学 日本 散乱/回折 BL20B2 3
2000A0334-ND  -np 近浦 吉則 九州工業大学 日本 散乱/回折 BL28B2 6
2000A0335-NM  -np 近浦 吉則 九州工業大学 日本 実験技術 BL28B2 12
2000A0336-ND  -np 近浦 吉則 九州工業大学 日本 散乱/回折 BL28B2 15
2000A0337-ND  -np 鈴木 芳文 九州工業大学 日本 散乱/回折 BL28B2 12
2000A0339-ND  -np 大庭 卓也 帝京大学 日本 散乱/回折 BL02B2 3
2000A0340-CL  -np 竹森 重 東京慈恵会医科大学 日本 生命科学 BL45XU 18
2000A0342-ND  -np 妹尾 与志木 （株）豊田中央研究所 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0344-NS  -np 関山 明 大阪大学 日本 分光 BL25SU 9
2000A0345-NL  -np 油谷 克英 大阪大学 日本 生命科学 BL41XU 3
2000A0346-CL  -np 油谷 克英 大阪大学 日本 生命科学 BL40B2 6
2000A0347-NX  -np 中井 生央 鳥取大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0348-NX  -np 中井 生央 鳥取大学 日本 XAFS BL39XU 6
2000A0349-ND  -np 松井 恒雄 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL02B1 12
2000A0350-ND  -np 船守 展正 東京大学 日本 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0351-CD  -np 川戸 清爾 ソニー（株） 日本 散乱/回折 BL09XU 9
2000A0353-ND  -np Kawakita, Yukinobu Institute of Physical Chemistry Germany 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0355-NX  -np 馬場 俊秀 東京工業大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0356-NL  -np 水谷 隆太 東京大学 日本 生命科学 BL40B2 3
2000A0357-NX  -np 宍戸 哲也 広島大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0358-NOM -np 大中 逸雄 大阪大学 日本 実験技術 BL20B2 6
2000A0359-NL  -np 田中 越郎 東海大学 日本 生命科学 BL20B2 9
2000A0360-NS  -np 大門 寛 奈良先端科学技術大学院大学 日本 分光 BL25SU 12
2000A0361-NDS -np 大門 寛 奈良先端科学技術大学院大学 日本 分光 BL25SU 9
2000A0362-NDS -np 大門 寛 奈良先端科学技術大学院大学 日本 分光 BL25SU 18
2000A0364-ND  -np 山口 博隆 電子技術総合研究所 日本 散乱/回折 BL28B2 3
2000A0365-ND  -np 山口 博隆 電子技術総合研究所 日本 散乱/回折 BL02B1 12
2000A0366-NX  -np 清水川 豊 通産省工業技術院大阪工業技術研究所 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0367-CL  -np 田中 勲 北海道大学 日本 生命科学 BL41XU 4
2000A0369-CL  -np 姚 閔 北海道大学 日本 生命科学 BL41XU 4
2000A0371-NL  -np 渡邉 信久 高エネルギー加速器研究機構 日本 生命科学 BL41XU 4
2000A0372-CD  -np 伊藤 英司 岡山大学 日本 散乱/回折 BL04B1 6
2000A0373-ND  -np 桂 智男 岡山大学 日本 散乱/回折 BL04B1 6
2000A0374-ND  -np ウォルター マイケル 岡山大学 日本 散乱/回折 BL04B1 6
2000A0376-CM  -np 土山 明 大阪大学 日本 実験技術 BL47XU 9
2000A0378-NSD -np 那須 三郎 大阪大学 日本 散乱/回折 BL09XU 9
2000A0379-ND  -np 甲斐 泰 大阪大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0380-ND  -np 甲斐 泰 大阪大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0381-NL  -np 甲斐 泰 大阪大学 日本 生命科学 BL41XU 1
2000A0382-NDL -np 田代 孝二 大阪大学 日本 生命科学 BL40B2 10
2000A0383-NX  -np 圓山 裕 岡山大学 日本 XAFS BL39XU 21
2000A0384-ND  -np 泉 邦英 京都大学 日本 散乱/回折 BL28B2 12
2000A0385-NM  -np 泉 邦英 京都大学 日本 実験技術 BL28B2 6
2000A0386-ND  -np 寺澤 倫孝 姫路工業大学 日本 散乱/回折 BL39XU 9
2000A0387-CX  -np 泉 康雄 東京工業大学 日本 XAFS BL10XU 12
2000A0388-ND  -np 瀬戸 誠 京都大学 日本 散乱/回折 BL09XU 3
2000A0389-NL  -np 今井 茂樹 川崎医科大学 日本 生命科学 BL20B2 9
2000A0390-ND  -np 喜多 善史 大阪大学 日本 散乱/回折 BL04B2 6
2000A0391-ND  -np 秋本 晃一 名古屋大学 日本 散乱/回折 BL09XU 15
2000A0392-ND  -np 真庭 豊 東京都立大学 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0393-CD  -np 田村 剛三郎 広島大学 日本 散乱/回折 BL04B2 45
2000A0395-CD  -np 乾 雅祝 広島大学 日本 散乱/回折 BL04B1 9
2000A0396-ND  -np 河田 洋 高エネルギー加速器研究機構 日本 散乱/回折 BL08W 42
2000A0397-ND  -np 小原 真司 （財）高輝度光科学研究センター 日本 散乱/回折 BL04B2 9
2000A0399-ND  -np 鈴谷 賢太郎 日本原子力研究所 日本 散乱/回折 BL09XU 3
2000A0400-CD  -np 鈴谷 賢太郎 日本原子力研究所 日本 散乱/回折 BL04B2 21
2000A0402-NDM -np Shin H POSTECH Korea 実験技術 BL47XU 5
2000A0403-ND  -np 那須 三郎 大阪大学 日本 散乱/回折 BL04B2 9
2000A0404-NL  -np 徳永 史生 大阪大学 日本 生命科学 BL40B2 6
2000A0405-NS  -np 小林 憲司 日本電気（株） 日本 分光 BL39XU 4
2000A0406-NOM -np 小林 憲司 日本電気（株） 日本 実験技術 BL28B2 6
2000A0407-ND  -np 島川 祐一 日本電気（株） 日本 散乱/回折 BL02B2 6
2000A0408-NX  -np 井頭 賢一郎 川崎重工業株式会社 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0409-NX  -np 西山 覚 神戸大学 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0410-NX  -np 松村 安行 （財）地球環境産業技術研究機構 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0411-NX  -np 市橋 祐一 通産省工業技術院大阪工業技術研究所 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0412-NX  -np 徐 強 通産省工業技術院大阪工業技術研究所 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0413-NX  -np 江村 修一 大阪大学 日本 XAFS BL01B1 6
2000A0414-NX  -np 村田 隆紀 京都教育大学 日本 XAFS BL10XU 6
2000A0418-NL  -np 井上 豪 大阪大学 日本 生命科学 BL41XU 5
2000A0419-ND  -np 山中 高光 大阪大学 日本 散乱/回折 BL02B1 15
2000A0420-ND  -np 山中 高光 大阪大学 日本 散乱/回折 BL10XU 3
2000A0421-NL  -np 宇山 親雄 広島国際大学 日本 生命科学 BL20B2 12
2000A0422-NX  -np 中嶋 孝宏 東洋紡績（株） 日本 XAFS BL01B1 3
2000A0423-ND  -np 城谷 一民 室蘭工業大学 日本 散乱/回折 BL10XU 9
2000A0424-ND  -np Werner, Stefan Universitaet Muenchen Germany 散乱/回折 BL02B1 18

SPring-8の現状
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はじめに
この利用者情報の2号前の紙面に第4回の課題選定

についての記事を書き、10月のシンポジウムでそれ

についての報告をしたところですが、もう第5回の

選定についての記事を書かなければならなくなりま

した。このような周期で課題募集を行うのは、今回

からですので、これがいかに大変な作業を伴うもの

かについては、正直に言って想像もしませんでした。

この原稿も、締め切りを大幅にすぎて提出となり、

利用業務部の編集担当の方には大変なご迷惑をかけ

てしまいました。99B期からの期間が短いこともあ

り、課題選定そのものについては特に新しいことは

それほどありませんが、一通り報告をし、新しい形

の課題についての検討を開始しましたので、それに

ついても中間的な報告をいたします。

今期の課題募集と審査
2000A期は2000年2月から6月までの5ヶ月間が利

用期間で、課題募集は9月6日から10月16日まで行わ

れました。応募された課題の総数は424件、6117シ

フトの配分要求がありました。これらの課題は各分

科会委員により、10月25日から11月1日までの8日間

で科学的技術的妥当性の審査が行われ、11月9日と

10日の2日間、分科会を開いて最終的な課題選定案

の作成が行われました。前回と同様に今回も9日に

は深夜に及ぶ選定作業が行われて、分科会委員の

方々の苦労は並大抵のものではありませんでした。

その結果326件（成果専有課題2件を含む）が選定さ

れ、施設側の安全審査を経て11月22日に利用課題選

定委員会を開いて、諮問委員会に諮る原案を作成し

ました。諮問委員会は12月6日に開催されて、選定

課題は原案通りに決定されました。なお、選定の結

果は11月30日付で利用業務部から応募者に通知され

ました。本来ならば、諮問委員会で決定の後に通知

がされることになるのですが、できるだけ早く決定

通知をするために、今期からこのような便宜が図ら

れることになりました。

今期は全体で254シフトが利用可能ですが、

JASRIによる20％の留保分を差し引くと204シフト

になります。また新たに利用が可能になったビーム

ラインを入れて、全体で326件、3116シフトが配分

されました。ビームラインごとに見ると、BL39XU

（生体分析ビームライン）の混み方が目立ちます。

ここにはすべての分科領域から39件、661シフトも

の申請があり、この中から21件、202シフトが配分

されました。

今回の申請では、前回までに見られたような過大

なビームタイムの要求はほとんどなくなりました

が、大多数の課題に対して要求よりも少ないビーム

タイム配分とならざるを得ませんでした。これはで

きるだけ多くの研究者にビームタイムを配分するこ

とを配慮した結果です。施設側から課題選定委員会

に常に要望されていることは、「半年で課題が終了

するような課題の選定を」ということですが、その

方針に忠実に従うと、少ない課題を選別し、それら

に十分なビームタイムを配分するという方針をとる

ことになります。選定結果から見る限り、現在のと

ころ委員会がとっている方針は、このような施設か

らの要望に応えるものにはなっていません。しかし

当然のこととして、少ないビームタイム配分の結果

は、継続課題申請の増加をもたらします。そのこと

が申請課題の増大の一つの原因ともなっています。

課題採択の基本に関わる難しい問題ですが、今後の

重要な検討課題であります。

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

第5回利用研究課題選定を終えて

放 射 光 利 用 研 究 促 進 機 構

財団法人高輝度光科学研究センター

SPring-8利用研究課題選定委員会　主査

京都教育大学　教育学部　　村田　隆紀
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申請書の書き方についてもかなり改善されてきた

ようですが、課題名が一般的すぎるもの、ビームタ

イムの根拠を記していないもの、試料名が記されて

いないものなどが目立ちます。このことについては、

私自身が出した申請に対して委員会から痛烈なコメ

ントが返ってきましたので、偉そうなことをいう資

格はないのですが、恥を忍んで敢えて記しておきま

す。

分野別では、生命科学の分科では36シフトを未配

分として残し、追加募集の対象にすることになりま

した。これは、蛋白の新しい結晶試料ができたとき

にすぐに測定できるよう対応するためですが、今後

このような形を続けるかどうかは、委員会でもまだ

結論がでていません。また実験技術の分科は、カバ

ーする分野が特定できないために、分科会委員のメ

ンバーだけで対応が難しいという問題が提起されて

います。これに対しては、関連する他の分科と協力

して課題選定を行うことなどが必要になります。

その他の話題のなかには、2000A期の課題募集は

99B期が始まった直後であったために、実験が終わ

る前に継続課題として申請されたものが大変多かっ

たことがあります。分科会でこのような課題をどの

ように審査するのかについて、最初の打ち合わせで

問題にしましたが、名案はなく、申請書を読んで妥

当性を判断する以外にない、という結論になりまし

た。

特定利用制度（仮称）について
このことについては前回の報告で簡単に触れまし

たが、今期の委員会の一つの大きな検討課題です。

これは半年限りの実験課題とは異なるいわゆるプロ

ジェクト型の課題で、PFのS型課題に相当する新し

い課題のカテゴリーを作ろうとするもので、一定の

期間、長期にわたってビームタイムを確保して、計

画的にSPring-8を利用することによって、高輝度放

射光の特長を生かした成果を上げることを期待して

作られる制度です。

この制度の検討をするために、諮問委員会のもと

に特別検討部会が設置されて、これまでに2回の検

討会を開きました。部会のメンバーは、諮問委員か

ら若干名、分科会主査、施設側専門委員を含め、約

20名で構成されていて、私が部会の責任者になって

います。これまでの会合では、制度の性格、課題公

募の方法、選定基準と選定方法、ビームライン・ビ

ームタイムの考え方、JASRIの関与のあり方など、

様々な観点からの検討が行われ、前回の諮問委員会

に中間報告を行いました。今の段階でほぼ固まって

いることは、期間は3年程度、課題は公募して、応

募のあった課題に対しては委員会によるヒアリング

を行うこと、また適当な時期に中間評価も行うこと、

この制度が共同利用の一環として制度化されること

から、ビームタイムは共用ビームラインの共同利用

ビームタイム枠を使用すること、などがあります。

この制度に対するビームタイムの枠は、今のところ、

10～20％程度を毎期に配分する案が出されていま

す。今後さらに検討をすすめ、諮問委員会を経て

2000B期から実施することを目標にして準備をして

います。SPring-8の特長を生かしたすばらしい研究

が生まれることを期待して、この制度の充実を図ら

なければなりませんが、一方では一般課題と競合し

て、ビームタイムの配分の工夫をしなければならな

いことも頭の痛い問題です。

終わりに
以上第5回の課題選定と、特定利用制度について

簡単な報告です。2000年には新しいビームラインも

増える予定で、赤外と高フラックスの2つのビーム

ラインの課題の追加募集が現在行われています。こ

の委員会の仕事は増える一方で、今のままの方法で

今後も同じように選定作業を進められるかどうかは

わからない、というのが正直な感想です。しかしこ

こまで慣性のついた制度を変えることも、時間と手

続きを要することです。委員の方々をはじめ、施設

者、ユーザーすべての方々の協力が、これまで以上

に必要であると感じています。

村田　隆紀　MURATA  Takatoshi
京都教育大学　物理学教室
〒612-8522 京都市伏見区深草藤森町1
TEL：075-644-8256 FAX：075-645-1734
e-mail：murata@kyokyo-u.ac.jp

SPring-8の現状
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昨年のご報告から約1年経った去年の11月、また

獅子座流星群がやってきました。今回は天気が悪く、

ほとんど見えませんでしたが、そのかわりに

SPring-8サイトの地上は少し明るくなりました。建

屋の工事は順調に進んでいます。その主なものをご

紹介します。

①放射光物性研究棟
鉄筋コンクリート造一部鉄骨造　

4階建て一部５階建て 総床面積5,120㎡

播磨地区における原研の研究拠点となる建屋で

す。平成10年度から着工して、現在コンクリート工

事が行われています。1、2階がオフライン実験機器

を備えた実験室、3、4階が居室となります。本年度

中に主要部分の内装工事がほぼ完成し、来年度の初

期には竣工する予定です。

②物理科学研究棟
鉄筋コンクリート造　　

4階建て 総床面積4,400㎡　

構造生物学研究棟とともに、播磨地区における理

研の研究拠点となる建屋です。平成10年度から着工

して、現在コンクリート工事が行われています。主

に物理科学の研究を推進するため、試料の作成、実

験機器の調整、データの解析等を行ないます。本年

度中に主要部分の工事がほぼ終了し、来年度の初期

には竣工する予定です。

③利用実験施設
鉄筋コンクリート造

3階建て 総床面積2,500㎡

SPring-8の共用ビームライン及び専用ビームライ

ンを利用する研究者のための施設です。平成10年度

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

SPring-8サイトの建屋の整備状況

日本原子力研究所　関西研究所
放射光利用研究部　　青木　正

SPring-8全景 （平成11年11月現在）
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から着工して、現在コンクリート工事が行われてい

ます。本年度中に竣工する予定で、来年度から、研

究者はこの建屋の一室を使い、ビームラインで使用

する試料の作成、実験機器の調整、データの解析等

を行うことができるようになります。

④長尺ビームライン実験施設
鉄骨造　　2階建て 総床面積1,090㎡

1kmに長尺化された理研ビームラインの先端に設

置する建屋です。現在、建築工事はほぼ完成し、本

年中に竣工の予定です。来年度には、並行して建設

が進められている長尺ビームラインの完成ととも

に、主に物理科学実験に使われます。

⑤実験動物維持施設
鉄骨造　　2階建て 総床面積670㎡　

主に中尺ビームラインを使用した医療分野での放

射光利用研究を推進するため、実験動物を一時的に

飼育する施設です。建屋は既に完成しており、これ

から内装機器を搬入し、来年度初頭から動物の飼育

が可能となる予定です。

⑥放射光普及棟
鉄骨造　　平屋建て 総床面積1,530㎡

SPring-8を始めとする放射光の普及活動を行うた

めの施設です。現在、外装がほぼ完成し、本年度中

に竣工の予定です。来年度初頭からは、JASRIの広

報部がこの建屋に移駐するとともに、この建屋の展

示ホール、会議室を使って見学者対応、会議等を行

う予定です。

⑦基盤機器保管棟
鉄骨造　　平屋一部2階建て

総床面積1,020㎡

SPring-8関係の装置、機器、図面類を保管する建

屋です。現在、建屋の骨組みがほぼ完成し、本年度

中に竣工の予定です。

SPring-8の現状
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◎平成11年10～11月の運転・利用実績
SPring-8は9月29日から第9サイクル、10月20日か

ら第10サイクル、11月10日から第11サイクル運転を、

それぞれ3週間連続運転モードで実施した。

第9～10サイクルでは挿入光源のrf-BPMによる停

止やRFの冷却水流量低下による停止があった。

第11サイクルではRFによる停止等が数回あった。

第9～11サイクルの放射光利用運転時間（ユーザー

タイム）内での故障等による停止時間（down time）

は約1.4％であった。

放射光利用実績については、実験された共同研究

課題は合計213件、利用研究者数は1014名にのぼっ

た。

1、装置運転関係
（1）運転期間

第9サイクル （ 9／29（水）～10／15（金））

第10サイクル（10／20（水）～11／ 5（金））

第11サイクル（11／10（水）～11／26（金））

（2）運転時間の内訳

運転時間総計 約1156時間

①装置の調整、およびマシンスタディ

約221時間

②放射光利用運転（ユーザータイム）時間

約935時間

③ユーザータイム内の故障等によるdown time

約13時間

総利用運転時間（②+③）に対するdown time

の割合 約1.4％

（3）運転スペック等

①第9～10サイクル

・24／29-filling運転

・蓄積電流　1～99mA

②第11サイクル

・3／4-filling＋33 single bunches

・24／29-filling運転

・蓄積電流　1～99mA

（4）主なdown timeの原因

①SR－RF反射異常によるInter lock

②SR－RF冷却水流量低によるInter lock

③挿入光源のrf-BPM によるInter lock

2、利用関係
（1）放射光利用実験期間

第9サイクル （ 9／30（木）～10／13（水））

第10サイクル（10／21（木）～11／ 3（水））

第11サイクル（11／11（木）～11／24（水））

（2）ビームライン利用状況

稼働ビームライン　共用ビームライン 15本

R＆Dビームライン 1本

理研ビームライン 2本

原研ビームライン 3本

専用ビームライン 3本

利用研究課題　 213件

利用研究者数　　1014名

（3）トピックス

①第9サイクルより第4回共同利用期間が開始さ

れ、246課題が採択された。そのうち成果専

有利用課題は5課題であった。

②第9サイクルにてBL41XUの分光器の結晶が

割れたため5件の課題が中止となった。

3、ニュースバル関係
第9サイクルでは新設及び既設の各機器調整を行

い、9月21日よりコミッショニング（加速器及びビ

ームライン調整と焼き出し運転）を継続して行い、

最大蓄積電流40mAを達成した。

第10～11サイクルでは第9サイクルから継続して

コミッショニング（加速器及びビームライン調整と

PRESENT  STATUS  OF  SPring-8

SPring-8運転・利用状況

財団法人高輝度光科学研究センター
計画管理グループ
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焼き出し運転）を行った。また、加速試験や施設検

査に向けての調整を行い、11月3日に蓄積電流

100mA（リミット値を95mAに設定いるため正確に

は95mA）を達成した。

今後の予定としては、第12サイクルに試験運転時

施設検査を受ける予定である。

◎今後の予定
（1）12月2日から12月24日までの第12サイクルの運

転は4週間連続運転モードのセベラルバンチ運

転で実施する。

（2）第12サイクル以降は、12月25日より冬期の長期

運転停止期間（平成12年1月16日まで）に入り、

各設備及び機器の点検作業等を実施する。

（3）冬期長期運転停止期間後の運転再開（第1サイ

クル）はマシン調整期間をはさんで、1月19日

から1月28日までの2週間連続運転モード予定。

第1サイクルはマシン及びビームラインの調整

期間とし、ユーザーへの放射光の提供は行わな

い予定であったが、スケジュールの見直しによ

り、ボーナスシフトとしてユーザーに提供する

こととなった。

但し、このボーナスシフトはスケジュールの進

捗状況によっては減少または取り消される可能

性がある。

（4）平成12年2月2日から3月31日まで3週間連続運転

モードで3サイクル（第2～4サイクル）の運転

を行う予定である。

運転モードについては決定しだいユーザーに

報告する。

SPring-8の現状
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1．はじめに
汎用白色偏向電磁石ビームラインBL28B2は平成

10年6月の補正予算により整備されたビームライン

のひとつである。平成11年第8サイクルにビームラ

インに放射光が導入され、第9サイクルから供用開

始されている。第12サイクルまでは、白色トポグラ

フィを主目的とした実験ステーションの立ち上げ、

周辺装置の整備、および性能評価が行われている。

本稿では、ビームラインの概要、実験ステーショ

ンの概要、準備状況を含めて報告する。

2．ビームラインの構成
本ビームラインは白色放射光の汎用的な利用を目

的としているため、他の単色ビームラインとはビー

ムライン構成が異なっている。ビームラインの仕様

の詳細は先の報告［1］を参照して頂きたい。本ビー

ムラインの輸送チャンネルの構成を図1に示す。輸

送チャンネル内には分光器やミラー等の光学機器を

含まず、非常に簡便な構成になっている。単色ビー

ムラインとの相補的な利用や、実験ハッチ内に各種

モノクロメーターを置くことで、更に高度な利用が

可能になると考えられる。

水冷スリットは放射光の形状を整形する機器であ

るが、放射光による熱負荷対策に重点がおかれてい

る。偏向電磁石ビームラインでも放射パワーは極め

て大きく、熱負荷が機器に与える影響を考えればマ

イクロビームを形成するほどの分解能は期待できな

い。精密なスリットは実験ハッチ内に設置し、余剰

な放射光を水冷スリットで落とすのが現実的な使用

法であると思われる。なお、水冷スリットを全開に

した場合、実験ハッチ内のガンマストッパの位置に

おけるビームサイズは縦10mm、横54mmに及ぶ。

スクリーンモニタは放射光の位置確認用に設置さ

れているが、ビームライン立ち上げ時に数回使用し

ただけである。本ビームラインには光学素子が含ま

れないため、放射光が実験ハッチまで導入されない

PUBLIC  BEAMLINE

BL28B2の試験調整運転状況

財団法人高輝度光科学研究センター　　　　　　

放射光研究所　ビームライン部門　　　　　　　　山崎　裕史

九州工業大学　　工学部　　　　　　　近浦　吉則、梶原堅太郎　

理化学研究所　播磨研究所　Ｘ線干渉光学研究室　　石川　哲也

図1 ビームラインの構成
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事態は考えにくい。通常はインターロックにより使

用が制限されている。

水冷ベリリウム窓は、輸送チャンネルの真空セク

ションと大気を仕切っている。図中には示されてい

ないが、ベリリウムの酸化による劣化を防止するた

め、大気側にヘリウムガスを流し、流量をインター

ロックにより監視している。水冷ベリリウム窓は実

験ハッチ内に設置されているため、付近での作業の

際は注意して頂きたい。

実験ハッチの大きさは光軸方向に7m、光軸に垂

直に3mである。ビーム中心の床からの高さは1400

ｍｍに設計されている。

3．実験ステーションの概要
現在、白色トポグラフィを主目的とする実験ステ

ーションの整備が進められている。白色トポグラフ

ィは放射光によるトポグラフィ技術のひとつであ

り、外部環境の影響による結晶の時間変化等を継続

して観察するための有力な手段である。例えば、温

度に依存した結晶成長過程や応力場での格子欠陥挙

動の観察が挙げられる。熱や応力により回折条件が

変化するが、白色光であれば回折条件を満たす条件

が存在し、変化に関わりなく容易に観察を継続でき

るという原理的なメリットがある。この特徴は格子

欠陥等の時間変化を観察するのに非常に有利であ

る。

白色トポグラフィを行うための装置類一式が実験

ハッチ内に整備される。図2に示すようにアブソー

バー、高速シャッター、前置光学系、およびメイン

回折計が配置される。また、回折計の付属品として、

高温環境下における試料の観察を行うための高温試

料ステージも用意している。各装置の詳細を以下に

述べる。

3-1．アブソーバーと前置光学系
白色トポグラフィは白色光を入射して試料の変化

を測定する。白色光の使用により回折条件に関する

制約は大幅に緩和される。しかし、回折にあずかり

イメージングに寄与するX線以外は試料に熱負荷を

与え、不要な散乱X線の増加はイメージクオリティ

の低下につながる。また、白色故の高次反射や、高

エネルギーγ線対策などの問題も解決すべき課題と

なっている。したがって、幅広いエネルギー域をも

つ白色シンクロトロン放射光から、観察に必要なエ

ネルギー域のX線だけを取り出して、試料に照射す

る必要がある。このために、実験ハッチ内にはエネ

ルギー帯域選択の機能を有する各種モノクロメータ

ー、アブソーバー等が必要になる。これらは試料や

測定条件に応じて選択される。現在、実験に不要な

低エネルギーX線は複数のアブソーバーの組み合わ

せにより除去している。また、希望のエネルギー幅

を得るために、シリコン結晶や格子定数の大きな結

晶を微小振動させるモノクロメーターを併用してい

る。これにより通常、エネルギー分解能E/ΔEは

0.01～0.001程度になる。振動の振幅を大きく取れば、

測定時間が多少増加するが、0.1～0.01程度も可能で

あると考えている。加えて、エネルギー分解能0.5

を実現するためのW/Si多層膜によるブラッグ反射

や透過ミラーの開発を進めている。

また、微小領域の観察のために、白色マイクロビ

共用ビームライン

図2 実験ステーション
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ームを形成するための精密スリットの製作も進んで

いる。

3-2．メイン回折計
メイン回折計の写真を図3に、各軸の名称および

仕様を図4に示す。本体は光軸調整架台に乗せられ、

回転中心と光軸を一致させられるようになってい

る。その上に検出器用の2θステージと、試料の回

転の第1ωステージが配置されている。試料の方位

を調整するための軸として昇降ステージ、XY並進

ステージ、二軸スイベルステージがこの順に取り付

けられている。これらのステージの耐荷重は100kg

であり、図5のように高温試料ステージ等の重量物

を取り付けることが可能である。2θステージの上

にはχステージ、並進ステージ、第2ωステージが

あり、検出器の位置の調整が自由に行える。ディテ

クターアームの耐荷重は20kgであり、ほとんどの2

次元検出器が搭載できる。

3-3．検出器、高速シャッター
回折線の観察は2次元イメージング技術により行

われるが、時分割測定を行う上でその分解能は重要

な要素である。本ビームラインでは0.02秒の時間分

解能のX線テレビを用意している。また、高速な時

間変化を伴う過程の撮影を行うために、高速シャッ

ターを開発している。シャッターの開閉はロータリ

ーソレノイドにより行う。シャッターの回転の加減

速によるX線の照射ムラをキャンセルするために、

3段の遮蔽板を使用している。このような設計で、

シャッターの開時間は最速0.002秒と見込まれてい

る。

また、光学顕微鏡とCCDカメラを組み合わせた

システムも整備されており、フィルムや原子核乾板

で撮影された像を拡大処理し、デジタルデータとし

て保存・加工することも可能である。

3-4．高温トポグラフィ試料ステージ
X線トポグラフィ用高温試料ステージは、温度に

依存した結晶成長過程や熱による結晶構造の変化等

を観察するため、メイン回折計に取り付けて使用す

る（図5）。加熱方法は非接触式の赤外線照射を採用

し、試料形状の制限が比較的少なくてすむ。最高到

達温度は1500℃であり、室温から1分強で到達する

ことが可能である。温度コントロールは実験ハッチ

の外からリモートで行うことができ、プログラム運

転も可能である。

高温試料ステージにも試料の方位を調整するため

の各種ステージがある。試料に近い側からX軸回転

（-5～45°）、Y軸回転（360°）、X方向の並進（±

10mm）となっている。各軸の方向は図4と同じで

ある。X軸並進のみ手動であり、他2軸は5相ステッ

PUBLIC  BEAMLINE

図4 メイン回折計の各軸名称と仕様図3 メイン回折計
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ピングモータにより駆動される。

試料は石英製の試料ホルダに取り付けられ、さら

に石英製の治具であおりステージに固定される。試

料ホルダは複数個用意してあり、あらかじめ試料を

取り付けておくことで、試料交換に要する時間が短

縮される。

高温試料ステージへのX線の導入、および回折線

の取り出しはベリリウム窓を通して行われる。導入

用にICF70フランジ、取り出し用にICF203フランジ

2個が取り付けられている。図5で検出器用アーム付

近にある大きなフランジが取り出し口のひとつであ

り、2θで22～58°の回折線を取り出せる位置に固

定されている。図中では隠れて見えないが、他の取

り出し口では94～130°に固定されている。

高温ステージ内はドライスクロールポンプとター

ボモレキュラ・ポンプで真空排気され、2時間で

1.8×10－6 torrの到達を確認している。

装置には10箇所以上のICF70フランジが取り付け

られ、いくつかは赤外線導入ポート、リミットセン

サ導入ポート、X線ストッパとして使用している。

その他のフランジは予備ポートとしている。

試料ステージ周辺の温度上昇を防ぐため、試料周

りは水冷されている。異常な温度上昇、漏電、およ

び冷却水量の低下を検知する安全回路が装備されて

おり、作業の安全性を高めている。

3-5．制御
ほとんどすべてのモータの駆動は5相ステッピン

グモータにより行われ、SPring-8標準のモータドラ

イバが接続されている。LabVIEWによる標準制御

ソフトの製作もほとんど完成しており、GUI

（Graphical User Interface）による操作が可能にな

っている。

3-6．その他
本ビームラインでは、実験装置間にパイプを通し、

真空排気またはヘリウム置換を行っている。低エネ

ルギー成分の空気による吸収を抑え、空気散乱によ

るイメージクオリティの低下を防ぐことが主目的で

あるが、白色放射光によるオゾンの発生を防ぐのに

も有効な手段である。

4．準備状況
現在、実験ステーションの整備が進められている。

メイン回折計や高温試料ステージの性能評価は既に

完了している。前置光学系ではモノクロメーターを

乗せるゴニオメータ部分が完成している。性能評価

の際、シリコン結晶等のラウエトポグラフを撮影し、

結晶内の不純物の観測も行った。第12サイクルでは、

高温試料ステージを使った回折実験を予定してい

る。現在製作中の高速シャッターおよび前置光学系

を加えて、白色トポグラフィの実験ステーションが

完成する。

5．おわりに
以上述べたように、本ビームラインの試運転は順

調に進み、実験ステーションとしての体裁が整いつ

つある。ここに至るまでに、多くの方々のご協力を

頂きましたので、関係各位にこの場を借りて感謝し

ます。特に、ビームライン建設にあたられた

SPring-8の利用系スタッフの皆様、実験ステーショ

ンの立ち上げの主体となったトポグラフィサブグル

ープのメンバー、様々な協力を頂いた事務の方々、

度重なるX線の漏洩検査を快く引き受けてくださっ

た安全管理室の皆様に深く感謝致します。

［1］後藤俊治　他：「平成10年度整備偏向電磁石ビ

ームライン」SPring-8利用者情報Vol.4, No.3

（1999）53-64.

山崎　裕史　YAMAZAKI  Hiroshi
&高輝度光科学研究センター　放射光研
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〒679-5198
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TEL：0791-58-2806
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図5 高温試料ステージの取り付け
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1．はじめに
偏向電磁石ビームラインBL20B2は、平成11年5月

13日に原子力安全技術センターによるビームライン

の施設検査を受け、検査官からの講評で特に問題な

しとの評価を受けた。そして、6月14日付けで、同

センターから施設検査に合格した旨の通知を受け、

正式にビームラインとしての使用が可能となった。

1999B期から利用研究課題の募集が行われ、採択

課題について平成11年の第9サイクルから共同利用

実験が開始された。BL20B2では医学診断や基礎医

学での研究や、硬Ｘ線領域における各種のイメージ

ングの研究に、共用ビームラインとして幅広く利用

されている。

2．医学利用研究の目的
厚生省の人口動態統計によれば、病死の原因で第

1位を占めるのは癌であり、平成10年度では癌によ

る死亡率は、病死全体の30.3％を占めている。第2

位と第3位は、心疾患と脳血管疾患であり、それぞ

れ死亡率は15.3％と14.7％となっている。なお、欧

米先進国では主に日本との食生活の違いから、死因

の第1位を心疾患が占めており、癌がこれに続いて

いる。

癌での死亡率が高い原因として、検診での発見率

の低さがある。厚生省の第5次悪性新生物実態調査

によれば、昭和60年において検診での胃、肺、乳房

の癌の発見率は、それぞれ10.6％、7.8％、6.7％と

なっている。さらに検診での発見時に胃、肺、乳房

の癌が転移を起こしている割合は、それぞれ32.3％、

68.2％、45.7％に達している。これらの癌が発見さ

れた後の3年間生存率は、それぞれ45.2％、16.7％、

80.0％である。

発見するのが難しく、発見されたときは既にかな

り進行しているのが癌である。この資料は昭和60年

のものであり古く感じられるが、一般の検診に用い

られる診断機器は、当時とほとんど同じであり、デ

ータもこれらの値がまだ有効であろうと考えられ

る。ただし、検診においてＸ線CTやMRIを使う場

合では、特に肺癌の発見率が近年では向上している。

国民医療費に関しては、平成7年において癌の医

療費が1.86兆円、心疾患が2.32兆円、脳血管疾患が

1.85兆円であり、その他を含めて総医療費は21.87兆

円であった。癌に比べて心疾患や脳血管疾患の死亡

率は低いが、その代わりに治療期間が長期化するた

め、これらの疾患での医療費の割合が高くなってい

る。日本の一般会計予算が約80兆円であるのに比較

すると、総医療費の過大さは明らかである。さらに

高齢人口比率の増加に伴い、この医療費は毎年増加

傾向にある。

癌、心疾患、脳血管疾患などの3大疾患による死

亡率の低減と、国家財政を圧迫する国民医療費の低

減は、国家的な重要課題であり、疾患の早期におけ

る発見と早期における治療が、現代における医学研

究の主な目的となっている。

診断機器に関して1970年代から1980年代にかけ

て、超音波装置、Ｘ線CT、デジタルアンギオグラ

フィ装置、MRIなど数々の高度医療機器が次々に開

発されてきた。しかし、その後は新たな機器の開発

が途絶え、医学診断に関する進歩が停滞する状況が

続いている。このような状況を打開する手段として、

放射光利用などの新たなモダリティへの期待が高ま

っているのが現状である。

3．研究内容について
SPring-8での医学利用研究においては、プロジェ

クト的な研究体制が取られており、「SPring-8医学

利用研究検討会（座長：阿部光幸　兵庫県立成人病

センター総長）」にて、血管造影、CT、イメージン

共用ビームライン

医学利用BL20B2の試験調整運転状況

財団法人高輝度光科学研究センター

放射光研究所　　　　　　実験部門

梅谷　啓二
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グの3年程度のプロジェクト研究が開始された。な

お、プロジェクトとは別に、平行して共同利用実験

の課題募集も行われ、こちらは他のビームラインの

課題募集と同じ趣旨となっている。

血管造影プロジェクトでは、梶谷文彦（川崎医科

大学教授）リーダーのもとに微小血管造影により、

癌、心疾患、脳血管疾患などの診断治療法の研究を

行っている。CTプロジェクトでは、板井悠二（筑

波大学臨床医学系教授）リーダーのもとにマイクロ

トモグラフィにより、ヒト摘出標本での微小病巣形

態の観察や、このために必要な3次元CT装置の開発

を行っている。イメージングプロジェクトでは、河

野通雄（兵庫県立成人病センター院長）リーダーの

もとに、屈折コントラストイメージングなどの新し

いＸ線イメージング技術の開発を行っている。

1999B期の共同利用実験で、CTにおいてはヒト

肺摘出標本を使い、各種呼吸器系疾患に特有な3次

元的な微小病巣形態の観察が行われた。また、高い

空間および濃度分解能を有し、アーチファクトがな

い高画質な3次元ＣＴ装置開発のための実験が行わ

れた。イメージングにおいては、マウス、ラット、

ウサギなどを用い、主に呼吸器系疾患を対象とした

屈折コントラストイメージングでの、診断能向上の

ための実験が行われた［1］。

4．微小血管造影の予備実験
腫瘍組織は周辺の正常組織に比べて増殖力が強

く、正常組織に比べて血液からの多くの栄養供給を

必要とする。このため腫瘍組織は自分自身への血液

供給量を増すため、周辺組織の血管を腫瘍組織まで

延ばす新たな血管系の形成を促すか、腫瘍組織回り

の既存の微小血管に作用して、その血管径を増大さ

せる。

このような血管は腫瘍血管と呼ばれ、腫瘍組織を

取り囲むように特徴的な形態を持つ［2］。微小血管

造影の目的の一つは、特異的な腫瘍血管の画像化に

より、癌を初期段階で診断することである。また、

腫瘍を移植した動物での実験で、腫瘍の増殖過程や、

治療での腫瘍の消滅過程を画像化し、癌治療に関す

る基礎研究にも使う予定である。

BL20B2での撮影実験の装置構成を図1に示す。装

置構成自体は非常に単純であるが、実験にとって重

要な項目は、高速動画像撮影のための高強度単色Ｘ

線、高解像度高速撮影装置の開発、ヒトの腫瘍を正

確に模擬できる腫瘍移植動物の利用である。

川崎医科大学放射線診断学教室の今井茂樹助教授

のグループとSPring-8の共同研究での、家兎の耳介

固定標本の撮影結果を解説する。図2は川崎医科大

学で、軟Ｘ線撮影装置により増感紙／Ｘ線フィルム

を使って撮影された耳介固定標本の全体像である。

固定標本はバリウム造影剤を耳介動脈に注入し、家

兎を安楽死させた後に切り取り、ホルマリン固定す

る方法により川崎医科大学で作製された［3］。

写真の中央部に位置するのが、腫瘍組織を取り囲

む腫瘍血管であり、周辺の正常組織に比べて血管密

度が明らかに高く、容易に腫瘍の存在を識別できる。

この画像は軟Ｘ線撮影装置で撮影されたため、通常

の医用撮影装置の画像としては解像度が高く、40～

50µmの解像度を有している。しかし、実際に臨床

で使用されている血管造影装置は、Ｘ線管の焦点サ

イズが200～300µm以上あり、空間解像度は焦点サ

イズ程度である。

従来の医用Ｘ線撮影装置ではＸ線管の焦点サイズ

が大きく、この焦点サイズが撮影装置としての空間

解像度を制限していた。光源サイズが小さく平行性

が高い放射光を用いれば、非常に高い空間解像度で

の画像撮影が可能になると予想さ

れる。また、単色Ｘ線ならば、造

影剤に対する感度が最も高いエネ

ルギーの単色Ｘ線で撮影ができ

る。放射光と高解像度Ｘ線画像検

出器を組み合わせれば、10µm程

度の血管も造影により画像化でき

るであろう。

医学利用実験施設のBL20B2の

実験ハッチ3で撮影した同じ固定

標本の画像を図3に示す。画像検

出器は、蛍光板でＸ線像を可視光図1 医学利用実験の配置
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像に変換し、これを光学レンズを介して冷却型

CCDカメラで撮影する方式の装置である。Ｘ線画

像上での画素サイズは24µmであり、空間解像度も

この程度である。単色Ｘ線のエネルギーは、バリウ

ムの吸収端直上の37.6 keVに設定し、スリットを調

整してＸ線ビーム断面を20mm角とした。図2では

描出されていない細かい腫瘍血管も画像化されてい

る。

さらに、図3の長方形点線で囲まれた部分を、Ｘ

線画像上での画素サイズが6µmで、さらに高解像度

な蛍光板・CCD検出器で撮影した画像を図4に示

す。この画像では、腫瘍組織、腫瘍血管領域、動脈

右側の正常組織などの状態が鮮明に画像化されてい

る。このような高画質の画像ならば、腫瘍の増殖過

程や、治療での腫瘍の消滅過程の時間変化を画像化

することができ、癌治療のための基礎研究に役立て

ることができる［4］。

5．今後の展開
川崎医科大学放射線診断学教室の今井茂樹助教授

のグループによる研究について解説したが、この他

にも多くのグループが医学利用研究を開始してい

る。1999B期の共同利用実験では、主にホルマリン

固定標本の撮影を中心とした予備実験を行い、高解

像度画像撮影が可能であることが明確になった。

2000A期からは、高解像度でさらに動画像撮影が可

能な撮影装置を用い［5］、小動物を使った動物実験

を中心にして、多くのグループにより医学利用研究

が進められる予定である。

参考文献

［1］N. Yagi et al. : Med. Phys. 26（1999）2190.
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［3］S. Imai et al. : Acta Radiol. 30（1989）535.

［4］K. Umetani et al. : SPIE 3977（2000）, to be

publised.

［5］J. Chikawa et al. : Appl. Phys. Lett. 13（1968）

387.
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1．概要
BL46XUは、R&D（II）ビームラインとして1996

年に建設がスタートした。その時点では光学ハッチ

のみが建設されたが、1999年になり短期的な計画マ

シンタイムでは不可能なチャレンジングな研究・開

発をおこなうためにBL46XUの実験ハッチの建設計

画がスタートした。以下にBL46XUのビームライン

の構成と実験ハッチ建設後の計画について報告す

る。

2．挿入光源について
BL46XU挿入光源は現在、SPring-8で唯一のハイ

ブリッド型アンジュレータであり、また周期長がも

っとも短い24mmである。このため1次光で24keV

までの高エネルギー光を供給することが可能となっ

ている。また、機械的には5mmまでギャップを閉

じることが可能であり、この場合、エネルギーの下

限は6keVとなる。周期長が短く、周期数も多いた

めに磁場調整が標準型アンジュレータよりも困難で

あるが、磁極の入れ替えを多数行うことにより磁場

調整を行い、ほぼ満足のいく調整結果が得られた。

ただし現在では（1999年12月）ギャップの下限が

8mmとされている。これはエネルギーでは12keV

に対応する。したがって1次光のみに限ると使用で

きるエネルギー範囲は12～25keVとなっている。

3．輸送チャンネル・ビームライン光学系
輸送チャンネルの概念図を図1に示す。現在は上

流から順に傾斜型二結晶分光器、γ-ストッパー、4

象限スリット、Ｘ線ストッパーと並んでいる。実験

ハッチ建設後は現在あるＸ線ストッパーを実験ハッ

チの最下流に移設し、下流シャッターを光学ハッチ

に導入する。

BL46XUは光学素子として傾斜型二結晶分光器を

持つ。分光結晶はSi（111）をもちいており、

SPring-8標準型二結晶分光器と同型である。分光器

の評価は今年に行う予定である。

4．実験ステーションについて
BL46XU実験ステーションの今後の計画について

述べる。実験ステーション内に導入される装置は

Huber社製8軸回折計を予定している。この回折計

の写真および軸構成概念図を図2に示す。この8軸回

折計は軸として水平面内の回転であるγ-αの2軸、

OTHER BEAMLINES

図1 ビームライン概念図

R&D（II）ビームライン（BL46XU）の現況とこれから
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ビームライン部門　　後藤　俊治、竹下　邦和

理化学研究所　Ｘ線干渉光学研究室

大竹　淑恵、石川　哲也
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垂直面内のω-2θの2軸、これに偏光解析用の結晶

を搭載するアーム上のωa-2θaの2軸、あとはχ軸と

試料回転のφ軸の計8つをもつ。

我々はこの回折計を用い偏光をキーワードとして

このビームラインを立ち上げていくつもりである。

そのためには移相子は必要不可欠であるがSPring-8

においてはすでにBL39XUにおいて移相子を用いて

多くの研究がされており、様々な成果をあげている
［1－2］。移相子は重要な光学素子である。

研究対象となる試料は磁性体を用いる。特に磁性

体の場合、制御された偏光Ｘ線を用いると詳細な情

報が得られる。今のビームラインの状況とあわせて

考えるとできる実験は非共鳴領域のエネルギーを用

いることが多くなると考えられるが、その場合の進

めていきたい実験をいくつかあげてみよう。ひとつ

は偏光解析を用いた磁気散乱である。直線偏光で磁

気散乱をいくつかの逆格子点にて行うと磁性体の軌

道角運動量・スピン角運動量という物理量を各々分

けて求めることができる。この手法を用いると、遍

歴磁性体における反強磁性-強磁性相転移などの機

構にMCD（Magnetic Circular Dichroism）やMCP

（Magnetic Compton scattering）や白色磁気回折法

などに比べてより詳細・直接的に迫ることができ

る。というのもMCDなどの方法では強磁性状態の

ものしか見えないからである。さらに試料からの散

乱X線についても偏光解析することによって新しい

情報がないかも考えていきたい。これはシグナルの

強度において非常に厳しいものになると思われる。

また磁気散乱を用いた磁性体の精密な磁気構造の決

定あるいは中性子吸収原子を含む磁性体の磁気構造

決定も考えている。

5．まとめ
実験ハッチは1999年12月に建設を始めている。

2000年1月にはハッチ完成、3月末には使用前検査を

終了し4月には実験ハッチに放射光を通す予定であ

る。BL46XUは光源がアンジュレータである回折・

散乱のビームラインの最初となる。またこのビーム

ラインの役割は冒頭にも述べたようにチャレンジン

グな研究・開発を行うことであることを踏まえて腰

を据えた研究を行っていきたい。

このビームラインの立ち上げにご尽力いただきま

したSPring-8の多くの人に感謝の意を表します。
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1．はじめに
無機材質研究所は、総合的な材料研究の一翼を担

うべく材料合成場の精密解析を行う専用ビームライ

ンをSPring-8に建設することを計画し、平成10年度

夏よりSPring-8の現地に建設事務所を設け、平成11

年度にビームラインBL15XUの建設を着工した。

ビームラインを設計するにあたり、まず広いエネ

ルギー範囲の放射光を利用できる点に留意した。そ

れは実用材料の形態が表面・界面、多層膜、バルク、

超微粒子等々と多岐にわたる現在、一口に材料解析

と言ってもその手法は多様かつ異なる手法を複合化

させる必要があると認識したためである。つまり異

なる手法は一般的に異なる波長の光を必要とするた

め、広いエネルギー領域のビームラインが必要とな

った。具体的には表面や薄膜の光電子分光や軽元素

のＸ線分光を主なターゲットとして0.5～5keVの光、

Ｘ線回折やより重い元素のＸ線分光を主なターゲッ

トとして5～60keVの光を、発生させ利用すること

を目指した。広いエネルギー範囲の光という事であ

ればベンディングマグネットの光を利用するのが便

利であるが、実用材料の研究にとって対象物質の微

細領域の解析は必須であるため、より輝度の高いア

ンジュレータ光が望ましく、ベンディング光ではな

く広いエネルギー帯域を持つアンジュレータ光を利

用する事を計画の当初から指向した。

2．ビームラインの特徴
2-1．光源

0.5～60keVもの広いエネルギー帯域を持つアンジ

ュレータ光源を、1組の磁石列で実現するのは困難

であったため、2組の磁石列を切り替えて使用する

リボルバー型のアンジュレータを使用することとし

た。0.5～5keVのエネルギー領域では、二結晶分光

器においてBragg角が大きくなり分光結晶に与える

熱負荷が深刻な問題となるためヘリカルアンジュレ

ータを採用することとした。ヘリカルアンジュレー

タは、光のエネルギーが低いほどK値が大きくなり

光軸上の熱負荷がより低減されるため、分光結晶へ

の熱負荷の観点で望ましい挿入光源である。5keV

以上の硬Ｘ線領域については、より高いエネルギー

の光を発生させる必要性から高次光を利用できる直

線偏光アンジュレータを採用することとした。直線

偏光アンジュレータは光軸上の熱負荷が大きいが、

硬Ｘ線領域であればSPring-8標準分光器で採用され

ている回転傾斜配置の二結晶分光を行うことによっ

て熱負荷の問題は克服出来ると考えた。

SPring-8では標準的なアンジュレータとして真空

封止タイプのアンジュレータが広く使用され、硬Ｘ

線領域で広いエネルギー範囲の光を発生することに

成功しており、BL15XUでも当初、真空封止タイプ

のリボルバー型アンジュレータの開発を目指した。

理化学研究所北村英男主任のグループとの共同研究

において、真空封止タイプでかつリボルバー型のア

ンジュレータの実現は可能であることはテスト機で

確認したが、現段階のテスト機ではリボルバー切り

替え後の真空度回復に時間を要するため、今回のビ

ームライン建設においては磁石列が大気中にあるア

ンジュレータを採用した。

OTHER BEAMLINES

無機材質研究所BL15XUの建設状況

無機材質研究所　専用ビームライン建設事務所

吉川　英樹、二澤　宏司、福島　整

Abstract

NIRIM has built a contract beamline BL15XU at SPring-8 for research in advanced materials. BL15XU beamline

has the revolver-type undulator combined with a planar undulator and a helical undulator and the monochromator in

which Si double crystals, YB66 double crystals, and multilayer double mirrors are installed, in order to generate wide

energy-range photons (0.5～60keV).
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本ビームラインのリボルバー型アンジュレータの

具体的仕様は、直線偏光の場合、磁極1周期の長さ

が44mmで周期数は102、ヘリカルの場合が磁極1周

期の長さが92mmで周期数は48、どちらも全長4.5m

のアンジュレータとなる。磁極が大気中にあるため

真空封止型に比べて磁極ギャップをあまり小さくで

きない事情から、当初低エネルギー領域の光を発生

しにくい問題があったが、磁極間に存在する超高真

空槽の厚さを薄くし磁極ギャップを20mmまで近づ

けることで、当初の計画通り広範囲のエネルギーの

光を出すことが可能となった。図1は直線偏光アン

ジュレータの場合と、ヘリカルアンジュレータの場

合について磁極ギャップと放射光の1次光のエネル

ギーをプロットしたものである。ヘリカルと直線偏

光の磁石列の切り替えについては、当初は蓄積リン

グがシャットダウンしている時に行うが、近い将来

には蓄積中に磁石列を切り替えることが可能なよう

にステアリングマグネットを調整する予定である。

なお図2は実際の磁石列の写真である。

フロントエンドに関しては、通常の直線偏光アン

ジュレータのビームラインとほとんど変わりない

が、直線偏光用のマスクに加えて、軸外放射が強い

ヘリカル光用のマスクをタンデムに配置したことが

他のビームラインと異なる点である。

2-2．二結晶分光器
広いエネルギー範囲の光を分光するために、二結

晶分光器において複数の分光結晶を切り替えて使用

する方式を採用した。具体的には、2keV以上の領

域をSi結晶で、1～2keVの領域をYB66 結晶で、

1keV以下をW/B4Cの多層膜で分光する。Si結晶と

しては、SPring-8標準のピンポスト冷却のSi結晶を

回転傾斜配置で使用する。ただし、2keV以上の軟

Ｘ線をSi（111）で分光できるように、以下のよう

に広角側をBragg角72゜まで設定出来るようにし

た。SPring-8標準の二結晶分光器は硬Ｘ線のみを対

象としているため第1結晶と第2結晶との間のオフセ

ットの値は30mmで設計されているが、BL15XUで

は軟Ｘ線分光時にBragg角の広角側で結晶同士の干

渉を避けるためオフセットの値を100mmとした。

SPring-8標準分光器と同じ移動機構のままオフセッ

トを大きくすると、オフセットの値に比例したサイ

ズの巨大な分光器になってしまうため、標準分光器

のような第1結晶と第2結晶が共通のターンテーブル

に乗っている方式ではなく、図3に示すように第1結

晶と第2結晶が独立したθ回転軸を持っており、θ

回転と連動して第1結晶が並進する機構を採用した。

言い換えると、カム等によるリンク機構が無く、全

ての軸の連動が計算機で制御される計算結合型の分

光器とした。Si結晶用とYB66 結晶＆多層膜用の2組

のゴニオとした。これは、YB66 結晶及び多層膜と

異なりSi結晶は回転傾斜配置を取るため、1組のゴ

ニオ上にSi結晶、YB66 結晶、多層膜の全てを共存

させる事が困難なためである。オフセットの値が

100mmと大きいため分光器のサイズを抑える必要

からBragg角の下限を5.7゜とした。したがってSi

（111）では20keV以下の光を分光し、より高いエネ

ルギーの光に対してはSi（553）を使用する。なお、

その他のビームライン

図1 リボルバー型アンジュレータの磁極ギャップと1
次光のエネルギー

図2 リボルバー型アンジュレータの磁石列の写真
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Si（111）とSi（553）の反射面の切り替えは、回転

傾斜配置での傾斜角を変える事によって行う。

YB66 結晶は放射光施設における軟Ｘ線用分光結

晶として実用化に向けて研究開発が進められてきた

が［1］、第3世代の大型放射光施設に関しては利用さ

れた例がなく、BL15XUでヘリカル光とはいえ2～

3W/mm2と言う熱負荷の比較的大きな状況下でYB66

結晶を使用するためには、冷却機構の改良が今後の

重要な研究課題となってくる。なお二結晶分光器の

上流側に輸送系用のグラファイトフィルターを用意

しており、当初は結晶に与える熱負荷をこのグラフ

ァイトフィルターで調整しながらYB66 の

使用を進める方針である。分光器（神津精

機製MKZ-4）の内部の写真を図4に示す。

この分光器の下流に更に補助的な分光器

も配置している。これは初段の分光器にお

いて多層膜ミラーでラフに分光された光を

補助の分光器で更に単色化するために設け

たものである。補助分光器内には分光結晶

としてTAPのような有機結晶を設置して

いる。補助分光器内のゴニオは、待避可能

な構造となっており、初段分光器からの光

を遮らないモードにする事も可能である。

2-3．ビームライン輸送系の構成
ビームラインの輸送系は光学ハッチと2つの実験

ハッチに分かれている。コンポーネントの並びに関

しては、図5の通りである。Ｘ線遮蔽の観点からは、

図6に示すようにハッチで覆われた硬Ｘ線仕様のビ

ームラインとなっている。ただし真空の観点からは、

0.5keV以上の光を使用するためBe窓が無い軟Ｘ線

仕様のビームラインとなっている。Be窓が無い代

わりに輸送系最上流部にイオンポンプを使った5桁

の差圧に耐える差動排気系を配置し、輸送系からフ

ロントエンドへのガスの流入を抑制している。また

OTHER BEAMLINES

図3 計算結合型二結晶分光器の概念図

図4 計算結合型二結晶分光器の内部写真

図5 BL15XU輸送系のハッチ外形およびコンポーネントの配置図

図6 BL15XUハッチ全景写真
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万が一の真空悪化トラブルに備えて、高速遮断バル

ブを輸送系最上流部に設置している。

フロントエンドが超高真空、光学ハッチとその下

流にある実験ハッチ（以下実験ハッチ1と略称）が

ベーキングを行わない高真空、最後部の実験ハッチ

（以下実験ハッチ2と略称）が超高真空となっており、

ビームライン全体を見た場合、前後が超高真空で中

央部が高真空となっている。実験ハッチ1と実験ハ

ッチ2の間の超高真空と高真空の差圧についても差

動排気系を設置することで実現している。

実験ハッチ1では、大気中および減圧下での実験

を想定している。現在のところ粉末Ｘ線回折計およ

び照射改質装置を設置している。ただしＸ線回折計

が置かれる領域については、装置を常設とせず、実

験の種類が替わる毎に異なる装置を持ち込む方針で

ある。照射改質装置は、可動式Be窓で封じきられ

たチャンバー内に不活性ガスや酸素ガスを導入した

状態で酸化物超伝導体等の薄膜に硬Ｘ線を照射して

改質を行う装置である。本ビームラインは材料解析

を基本的なコンセプトとしているが、照射改質装置

だけはＸ線による薄膜の改質や合成を指向してい

る。実験ハッチ1の最後部に水平振りのミラー槽を

設置し実験ハッチ2に集光した光を導入する。

実験ハッチ2には超高真空装置を設置する。光電

子顕微鏡及び角度分解光電子分光装置の設置が既に

予定されている。本ビームラインの角度分解光電子

分光（XPS）装置は、超高真空チャンバー内に静電

半球型エネルギー分析器を2台配置し、それぞれが

独立して試料を中心に回転する構造となっている。

2台のエネルギー分析器を同時に稼動させてコイン

シデンス分光を行う事が可能である。光電子顕微鏡

は、結像型の電子光学系を持ち、試料表面から放出

される光電子像を蛍光板及びMCP上へ結像させる

構造となっている。結像型の光電子顕微鏡ではある

が、10nmの空間分解能を目指した際にはアンジュ

レータ光と言えども光束密度が不足するため、実験

ハッチ1の最下流にあるミラーを使って試料面上に

集光する必要がある。実験ハッチ2の最後部は一般

ユーザーが超高真空装置を持ち込んで実験できるス

ペースに予定している。なお全ての装置は光軸に対

してタンデムに配置している。

3．終わりに
多様な材料研究の立場からビームラインを設計し

た為、計画当初からいささか百花繚乱な仕様のビー

ムラインとなり、各コンポーネントの具体的な仕様

がぎりぎりまで決まらないことが度々であったが、

旧SPring-8共同チームの方々の多大なご助力を頂け

た事もあり、また追いつめられるとなにがしかの智

恵が出てくるようで、何とかビームラインの建設ま

で漕ぎ着けることが出来た。ただ、ユーザーの方々

が思い描く100点満点のビームラインになるために

は、無機材質研究所のビームラインスタッフは建設

後もかなりの期間ビームラインの研究開発に汗をか

く必要がありそうである。

平成11年12月2日に蓄積電流1mAの状態で直線偏

光アンジュレータ及びヘリカルアンジュレータから

最初の放射光発生を確認した。今後の予定としては、

蓄積電流100mAでのハッチの遮蔽能に関する使用

時検査を受けるのが平成12年1月～3月となる見込み

で、平成12年度に実験装置の整備とビームラインの

調整を進める方針である。
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SPring-8内BL15XU
TEL･FAX：0791-58-0223

その他のビームライン
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去る10月14日15日の2日にわたってCASTにて開

催された第3回SPring-8シンポジウムに参加しまし

た。

勉強のつもりできた浦島太郎
私のシンクロトロン放射光実験の経験は大学院生

の時に筑波のPFで少々Ｘ線異常分散回折の実験を

やっていたことがあります。そのときは化合物半導

体GaAs/AlAsの超格子の構造解析を行ったのです

が、その後10年間ほどは化合物半導体GaAs/AlAs

の量子細線の作製・評価等のナノ構造の研究を行っ

ており、その間のシンクロトロンの実験の発展につ

いてはあまり知ることがありませんでした。この4

月に香川大学工学部に赴任して新しく研究室を立ち

上げるに当たってこれまでに得られた結晶成長を元

に何か新しいことができないかと思い、勉強するつ

もりで参加しました。

いろいろな人々に会えた
SPring-8には私の大学院研究室の先輩、後輩がお

り、また学生時代にお世話になった先生方にもお会

いすることができました。また上坪所長を始めとす

る職員の方々や姫工大の伊藤先生や京都大学の河合

先生などシンクロトロン光分野をリードする研究者

の方々とお会いしてお話を聞くことができいろいろ

学ぶことが多かったと思います。

感想を頼まれた
そうした中で編集委員をされている岡山大学の圓

山先生よりシンポジウムの参加した報告を書かない

かとのお話がありここに書くしだいです。先にも書

きましたように私自身はまだ勉強中の身でまだ正式

のユーザーではありません。ですからここに書きま

すのはポットでてきた素人が感じたことであり、こ

こにあるマチガイや誤解については私自身の不勉強

によるものです。

光源系の進捗状況
今回のシンポジウムはまだ3回目でありSPring-8

もまだ建設途中ということもあり報告・発表の内容

も将来計画の紹介、光源・ビームラインの立ち上げ

やその輝度・精度といった性能、あるいは検出器・

測定計の設置など作業の進捗状況に関する報告が多

かったようです。これはシンクロトロン光の実験と

しては当たり前なのかもしれませんが光源の設計か

ら分光器、試料のマウント、検出器のほとんど全て

が既製品ではなくオリジナルの設計による物である

ことです。今回のシンポジウムではシンクロトロン

光ならではの高輝度に起因する分光結晶の液体窒素

による冷却や位置分解能を持つＸ線検出器の開発な

ど興味深い物がありました。また同時にこれらの作

業を伴うビームラインの立ち上げに認められる期間

が6ヶ月しかないこと、またその後はマシンタイム

の優遇はなく他の利用者と同様の利用申請を行わな

くてはならないと聞き、その厳しさに驚きました。

申請の厳しそうなこと
SPring-8は共同実験施設であり実験を行うには申

請を行わなければなりません。半年毎の申請という

ことではその申請する実験内容は1回か2回の測定で

成果が期待できるかなり煮詰まったテーマにする必

要があるように思われます。こういった場合、野心

的だけど結果の予測の難しいテーマや準備や測定に

時間がかかりそうなテーマは申請しづらいように思

えました。

どのBLに持っていけばいいの？
さて申請をする際に申請書の前でハタと困るのが

いったいどのビームライン（BL）に自分の実験が

適しているのかということです。シンクロトロンに

WORKSHOP  AND  COMMITTEE  REPORT

第3回SPring-8シンポジウムに参加して（その1）

香川大学　工学部

小柴　俊
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は数十本のビームラインがありハッチの数に至って

はその数倍です。使用するエネルギー領域で大きく

分けられるのでしょうが測定対象によっては低温、

高温、磁場等の試料環境や空間分解、時間分解測定、

トポクグラフ、スペクトル測定、偏向特性、高分解

なのか高輝度なのか様々な実験があって、それぞれ

に適するBLやハッチがどれであるかを判断するの

は大変なことです。ホームページにBLの紹介があ

りますが現実には細かいところは目星のBL担当者

に聞かねばならず忙しい担当者を煩わせることにな

りかねません。実はこのシンポジウムに参加したの

も、どのBLが自分の実験のイメージに近いか知り

たかったためです。今後はエネルギー、パルス、偏

向などの光源の性質の他、空間分解、時間分解、エ

ネルギー分解といった測定様式や温度、圧力、励起

状態といった試料環境などの複数項目について各

BLやハッチの情報が必要になることでしょう。

ナノ構造屋から見て
先にも述べましたように私はこれまでナノメート

ル寸法の化合物半導体ヘテロ構造を扱ってきたので

試料に関してはそれが構造評価であれ物性評価であ

れ測定試料全体が一様とは言えない場合が多く、試

料のこの部分ではこの構造・特性がでるが他の部分

ではそうでないと言うような空間分解能を持った測

定の必要性を感じています。こうした点から

「SPring-8におけるマイクロビーム／走査型顕微鏡

と結像顕微鏡の現状」の発表と「兵庫県ビームライ

ンの現状」の微小ビームについての発表が興味深い

ものでした。また機能性材料を対象にする場合、そ

れがデバイスとして動作・機能している状態で測定

や電気や光によって励起した状態の変化など時間分

解測定の必要性は明らかで今後シンクロトロン光の

2光子吸収等の様々な実験の可能性を感じました。

シンクロトロン放射光の高い輝度は従来の光源で

は信号が弱いため困難だった空間分解、時間分解、

エネルギー分解を組み合わせた測定が可能にする事

でしょう。

ものを作るシンクロトロン？
このほかにもシンクロトロンを構造や物性の評価

手法ととしてだけではなく製造手段として使えない

でしょうか。

シンクロトロン放射光の高輝度、高平行度の光は

たとえば表面すれすれに入射する事で表面部分のみ

を励起・加熱する等、材料の特定部位を励起・加熱

するのに向いているように思えますし入射光のエネ

ルギーを選ぶことによって吸収端近傍の共鳴吸収を

利用して特定の元素を励起できるでしょう。さらに

は偏向方向についても留意すれば更に選択性はあが

ります。これは従来の化学反応を促進するのに熱を

使っていた従来の方法では作製困難だった物が作れ

る可能性が生じます。たとえば分子線エピタキシー

でInAs／GaAs化合物半導体ヘテロ構造をエピタキ

シー成長させる場合、GaAsの最適の温度は580℃前

後ですがInAsの場合、この温度ではIn原子が基板

表面から再蒸発してしまうため500℃前後に下げる

必要が生じます。このためInAsの上にGaAsを結晶

成長する場合GaAsの最適温度を採ることを難しく

し結晶の質やヘテロ界面の出来に妥協を余儀なくさ

せています。シンクロトロン光が表面のGa原子を

選択的に励起・加熱する事ができればこのようなヘ

テロ界面の構造制御に威力を発揮するのではないか

と思います。

このように従来は熱というランダムな形でエネル

ギーを供給して反応を促進していたのですが放射光

のようにエネルギーを共鳴的・選択的に供給するこ

とでこれまで熱による揺らぎによって作製困難だっ

た材料・構造の実現が期待できます。

以上、シンポジウム報告とは名ばかりの好き勝手

なことを書きましたがシンクロトロン放射光を用い

た研究の今後の発展が感じられたシンポジウムでし

た。

小柴　俊　KOSHIBA  Shun
香川大学　工学部　材料創造工学科
助教授
〒760-8526 香川県高松市幸町1-1
TEL：087-832-1342 
FAX：087-832-1695 
e-mail：koshiba@eng.kagawa-u.ac.jp

研究会等報告
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SPring-8の供用が開始されてから早くも2年が経

ちました。ビームラインの建設も順調に進み、訪れ

るたびにその景色が変わっていきます。スタッフ、

ユーザーを含めて建設あるいは立ち上げ当初から参

加されている方々から、これから利用を計画されて

いる方々までSPring-8に関与する人の数も増えてい

るでしょう。SPring-8シンポジウムも今回で3回目

となり、参加者に占めるユーザーの割合も増してい

るものと思います。シンポジウムの内容も、これま

での「施設報告」と「新設BL」中心のセッション

の他に「X線ビームを使ってみて」や「機器開発」

が加わって、ユーザーにとっても身近な企画、内容

に変わりつつあるように感じました。以下、今回の

シンポジウムをセッションごとに振り返ってみたい

と思います。

「施設報告」では、秋からのオプティクスの変更、

ビームラインの建設状況と計画、フロントエンドと

光学系の現状、の各報告がなされました。いずれも

ユーザーよりな視点からの講演がなされました。特

に、普段は縁遠いと思われがちなオプティクスの話

題もハイベータオプティクスに変更されたことによ

る光源サイズの縮小、あるいは光束の向上といった、

ビームへの影響（恩恵）が議論され、ユーザーにも

受け入れられやすかったのではと思います。

「新設BL」では、立ち上げ中もしくは共同利用

開始間もない5本のビームラインとR&Dビームライ

ンについて、概要と代表的なアクティビティが紹介

されました。粉末回折ビームラインと高エネルギー

単色偏向電磁石ビームラインは、立ち上げ実験とし

て行われた具体的な研究の一例も報告されました。

今回、新しくセッションとして加わった、「X線

ビームを使ってみて」と「機器開発」は、多くのユ

ーザーが最も期待と興味を持ったセッションではな

かったかと思われます。現時点で得られている実験

に使用可能なビーム性能と開発中の新しいX線検出

器が紹介されました。前者は、集光ミラーシステム

の性能評価、マイクロビームと顕微鏡システムの現

状、液体窒素冷却分光器、偏光スイッチの各報告で、

中でも、マイクロビーム形成では、フレネルゾーン

プレートを用いて高エネルギー（83keV）でのサブ

ミクロン集光が紹介され、今後の応用研究が期待さ

れます。また後者は、マルチエレメント・アバラン

シ ェ ・ フ ォ ト ダ イ オ ー ド 、 Micro-Strip Gas

Chamber、1次元位置有感型X線検出器が紹介され、

高時間応答性、大面積2次元画像検出、高エネルギ

ー分解能検出器の開発状況が報告されました。とこ

ろで、この3種類すべての検出器が多素子化という

点で共通していることは偶然なのでしょうか。また、

このセッションでは、ある意味で測定の入口と出口

の一例が示されたことになります。あとは、その間

に入る測定が問題になるわけですが、個人的には、

SPring-8ならではの測定手法と対象を提案し実行す

ることが私を含めユーザーの課題だと改めて実感さ

せられました。

「ポスター」セッションでは、各ビームラインの

概要とアクティビティが紹介されました。発表件数

は約50件弱で前回よりも多少減ったようですが、建

設中のビームラインでは意欲的な内容の報告がなさ

れていました。一方で、多くの実行課題を抱えるビ

ームラインでは、量的な問題から内容を限定せざる

を得なかったとの声も聞きました。また、主会場と

並行して行われたためか、発表者の方に立ち会って

頂ける時間が少なかったような気がしたのは残念で

した。

「産業界のビームライン利用」のセッションでは、

産業界専用ビームラインと兵庫県ビームラインが紹

介されました。産業界専用ビームラインは利用を開

始して間もないためか、前回同様ハードウェアの報

告が主でしたが、兵庫県ビームラインでは、屈折イ

メージングやマイクロビームを用いた研究成果が報

告されました。これまでの企業の放射光利用は、リ

ソグラフィなど紫外や軟X線の利用を除けば、電気

WORKSHOP  AND  COMMITTEE  REPORT

第3回SPring-8シンポジウムに参加して（その2）

日本電気㈱　基礎研究所
木村　英和
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（電機？電器？）メーカーなどによる分析評価が中

心でしたが、リアルタイム観察や微小領域評価など

を用いた利用が主流になるものと思われます。また、

SPring-8では蛋白構造解析やイメージングを用い

た、医学、薬品関連の企業の利用も今後ますます活

発になると想像されます。既に数多くの企業が

SPring-8を利用しています。業種も多岐にわたって

います。産業界専用ビームラインでの利用はもちろ

んですが、共用ビームラインへの課題申請も増えて

いると聞きます。産業界利用を目的とした新しいビ

ームラインも計画されているようですし、今以上に

企業がSPring-8を利用する機会が増えることは間違

いありません。それだけに、産業界がどういった目

的で、どのような方法で利用していくのか、各方面

から注目されているのではないかと思います。私も

企業に所属する一人として、SPring-8の特徴を生か

した研究を行わねばと考えます。

最後に次回のSPring-8シンポジウムへの希望を記

して報告を終わります。優れた研究がより具体的に

紹介されるようなセッションの新設とポスターセッ

ションでの各ビームライン報告の充実を願います。

同時に、講演後の質疑応答が活発に行われることを

期待します。

木村　英和　KIMURA  Hidekazu
日本電気㈱　基礎研究所
〒305-8501 茨城県つくば市御幸が丘34
TEL：0298-50-1139 FAX：0298-56-6137
e-mail：kimurah@frl.cl.nec.co.jp

研究会等報告

SPring-8シンポジウムの報告記事執筆の依頼をい

ただきましたとき、記憶もあやふやで不正確な報告

しかできないと思いました。しかし、「SPring-8利

用者懇談会には企業からの会員が少数であまり声も

聞こえないので、企業の人達の入会のきっかけにも

なるように、情報誌で発言するように」とのご指示

でしたので、民間企業に所属する一ユーザーの思っ

ていることをシンポジウムの印象や感想に交えて述

べさせていただくことにいたしました。

高輝度光科学研究センター（JASRI）とSPring-8

利用者懇談会との共同開催のシンポジウムは、過去

1年間にSPring-8で展開されてきた活動について（1）

施設の現状と今後に関する総合報告・討論、（2）重

要課題の報告・討論、（3）新設ビームラインに関す

る報告・討論、（4）既設ビームラインに関する報

告・討論、（5）各種委員会等よりの報告・討論とい

う盛り沢山な内容について2日間にわたって口頭発

表を中心に行われました。「近い将来展開される科

学的・技術的活動、およびそれに重大な影響を及ぼ

すと考えられる要素に関して、施設者・利用者の双

方に共通の理解を確立する」という主旨にそったも

ので、私のような非力なユーザーにとっては、共通

の理解確立は望むべくもありませんが、概要をつか

むために大変効率的で有益でした。ただ、ポスター

がオーラルとパラレルセッションでしかも時間が短

かったのは、やむをえないこととはいえ残念でした。

供用開始後2年のSPring-8の現状は、38本のビー

ムライン（BL）が既に稼働あるいは建設中であり、

加速器のチューニングとマシンスタディも進み、ビ

ーム性能は世界の最高水準に達しているそうです。

また、長直線部アンジュレータや長尺ビームライン

の建設も始まり、さらに、“産業技術開発BL”を含

む共用BL 3本と原研BL 1本が補正予算に要求中で、

全体計画のビームライン62本が埋め尽くされるのも

遠い将来のことではなさそうです。これでも応募課

題数の増加のスピードに追い付けずに、1999年後期

第3回SPring-8シンポジウムに参加して（その3）

住友電気工業㈱　特性評価センター

芳賀　孝吉
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（電機？電器？）メーカーなどによる分析評価が中

心でしたが、リアルタイム観察や微小領域評価など

を用いた利用が主流になるものと思われます。また、

SPring-8では蛋白構造解析やイメージングを用い

た、医学、薬品関連の企業の利用も今後ますます活

発になると想像されます。既に数多くの企業が

SPring-8を利用しています。業種も多岐にわたって

います。産業界専用ビームラインでの利用はもちろ

んですが、共用ビームラインへの課題申請も増えて

いると聞きます。産業界利用を目的とした新しいビ

ームラインも計画されているようですし、今以上に

企業がSPring-8を利用する機会が増えることは間違

いありません。それだけに、産業界がどういった目

的で、どのような方法で利用していくのか、各方面

から注目されているのではないかと思います。私も

企業に所属する一人として、SPring-8の特徴を生か

した研究を行わねばと考えます。

最後に次回のSPring-8シンポジウムへの希望を記

して報告を終わります。優れた研究がより具体的に

紹介されるようなセッションの新設とポスターセッ

ションでの各ビームライン報告の充実を願います。

同時に、講演後の質疑応答が活発に行われることを

期待します。

木村　英和　KIMURA  Hidekazu
日本電気㈱　基礎研究所
〒305-8501 茨城県つくば市御幸が丘34
TEL：0298-50-1139 FAX：0298-56-6137
e-mail：kimurah@frl.cl.nec.co.jp

研究会等報告

SPring-8シンポジウムの報告記事執筆の依頼をい

ただきましたとき、記憶もあやふやで不正確な報告

しかできないと思いました。しかし、「SPring-8利

用者懇談会には企業からの会員が少数であまり声も

聞こえないので、企業の人達の入会のきっかけにも

なるように、情報誌で発言するように」とのご指示

でしたので、民間企業に所属する一ユーザーの思っ

ていることをシンポジウムの印象や感想に交えて述

べさせていただくことにいたしました。

高輝度光科学研究センター（JASRI）とSPring-8

利用者懇談会との共同開催のシンポジウムは、過去

1年間にSPring-8で展開されてきた活動について（1）

施設の現状と今後に関する総合報告・討論、（2）重

要課題の報告・討論、（3）新設ビームラインに関す

る報告・討論、（4）既設ビームラインに関する報

告・討論、（5）各種委員会等よりの報告・討論とい

う盛り沢山な内容について2日間にわたって口頭発

表を中心に行われました。「近い将来展開される科

学的・技術的活動、およびそれに重大な影響を及ぼ

すと考えられる要素に関して、施設者・利用者の双

方に共通の理解を確立する」という主旨にそったも

ので、私のような非力なユーザーにとっては、共通

の理解確立は望むべくもありませんが、概要をつか

むために大変効率的で有益でした。ただ、ポスター

がオーラルとパラレルセッションでしかも時間が短

かったのは、やむをえないこととはいえ残念でした。

供用開始後2年のSPring-8の現状は、38本のビー

ムライン（BL）が既に稼働あるいは建設中であり、

加速器のチューニングとマシンスタディも進み、ビ

ーム性能は世界の最高水準に達しているそうです。

また、長直線部アンジュレータや長尺ビームライン

の建設も始まり、さらに、“産業技術開発BL”を含

む共用BL 3本と原研BL 1本が補正予算に要求中で、

全体計画のビームライン62本が埋め尽くされるのも

遠い将来のことではなさそうです。これでも応募課

題数の増加のスピードに追い付けずに、1999年後期

第3回SPring-8シンポジウムに参加して（その3）

住友電気工業㈱　特性評価センター

芳賀　孝吉
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の共同利用実験の課題採択率が、XAFSや散乱・回

折の分野では30～40％台にまで低下しているようで

す。これまで放射光を利用する機会の少なかった多

くの産業界ユーザーにとっては、最初から敷居が高

くなる傾向が心配ですが、一方で、上記の“産業技

術開発BL”計画や成果専有課題の募集開始など産

業界ユーザーへのご配慮も、着実に具体化されてき

ています。

シンポジウム初日の最後には、産業界のビームラ

イン利用に関するセッションが開かれ、4つの講演

がありました。「SPring-8に於ける産業利用」と題

する報告では、産業界の利用がESRFやAPS等と比

べて少ないこれまでの状況、産業振興や医学薬学利

用を柱に据え成果の出始めた兵庫県ビームラインや

13社が共同で立ち上げた産業界専用ビームラインの

現状、共用ビームラインで可能な産業利用の形態、

JASRIやSPring-8利用推進協議会の産業利用活性化

のための活動や構想などの全体像が概観されまし

た。「産業界専用BMビームライン（BL16B2）の現

状」と「産業界専用IDビームライン（BL16XU）の

現状」では、JASRIの呼びかけで13社が結成した産

業用専用ビームライン建設利用共同体が、SPring-8

施設の方々の助言を得て、計画、建設、立ち上げ調

整作業を進め、10月から各社利用を始めた産業界専

用ビームライン2本について報告されました。BM

ビームラインでは、XAFS、Ｘ線トポグラフィーを

含む精密Ｘ線光学実験および反射率測定の実験装置

の調整が進められ、材料評価に適用可能であること

が確認されました。しかし、未解決の問題も残って

いて、所期の性能を得るためには今後の改善も必要

であると報告されました。IDビームラインでは、

Ｘ線回折、蛍光Ｘ線分析、マイクロビーム形成評価

の実験装置の調整が進められ、幾つかの課題は残さ

れているものの、産業利用の実験課題をかなりの程

度実用レベルで実施できる状況が整ったと報告され

ました。「兵庫県ビームラインの現状」では、屈折

コントラストによりマウス体内の腫瘍体などのイメ

ージングが可能になったこと、平行縮小ビームを用

いたロッキングカーブ測定によりエレクトロニクス

デバイスの局所歪みの評価を試みたことなど、社会

的インパクトあるいは産業的意義を予感させる研究

成果が紹介されました。

SPring-8では、現在、世界最高性能を追求した光

源やビームライン、検出器など実験装置の開発、そ

れらを利用した基礎科学分野での研究、さらに医学

薬学や産業分野への応用研究が同時に進められると

いう恐るべき状況が静かに展開しています。民間企

業に所属するユーザーとしては、企業の材料開発の

現場と放射光利用技術開発の最前線をどのように結

びつけられるのかという問いに答を出す任務を負わ

されることになります。生産性や信頼性の向上によ

りコスト低減をはかり社会に利便性や快適性を提供

して独立採算の事業の維持（生き残り）・拡大に努

める企業活動に、SPring-8で切り開かれる科学技術

のフロンティアから何を採り入れられるのか、両者

の間のギャップを埋めるにはどうしたらよいのか、

思い悩むことになります。新材料や新産業の創造と

いった華々しい言葉も飛び交う一方で、産業界専用

BMビームラインでは、単色器の冷却水漏れなどに

悩まされ、充分なビームタイムの確保もままならな

い現実の厳しさを思い知らされたりもしています。

探検家が踏破したルートに誰でも渡れる橋を架けた

りトンネルを貫通させて、安全で安価な観光コース

や幹線道路にまで開発するといった仕事が残されて

います。もちろん、産業界専用ビームラインが早期

に利用開始できましたことは、SPring-8施設の方々

からの多大なご援助やSPring-8建設の初期から貫か

れた規格化・標準化の方針の賜物であります。しか

し、アマチュアドライバーがスポーツカーを心行く

まで走らせることのできる状況の実現に向けて、ド

ライバー自身の技術向上に加えて、ビームライン部

門をはじめとした施設の方々や先行ビームラインの

建設や高度化を推進されてきたSPring-8利用者懇談

会SGメンバーの方々に蓄積された技術、ソフトウ

エアやノウハウの移転や普及を、さらに一段と進め

ていただけましたらと存じます。大型放射光施設

SPring-8で展開される多様な活動の相互理解、産官

学の交流や効率的な分業の進展により、各分野での

生産性が向上するとともに、ニーズとシーズの相互

作用による夢のような成果が数多く得られることを

期待いたします。また、自ら何らかの寄与ができな

いものかと願っております。

芳賀　孝吉　HAGA  Koukichi
住友電気工業㈱　特性評価センター
（播磨駐在）
〒678-1205
兵庫県赤穂郡上郡町光都3丁目12-1
TEL：0791-58-0653
FAX：0791-58-0670
e-mail：khaga@sei.co.jp
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「SPring-8磁性研究ワークショップ」は第3回

SPring-8シンポジウムのサテライトワークショップ

として、前日の10月13日（水）、SPring-8の中央管

理棟1階の講堂で開催された。当日は、ユーザービ

ームタイム（第9サイクル）の最終日であるにもか

かわらず、記帳していただいた方の人数が計53名と、

予想以上の参加者数であった。講演内容は磁性に関

係する応用実験研究、実験技術さらに理論研究と充

実しているものであった。各講演について活発な議

論がなされたことはもちろんのこと、今サイクルに

得られた最新データが発表されたり、当日飛び込み

の講演申し込みがあったり、講演者の中には実験を

自動測定にして講演したりで、活気とダイナミック

さを感じたワークショップであった。

SPring-8シンポジウムでは施設及びビームライン

に関連した報告・討論が主題であるため、本ワーク

ショップはそれの内容を補完するかたちで、現在

SPring-8で展開している研究の成果や近い将来展開

される磁性関連の研究テーマに関して発表と討論を

行い、ビームライン（あるいは実験手法）の壁を越

えて研究者相互の風通しをよくすることを主旨とし

て開催された。さらに、理論と実験の両分野の連携

を促すことを考慮して、磁性に関係する理論研究に

ついての発表も行われた。

実験手法に関して、MCD、磁気ブラッグ散乱、

共鳴磁気散乱、磁気コンプトン散乱、共鳴発光分光、

光電子分光、X線吸収分光についての報告があり、

そのうち、4件はX線磁気ブラッグ散乱と磁気コン

プトン散乱、光電子分光とMCD、光吸収とMCDの

ように、異なる実験手法を組み合わせた報告であっ

た。また、理論研究としてはMCD、X線吸収・発

光分光、光電子分光、磁気コンプトンの実験結果と

比較して理論的考察を行った報告の他、金属超格子

の磁気構造、物質創製の発表があった。実験技術に

関する内容としては、ダイヤモンドを用いた移相子

の開発・応用、磁気コンプトン散乱強度の改善、高

分解能コンプトン・スペクトロメータの開発、10T

や15Tの強磁場下の磁気吸収、磁気散乱実験装置の

開発が報告された。

磁性研究が第3世代放射光の先端的特徴を活かし

た研究分野の一つであり、世界的に見て実験技術の

革新と応用研究分野の拡大が急速に進んでいる。こ

のような状況下で、SPring-8においても磁性研究に

関係するビームラインのラインナップも充実しつつ

ある。計画中、建設中のビームラインもあるが、

BL08W、BL25SU、BL39XUなどのビームラインは

「建設・立上モード」から「ユーザーモード」に移

行しつつある、あるいは移行を完了している。「ユ

ーザーモード」におけるサブグループ及び世話人の

役割が議論されているが、そのひとつの可能性とし

て、例えば「磁性」をテーマとして各サブブループ

が世話人を中心に協力し、サブグループに属さない

研究者にも声を掛けながら、各ビームライン間、実

験と理論の間、実験技術と応用研究の間、そして研

究者間の交流を意識的に進める核として機能するこ

とではないかと思う。

「SPring-8磁性研究ワークショップ」は7高輝度

光科学研究センター（JASRI）とSPring-8利用者懇

談会の共催で開かれた。具体的にはコンプトンSG

（世話人：坂井信彦氏）、磁気散乱・吸収SG（圓山

裕氏）、固体電子物性SG（菅　滋正氏）、非弾性散乱

SG（田中良和氏）、理論SG（馬越健次氏、小谷章雄

氏）の世話人の先生方と原研の水木純一郎氏と

JASRI、櫻井吉晴で、各SGから推薦していただい

た講演リストをもとにプログラムを作成した。紙面

の関係上、全ての講演に対して適切な要約を書くこ

とができないが、ワークショップの概略をつかんで

頂くためにプログラム（講演題目と講演者）を以下

に示した。

最後に、近い将来SPring-8において、物性研究の

研究会等報告

「SPring-8磁性研究ワークショップ」報告

財団法人高輝度光科学研究センター　

放射光研究所　実験部門　　櫻井　吉晴



43 SPring-8 Information／Vol.5 No.1  JANUARY  2000

WORKSHOP  AND  COMMITTEE  REPORT

目的に応じたサブグループ横断的な研究グループが

幾つも組織され、物性研究のCOE拠点の一つとし

て研究活動がますます活性化されることを期待した

い。

（追記）本ワークショップでは各講演のアブストラ

クト集を作成しましたので、各講演の内容について

詳しく知りたい方にはご要望によりアブストラクト

集をお送りいたしますので、下記までご連絡くださ

い。

7高輝度光科学研究センター

利用業務部　佐久間明美

TEL：0791-58-0970 FAX：0791-58-0975

e-mail：sakuma@spring8.or.jp

「SPring-8磁性研究ワークショップ」プログラム

「はじめに」 水木純一郎（原研）

「SmFe2 のＸ線磁気ブラッグ散乱とＸ線磁気コンプトン散乱」 宮川　勇人（東大、生研）

「Ｘ線共鳴発光分光による希土類鉄ガーネットの電子状態」 河村　直己（理研）

「Gd/Fe多層膜のＸＭＣＤによる元素別磁場ヒステリシス測定」 小泉　昭久（姫工大）

「希土類化合物のL端吸収及び発光と磁気円２色性」 福井　啓二（岡山大院）

「Spin and Orbital Magnetic Moments in Superlattices of Transition Metals」 城　　健男（広大）

「Electronic Structure and Bonding Mechanism using Full-potential Calculations」 Aniruddha Deb （JASRI）

「ホイスラー合金Co2 TiSnの光電子分光と磁気円二色性」 新井　龍志（阪大院）

「YCo5- x Bx のCo2p内殻光吸収の磁気円二色性」 新井　龍志（阪大院）

「DO3 型規則合金（Fe1- x TMx）3AlのTM L2,3 吸収端MCD」 曽田　一雄（名大）

「Pd-Fe合金の光電子分光とMCD」 室　隆桂之（JASRI）

「La2 -2xSr1+2xMn2 O7（x=0.42）の軌道配列」 小泉　昭久（姫工大）

「Materials Design and Fabrication of Ferromagnet with Transition-Meatl 

Atom doped in the Wide Band-gap Semiconductor ZnO and GaN」 佐藤　和則（阪大、産研）

「強相関絶縁系の光電子スペクトルにおけるインコヒーレント成分の支配」 富田　憲一（物構研）

「PEEMによる磁性体のミクロ領域の分光」 菅　　滋正（阪大）

「Ｘ線移相子を用いた偏光状態の制御と応用」 鈴木　基寛（JASRI）

「アンジュレータ光と移相子を用いた単色Ｘ線磁気回折法」 荒川　悦雄（東学大）

「90°コンプトン散乱法による磁気散乱強度の改善と運動量分解能」 坂井　信彦（姫工大）

「15テスラ超伝導磁石によるＸ線磁気散乱実験計画の概要」 中村　哲也（理研）

「高磁場下のXMCD」 圓山　　裕（岡山大）

「Cauchois型高分解能コンプトン・スペクトロメータ」 櫻井　吉晴（JASRI）

「反強磁性NiOの共鳴磁気散乱スペクトル」 並河　一道（東学大）

櫻井　吉晴　SAKURAI  Yoshiharu
&高輝度光科学研究センター　放射光研究所　実験部門
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-2723 FAX：0791-58-0830
e-mail：sakurai@spring8.or.jp
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高分解能コンプトン散乱研究会は、世界のCOE

としての役割を目指すSPring-8の高分解能コンプト

ン・スペクトロメータの現状、装置高度化について

報告を行い、併せてコンプトン散乱法と他手法の相

補性やトピックス的なテーマに絞った講演と討論を

行い、 SPring-8における高分解能コンプトン散乱

を中心とした物性研究の今後を展望することを目的

として、1999年9月17日、JASRI中央管理棟、講堂

で開催された。

コンプトン散乱は電子運動量密度分布を定量的に

与える唯一の実験手法であり、その高分解能実験に

おいてはフェルミ面の直接観測や電子の占有軌道状

態の決定など、独創的な応用研究が計画されている。

今までの高分解能コンプトン散乱実験では、重元素

物質を測定するには入射X線のエネルギーが低く、

上記のユニークな実験は３d遷移金属及び合金より

軽い物質に限定されてきた。高温超伝導体や巨大磁

気抵抗効果などを示す強相関電子系や4f、5fの重い

電子系など魅力的な物性を示す物質は、今まで高分

解能コンプトン散乱実験では手が出ない重元素系物

質であった。このようなおあずけ状態を打破すべく、

SPring-8、BL08Wの実験ステーションBに重元素系

物質の測定が可能なCauchois型高分解能コンプト

ン・スペクトロメータの建設が計画され、立ち上

げ・調整が1999年3月より始まり、同年7月までのビ

ームタイムで順調に第1段階のコミッショニングが

完了した。このCauchois型高分解能スペクトロメー

タはESRFやAR-NE1の使用エネルギーの約2倍の

115keVを入射X線としており、U吸収端（115keV）

直下のエネルギーのX線を利用することでU化合物

まで測定対象試料になり、実質的にはほぼ全ての物

質が測定対象になる。一方で、本スペクトロメータ

の要となる高エネルギー仕様のマイクロストリップ

Ge半導体位置検出器の開発が、「ビームライン高度

化計画」の一つとして順調に進行している。

研究会では下村（原研）のあいさつと研究会の主

旨の説明に始まり、続いて坂井（姫工大）はコンプ

トン散乱による物性研究の原理について説明後、測

定分解能の重要性を強調した。コンプトン・プロフ

ァイルに現れる微細構造を見易くするためにプロフ

ァイル微分をとることが行われる。このときの微分

のシャープさは測定分解能の2.5乗で効いてくるこ

とを解析的に示した。続いて、櫻井（JASRI）は

BL08Wに設置されたCauchois型スペクトロメータ

の仕様と性能を説明した。現状では、1次元位置検

出器の代わりに、スリット付きGe半導体検出器を

スキャンすることでプロファイルを測定している。

「ビームライン高度化計画」で開発している512素子

相当のマイクロストリップGe半導体位置検出器が

導入された場合、ほぼ全ての物質について0.1％統

計精度（コンプトン・ピークで）を得るための測定

時間は1日以内になることを示し、フェルミ面の再

構成に必要と考えられる20方位程度のコンプトン・

プロファイルが1～2週間の測定期間で得られること

を定量的に評価して示した。平岡（姫工大）は同ス

ペクトロメータの立ち上げ、性能の詳細について報

告した。9月17日時点では、0.19auの運動量分解能

を達成し、測定効率を約3倍にする目的で導入した3

連の結晶アナライザー・システムは予想通りに動作

したことを示した。（注；その後、アナライザー結

晶を薄くすることで、世界最大の入射エネルギーで

世界最高レベルの分解能、0.13auを達成した。）ま

た、世界で初めてNbの高分解能コンプトン・プロ

ファイルの測定をし、Nb固有のフェルミ面形状を

反映した微細構造と異方性を明確に示した。続いて、

鈴木（JASRI）と豊川（JASRI）は「ビームライン

高度化計画」で開発しているマイクロストリップ

Ge半導体位置検出器について講演した。鈴木

研究会等報告

「高分解能コンプトン散乱研究会」報告

財団法人高輝度光科学研究センター

放射光研究所　実験部門　　櫻井　吉晴

姫路工業大学　理 学 部　　坂井　信彦
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（JASRI）は、100keVのX線に応用した場合、検出

媒体であるGe結晶内での散乱やチャージ分割の影

響で、1ストリップからのエネルギー・スペクトル

は低エネルギー側にテールを引くことをEGSコード

によるシミュレーション結果と実験結果を比較しな

がら説明した。豊川（JASRI）は第1段階で製作し

た200µｍ、350µｍピッチの（1+1+5）素子Ge検出

器について行ったRI線源を用いた実験の他、実際

にスペクトロメータに取り付けて測定したCuのコ

ンプトン・プロファイルの結果を示した。第2段階

で製作予定の検出器は64素子相当の検出器になるた

め、データ収集系としてチップ化したシステムの採

用を検討している。

午後のセッションでは、応用研究を中心にした講

演が行われた。菅（阪大）はフェルミ面研究でコン

プトン散乱と相補的手法である角度分解光電子分光

の観点から、同手法の現状と将来展望について講演

した。特に、1keV程度の軟X線を用いることでバ

ルクの電子状態の測定が可能になることを示した。

また、マイクロビームを用いた10μｍの微小領域の

分光やスピン偏極光電子分光が21世紀のテーマであ

ると説明した。久保（日大）はバンド理論計算の観

点に立ち、今までに行われた実験と理論の比較から

フェルミ面、ウムクラップなど電子状態の特性、電

子相関の研究にコンプトン散乱は多くの成果を上げ

てきたことを示した。バンド理論計算の今後の展開

の一つはＧＷ近似により電子相関を第1原理的にい

かに取り込むかであり、そのためにはコンプトン・

プロファイルとの比較が重要になってくること話し

た。稲田（阪大）はド・ハース効果による最近注目

されているＵ化合物のフェルミ面の研究について話

をした。例えば、UPd2A13は非s波異方的超伝導と

反強磁性が共存する興味深い系であり、ド・ハース

効果の実験結果とバンド計算結果を比較することに

より、フェルミ面の形状を決定している。異方的な

超伝導ギャップが実際のフェルミ面上でどのように

開くかに大きな興味があることを話していた。松本

（総研大）はCuとCu-Pd不規則合金の測定した高分

解能コンプトン・プロファイルから3次元電子運動

量密度を再構成しフェルミ面の直接観測に成功し

た。バックグラウンドの低減と22方位という多数の

プロファイルの測定が成功のポイントで、Cuにお

いて観測されたネック構造がPdとの合金化で消滅

していることを明確に示した。河田（物構研）はコ

ンプトン散乱X線と反跳電子のコインシデンス測定

を行うことによって、3次元電子運動量密度分布を

直接測定しようとする試みの現状について説明し

た。反跳電子のエネルギーをTOFで測定すること

で高分解能測定を可能にし、現在、0.3auの分解能

を達成し、近い将来0.1auの分解能が可能になるこ

とを話した。続く、3つの講演は強相関電子系で重

要な役割を果たす軌道秩序に関するトピックスであ

る。村上（物構研）は放射光の特性を活かした共鳴

磁気散乱による電荷・スピン・軌道秩序を示すペロ

フスカイト型Mn酸化物の研究について講演した。

廣田（東北大）は共鳴磁気散乱に加え中性子散乱に

よる（LaSr）MnO3系、DyB2C2系の研究について

講演した。小泉（姫工大）はLa-Sr-Mn-O系の磁気

コンプトン散乱によりMn3dの軌道状態を決定でき

ることを示し、高分解能実験への期待を話した。

Mn酸化物やf電子化合物に見られる軌道の物理に関

するコンプトン散乱による研究は、磁気共鳴散乱、

中性子回折、非弾性散乱などによる研究と相補的に

発展していくと期待される。最後に、まとめとして、

塩谷（東水大）はKEK-PF、KEK-ARそして

SPring-8と確実にスペクトロメータは進歩している

ことを強調した。SPring-8では、従来のスペクトロ

メータでは出来なかった希土類化合物やU化合物の

測定が可能になり、フェルミ面形状が主要因の一つ

になる相転移に関して物理的理解がより深まること

への期待を述べ、それを実現するには専任の若手研

究者の確保が最重要課題であるとして締めくくっ

た。

参加登録者数は30名で、コンプトン散乱に内容が

限られた研究会にしては予想を越えた参加人数であ

った。講演内容に対するコメント・議論も活発にな

され、重元素系物質のフェルミオロジーと占有軌道

状態の決定が今後の研究課題として重要になるとい

う印象であった。

「高分解能コンプトン散乱研究会」プログラム

「はじめに」

下村　　理（原研）

「コンプトン散乱と物性」

坂井　信彦（姫工大）

「高分解能スペクトロメータの概略と高度化計画」

櫻井　吉晴（JASRI）

「高分解能スペクトロメータの立ち上げ報告」

平岡　　望（姫工大）
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研究会等報告

「マルチストリップGe半導体位置検出器（1）」

鈴木　昌世（JASRI）

「マルチストリップGe半導体位置検出器（2）」

豊川　訓秀（JASRI）

「高分解能光電子分光の観点から」

菅　滋正（阪大）

「バンド計算の観点から」

久保　康則（日大）

「ウラン化合物のフェルミ面の性質」

稲田　佳彦（阪大）

「コンプトン散乱を用いたCu-Pd合金の電子構造」

松本　　勲（総研大）

「反跳電子とコンプトン散乱光子との同時測定」

河田　　洋（物構研）

「共鳴X線散乱による軌道秩序の観測」

村上　洋一（物構研）

「軌道自由度の物理～Mn酸化物とｆ電子化合物」

廣田　和馬（東北大）

「ペロフスカイト型Mn酸化物（La-Sr-Mn-O）における

Mn3d軌道分布状態の磁気コンプトン散乱による研究」

小泉　昭久（姫工大）

「まとめ」 塩谷　亘弘（東水大）

櫻井　吉晴　SAKURAI  Yoshiharu
&高輝度光科学研究センター　放射光研究所　実験部門
〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1
TEL：0791-58-2723 FAX：0791-58-0830
e-mail：sakurai@spring8.or.jp

坂井　信彦　SAKAI  Nobuhiko
姫路工業大学　理学部
〒678-1297 兵庫県赤穂郡上郡町光都3-2-1
TEL：0791-58-0144 FAX：0791-58-0146
e-mail：n_sakai@sci.himeji-tech.ac.jp
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第2回播磨国際フォーラム

主　　催 播磨国際フォーラム組織委員会

SPring-8（財団法人高輝度光科学研究センター　日本原子力研究所、理化学研究所）

兵庫県（兵庫県、7ひょうご科学技術協会、県立姫路工業大学）

実施期間 平成11年11月3日（水）～平成11年11月6日（土）

開催場所 SPring-8講堂（播磨コンファレンス）及び県立先端科学技術支援センター

（一般講演会）

趣旨・目的　　脳や神経の細胞のみならず、地球上の生命の全ての細胞が行っている最も基本

的な細胞機能である情報伝達の機構を、分子レベルで理解することを本フォー

ラムの中心議題とする。

中でもイオンチャネルは細胞の情報伝達を直接制御している膜蛋白質であ

る。膜チャネルを中心とするこの分野における世界のトップの研究者が一同に

会して最近の研究と将来の展望について発表し討論する。さらに、国内外の若

手の研究者にもポスターなどの形で参加して世界のトップの研究者と討論する

機会を持ってもらうことで、次の世代をになう研究者の育成を行う。また、こ

の機会をとらえて、よりひろく一般の市民、大学生・高校生などを対象として、

細胞情報伝達研究分野における２人の代表的研究者に、最新かつ学問的に高い

レベルのお話をわかりやすく講演していただく。

こうした生物学の先端的な国際フォーラムを、SPring-8と兵庫県が中心とな

って開催することで、播磨科学公園都市が科学の世界的な情報発信基地になる

ことを目指す。

会議概要　　　11月3日（水）レセプション

11月4日（木）播磨コンファレンス

11月5日（金）播磨コンファレンス、SPring-8見学

11月6日（土）エクスカーション、一般講演会

一般講演会　講演1「脳の機能としくみ」 中西　重忠教授

講演2「神経情報の伝わるしくみ」 ナイジェル アンウィン博士

発表件数　　　播磨コンファレンス　　　講演　　　13件（国内4件、国外9件）

ポスター　13件（国内4件、国外9件）

参加者数　　　播磨コンファレンス　　　50名（国内32名、国外18名）

一般講演会　　　　　 149名



SPring-8 利用者情報／2000年１月　 48

1998年より始められた播磨国際フォーラムの第2

回目が1999年11月3日から6日まで、兵庫県および

JASRI（SPring-8）の支援によって開催された。第

１回目は吉森昭夫岡山理科大教授を実行委員長とし

て1998年12月に開催された。そのフォーラムは非生

物分野であったので、生物系のテーマとしては最初

の播磨国際フォーラムであった。この報告を、実行

委員会を代表して以下簡単に行う。

第2回播磨国際フォーラムは「イオンチャネルの

構造と機能」をテーマとして、招待講演者13名と関

連のポスター発表者などを中心に11月3日から6日ま

での日程で、SPring-8講堂において行われた。さら

に一般参加者向け講演会として、播磨コンファレン

ス参加者の中から、中西重忠京都大学教授とNigel

Unwin英国ケンブリッジMRC分子生物学研究所神

経生物学部門長のお二人にお願いして、「分子から

わかる細胞の対話－脳・神経のはたらき－」と題し

た講演会を、11月6日に先端科学技術支援センター

で開催した。

播磨国際フォーラムの組織委員会は熊谷信昭委員

長以下、上坪、大野、坂内、松井、白子、千川、五

百蔵の各委員8名からなり、幹事会は菊田惺志幹事

長以下、飯泉、木田、下村、椿野、寺部、中嶋、濱

本の各幹事8名から構成されている。これらの各委

員からは、米国で開催され国際的な会議としてすで

に 学 問 的 に は 高 い 評 価 を 得 て い る G o r d o n

Conferenceに並ぶレベルに、あるいは、可能なら

それを越えたいという期待が、本国際フォーラムに

寄せられていた。

それゆえ、オーガナイザーの1人として、膜蛋白

質の構造生物学のパイオニアであり、アセチルコリ

ン受容体の構造を長年研究してきているMRC分子

生物学研究所のNigel Unwin博士にお願いした。

第2回播磨コンファレンスは「イオンチャネルの

構造と機能」を中心としながら、このテーマに関係

するやや広い分野から一流の研究者を厳選して招待

した。この分野は脳・神経を分子レベルから研究し

ている生物分野の中でも最も進歩の激しい分野であ

り、広い研究分野が関連している。同じ分野の研究

者を複数招待する（そうすれば1番ではなく2番が含

まれる）のではなくその分野の第一人者だけを招待

し、少しずつ研究内容がオーバーラップするよう企

画した。幸い招待すべきと思われる研究者のほとん

どが（やむを得ない理由の2名を除いて）参加して

くれた。それゆえ、非常にレベルの高い研究内容を

聞くことが出来た。また、個々の招待講演者は他の

招待講演者の名前からこのフォーラムの学問的レベ

ルを認知してくれたようで、最新のデータを用いて

最高の講演を準備してくれていた。その必然的結果

として、参加者から、どのGordon Conferenceや神

経生物学の国際会議より良い招待講演者が集まった

と言われたし、討論も活発に行われて、Nige l

Unwin博士や中西重忠教授の評価では、この種のど

の国際会議より、新しい情報が交換された講演会と

なった。

以下、フォーラム参加者と、簡単な講演内容を紹

介する。

Wah Chiu

Baylor College of Medicine, Houston, USA

ライアノジン受容体と呼ばれるCa2＋チャネルの

低温電子顕微鏡技術を用いた構造解析と、このチャ

ネルの開閉における構造変化について、最新のコン

ピュータ技術を用いて解りやすく話した。

Senyon Choe

The Salk Institute, La Jolla, USA

電圧感受性K+チャネルのアミノ末端ドメイン

（このイオンチャネルの細胞質側にある4量体の構

造）をＸ線結晶学を用いて構造解析した結果と、そ

研究会等報告

第2回播磨国際フォーラムを終えて

フォーラムオーガナイザー

京都大学大学院　理学研究科

藤吉　好則
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れに基づいたイオンチャネルのゲーティングの機構

について詳しく話した。

Donald M. Engelman

Yale University, New Haven, USA

生体膜を貫いているヘリックス構造の特徴とそれ

らヘリックスの相互作用について、様々な手法を駆

使して詳しく解析した結果を詳細に解説した。膜貫

通ヘリックスのアミノ酸残基をいろいろ改変した結

果、ヘリックスヘリックスの相互作用においてグリ

シンの重要性を明らかにした。

Joachim Frank

Wadsworth Center, Albany, USA

結晶を作ることなく、電子顕微鏡像を用いて立体

構造を解析する単粒子解析法の開発者である。リボ

ゾームの構造を解析した最新の結果を発表し、コン

ピュータグラフィックスも用いてダイナミックな構

造変化を見事に見せた。

Yoshinori Fujiyoshi

Kyoto University, Kyoto, Japan

（京都大学大学院理学研究科）

1つの分子のチャネルで、1秒間に109 分子もの水

分子を透過しながら、いかなるイオンも透過しない

選択的水チャネルの構造解析を電子線結晶学を用い

て行い、どのような機構で、そのような選択的な水

の透過が行われるのかを解説した。

Lily Yeh Jan

University of California San Francisco, San

Francisco, USA

高等動物のK+チャネルにおけるヘリックスの配

置の仕方を巧妙な遺伝子スクリーニングの手法を用

いて解析し、下等な生物のK＋イオンチャネルで明

らかにされたヘリックスの配置とは異なることを示

した。この結果、高等動物のK+イオンチャネルの

構造研究の重要性が明確になった。

Ehud M. Landau

University of Basel, Basel, Switzerland

膜蛋白質の構造研究が困難な最も大きな理由は、

3次元結晶作製が困難なことにある。脂質分子のキ

ュービック相を用いることによって、これまで困難

であった膜蛋白質の3次元結晶が作製できることを

示した。この方法で作製したバクテリオロドプシン

（光のエネルギーを用いてプロトンを細胞の内側か

ら外へポンピングする膜蛋白質）のK中間体の構造

解析の結果を示した。

Dean R. Madden

Max-Planck-Institute for Medical Research,

Heidelberg, Germany

脳・神経で重要な働きをすることが明らかになっ

ているイオンチャネルであるグルタミン酸受容体を

昆虫細胞に発現させ、精製して、電子顕微鏡を用い

た単粒子解析を行った。分解能は25Åと低く、この

構造解析から生物学的に意味のあることは言えない

が、生物学的に重要なチャネル蛋白質の構造・機能

研究に果敢に挑んでいる様子が示された。

Katsuhiko Mikoshiba

The University of Tokyo, Tokyo, Japan

（東京大学医科学研究所）

イノシトール3リン酸受容体はイノシトール3リン

酸によって制御されるCa2＋チャネルであり、各種

細胞における情報伝達機構の重要な機能をになって

いる。組織内における構造や存在様式および機能の

幅広い研究が精力的になされており、これらのデー

タを用いた内容豊かな講演で参加者は圧倒された。

Shigetada Nakanishi

Kyoto Univeresity, Kyoto, Japan

（京都大学大学院医学研究科）

脳・神経における最も重要な（脳・神経における

情報伝達の50％以上を占める）グルタミン酸受容体

を世界に先駆けてクローニングした研究者であり、

グルタミン酸受容体を中心に脳の機能研究における

目覚ましい進歩と、その結果について明快に語られ

た。特に、小脳を中心にNMDA受容体やGABA受

容体に関連した脳機能の分子レベルでの解明の最新

のデータが示された。

Robert H. Spencer

California Institute of Technology, Pasadena,

USA

メカノセンシティブ（機械刺激感受性）チャネル

の3次元結晶作製に成功した方法の詳細と、Ｘ線結

晶構造解析で解明されたこのチャネルの構造につい

て、未発表の構造まで含めて話された。これらの結

果に基づいて、膜への機械的刺激によってどのよう

にイオンチャネルが開閉するか議論された。

Chikashi Toyoshima

The University of Tokyo, Tokyo, Japan

（東京大学分子細胞生物学研究所）

Ca2+－ATPase（Ca2+ポンプ）のＸ線結晶構造解

析にごく最近成功したので、このホットなトピック

スを話していただいた。Ｘ線結晶構造解析の結果は

ポストアルバートスキームと呼ばれるCa2+ポンプの

WORKSHOP  AND  COMMITTEE  REPORT
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ポンピングサイクルのE1状態の構造であり、電子

顕微鏡を用いて解析されたE2状態の構造と比較す

ると大きな構造変化がおきていることが解った。膜

貫通部位は10本のヘリックスからなり、4, 5, 6番目

のヘリックスからなるCa2+のチャネル部分の構造が

解明された。

Nigel Unwin

MRC Laboratory of Molecular Biology,

Cambridge, UK

ニコチン性アセチルコリン受容体のチューブ状結

晶を作製し、極低温高分解能電子顕微鏡でその像を

撮影して、立体構造を4.6Å分解能で解析した。そ

の結果、アセチルコリンの結合部分がβ-シートか

ら出来ており、アセチルコリン分解酵素の構造と極

めてよく似ていることが明らかになった。また細胞

質側にはラプシンという分子が2分子結合しており、

それと脂質膜表面の間の受容体部分には穴が開いて

いた。負の電荷を持ったアミノ酸残基がその穴の部

分に存在することが予想され、イオンの選択に寄与

しているということが議論された。

招待講演者の講演と討論以外にも、関連する分野

の若い研究者のポスター発表を行った。夕食後に、

時間制限を設けないSocial Hourと称する和室での

討論会を設けたが、ここで夜遅くまで熱心な議論や

懇親が行われた。このSocial Hourでポスター発表

者の5分間発表と討論を行ったが、一流の研究者の

前で若い研究者が話す良い経験になった。さらに、

偉い研究者だけだと少し堅い雰囲気になったであろ

う所を若々しい情熱に満ちた雰囲気となり非常に良

かった。Gordon Conferenceのようにクローズドの

会議であったが、何人かの研究者の飛び入り参加が

あって、最初から最後まで熱心に参加された方も数

人あり大変うれしかった。

11月6日には県立先端科学技術支援センター

（CAST）大ホールで一般講演会が開催された。播

磨コンファレンス参加者の中から、中西重忠教授と

Nigel Unwin博士とのお二人にお願いして、「分子

からわかる細胞の対話－脳・神経のはたらき－」と

題した講演をお聞きした。講演者は脳・神経研究の

最新の話を解りやすくして下さり、参加人数は多く

て、熱心に聞いて下さった方もあったが、高校生な

どから全く質問が無かったのは、残念であった。

しかし、この播磨コンファレンスと一般講演会は

大成功ということが出来ると思う。この会議を成功

させることが出来た一番の理由を最後に強調した

い。オーガナイザーの名前は私とUnwin博士になっ

てはいたが、真のオーガナイザーで実質的な実行委

員長の役を引き受けてくれたのは理化学研究所播磨

研究所の宮澤淳夫博士である。京大の研究室の秘書

の渡辺和香さんや大学院生などの力を引きだして、

実にうまく運営してもらった。さらに、本年度、

我々実行委員会の意図を理解し、その実現に最大限

の尽力をいただいたJASRI企画調査部の勝岡直美さ

ん、熊田　学さん、北嶋課長、そして兵庫県庁知事

公室の河部　大さん、落合課長にはいくら感謝して

も感謝し足りないほどの御尽力をいただいた。ここ

に深く感謝の意を表したい。来年度からは、非生物

系分野と生物系分野のフォーラムという形で年2回

開催される予定である。本フォーラムのますますの

発展とSPring-8のサイエンスへの貢献を期待して、

実行委員会の報告としたい。

藤吉　好則　FUJIYOSHI  Yoshinori
京都大学大学院　理学研究科
TEL：075-753-4215 FAX：075-753-4218
e-mail：yoshi@em.biophys.kyoto-u.ac.jp

研究会等報告
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この地の気候をどう形容したらいいだろう。

－瀬戸内海は雨が少なく温暖な気候です－

小学校で教わったこれだけの知識を抱えて、われ

われの多くは遠くから移って来た。

だが暮らしてみると話は大分違う。夏は、少なく

とも日中は、あの人工的な熱源が乱立する東京にも

ひけを取らないほど暑いこともある。冬はといえば、

今シーズンも12月6日に初雪が降ったほどだ。とは

言うものの、気候の厳しさのバロメータとなってい

る紅葉の鮮やかさはここにない。しけた線香花火の

ように、色がだらしなく変わり、そのまま干からび

てしまう。

そんなこの地の気候を一番特徴づけているもの、

それは虹ではないだろうか。

ここ中央管理棟から見る東の空に、虹は実によく

現れる。

－そりゃお前が仕事中に窓の外ばかり見ているか

らだろう－

確かにそのとおりだ。だが、いつも気が散って周

りをきょろきょろ見回しているこの私でさえ、他の

土地を訪ねてみて、あるいは汽車やクルマで移動し

てみて、これほどまで虹が頻繁に見られる地を知ら

ない。

夏。ここの夕立は、山の雷そのものの貫祿だ。山

が削られ建物や芝生や道路という薄っぺらいオブラ

ートで包まれてしまった千ヘクタールという広大な

この地を、何のためらいもなく一気に洗い流す。

冬。今度は雪となって、夕立はやはり訪れる。稲

妻を伴いながらこの地をたたきつける雪は、夏以上

の凶暴性を見せつける。

そして夏も冬も夕立の後、決まって現れるのが虹

だ。それまでの表情を一変させ、穏やかに輝く虹は、

われわれに対し、別の方法で自然の力を誇示する。

あの虹はどこからどこまで掛かっているだろう。

あの真下まで行けば虹はどんなに明るく輝いている

のだろう。

だが虹を追えば、追うだけ後退する。虹には大き

さも位置もない。あるのはわれわれ自身を中心とし

た仰角だけだ。中央管理棟の屋上にある双眼鏡で見

る虹は虚しい。レンズに映った像は、一面に合成着

色料を流したような安っぽい色に覆われているに過

ぎない。そうこうしているうちに、虹は輝きを増す

ことなく消えてしまう。虹には実態がない。

OPEN HOUSE･A LETTER FROM SPring-8 USERS

日本原子力研究所　関西研究所

放射光利用研究部　　青木　正
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科学と技術は全然違うところから出発したという

話がある。科学は暇を持て余していた王様がこの世

の原理を知ろうとしたもの、技術は忙しい庶民が労

働を効率化するために生まれたものというのだ。だ

が猫も杓子も科学を志し、科学もそれなりに進化し、

競争も盛んになった現在、科学は技術におんぶにだ

っこしなければ身動きとれなくなっているのが現状

である。

科学という手が掛かる子供を育てるために、技術

は主に手の延長の役割を果たしていた。つまり技術

は自分が知りたい現象をより誇張して見るための手

段だったのだ。

だが、われわれはその技術として目の延長として

使った。大げさな現象を起こさなくても、モノをよ

く見ることで、モノの本質を確かめる道を選んだ。

そのほうが誰もが喜ぶ結果が出るし、環境破壊が少

なく経済的にも安いと思ったからだ。

そのかわりわれわれは光にはうるさい。われわれ

はモノをより正確に見るために光を使うのだから、

素性の知れた光が必要だ。大きさがはっきりした光、

形がはっきりした光、どんな色がどのくらい入って

いるのかが分かる光、そして何よりも明るい光をわ

れわれは求め続けた。そんな光を作り出し、光を有

効に使うことに、みんな翻弄されている訳だ。

その最中、東の空に虹がまた現れる。

ある者はカメラを掴んで屋上に駆け上がり、ある

者は得意気に窓の外を指さし、ある者はパソコンの

ディスプレイからそっと目を離して虹を一瞥する。

われわれが最も忌み嫌うはずの光の亡霊――虹。

確かな光を追うべきわれわれが、なぜこんな光を

気にするのだろう。こんな光を愛でる野蛮な血がわ

れわれのどこに潜んでいるのだろう。

談話室・ユーザー便り
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小さいころ、学校の帰りによく道草をくって新し

いことを憶えたり、何かしら新しい発見があったも

のですが、大人になってからもそのころの悪い癖が

抜けず、相変わらずまっすぐ家へ帰ることがありま

せん。たまに早く家に帰ると、体の具合が悪いのか

と心配される始末。

そんなわけで、SPring-8からの帰り道にいつも目

にする光都プラザ前の広場。聞くところによると、

広場の名前は「芝生広場」だとか。なるほど、実に

分かりやすいそのまんまの名前。誰しも一度ぐらい

は広場や公園で遊んだことがあると思いますが、た

まにはそんな、なつかしい「芝生広場」で道草をく

ってみませんか？

・広さ　3.8ha

・長さ　508歩ぐらい（成人男性身長170cmによる

計測：10往復で約1万歩）

「遊び道具」
またまた小さいころ、道端にはえている枯草や、

ころがっている枯木を刀代わりに友達とチャンバラ

ごっこをしたものですが、ここ「芝生広場」には、

そんな遊び道具が何もありません。街の公園に行け

ば、必ずと言ってよいほど、砂場やブランコ、シー

ソーなどがあるものですが、ここにあるのは長椅子

がたくさんと、あずまやとお手洗い、それに芝生の

はえた広場だけ。

本当に何もありません。あるのは広くて何も無い

スペースだけ。

何故ここに広場ができたのか？

まちびらきイベントのあと地。光都プラザの前庭的

存在で、地区センターとしての役割と、将来に備え

た拡張スペースとして現在の姿があります。個人的

には、ずっとこのまま何も無い芝生広場であって欲

しいのですが。

「目と耳」
小学校も高学年になると、世の中の遊びも変わり、

テレビゲームがはやり始め友達が押しかけてくる

日々。田舎に住んでいたためか、受験戦争の影響は

受けなかったのですが、テレビゲームという、直接

「目」に訴えかける遊びは、あっという間に広まり

ました。そのころからか、自分で考えて遊びを作る

必要のない、受け身一方の遊びに慣れてしまいまし

た。中学生になると、数少ないラジオのチャンネル

から流れてくる音楽を楽しむようになり、「耳」で

歌を聴くことで、見知らぬ世界を想像できました。

OPEN HOUSE･A LETTER FROM SPring-8 USERS

「芝生広場」

財団法人高輝度光科学研究センター

安全管理室　　　　　　袖山　敬史
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そんな、五感の中の「目」と「耳」という受け身

の感覚器官だけで楽しめることも、「芝生広場」に

はたくさんあります。

ほぼ毎日私は「芝生広場」で遊んでいるのですが、

明るいうちにはあまり行かないため、夕方から夜に

かけてのことしか知らないのですが、夜になって一

番「目」が行く場所は、やはり「夜空」。月の夜の

明るさも良いのですが、月の出ていない夜のほうが、

オリオン座やカシオペア座など（それ以上星座を知

らない。）の星座やたくさんの星に、たまに流れ星

も見られます。

空が曇っていて本当に真っ黒な夜や、霧が出てい

て周りの建物が見えないくらい真っ白な夜もあり、

台風のやって来る前夜の、音も無く流れる雲は、ま

るで生き物のようにも見えます。

家に帰ってゆく車の数が減り、信号が赤と黄の点

滅信号になるころ、どこからともなくマフラーとタ

イヤの音を響かせながら走り屋がやって来て、爆音

だけ残して去って行きます。また違う日には、ギタ

ーやトランペットを練習している音が聞こえてきた

り、さらに静かになると、遠くで鳴く鹿の声や、電

車が線路を走る音も聞こえてきます。そんな音さえ

聞こえなくなり、辺りの音が全てなくなると、自分

の心臓の動く音や、身体の筋や肉が伸び縮みする音

が聞こえることもあります。

心が静まる月夜もなかなか心地良いのですが、出

来ればお昼の明るいときに遊びに行くのをおすすめ

します。

芝生広場にあるもの。

・お手洗い

・長椅子　24

・駐車場　北側　24 中　14

・あずまや　1（丸テーブル　1 丸椅子　12）

・池　1

・無数の芝生

・ごみを無くすために、ごみ箱はありません。

「刺激」
バイトをして自由なお金を持つようになると、今

までの遊びがもの足りず、それ以上の刺激を求める

ようになりました。酒と煙草をおぼえ、ゲームセン

ターやビリヤードに行って、その後居酒屋、カラオ

ケ、見知らぬ人の家に泊まり込み、あげくのはてに

居候。道草どころか、家にさえ帰らなくなってしま

う。そのころから身体の全ての感覚器官がさらに刺

激を求めだすのですが、いつまでたっても誰かの作

った遊び場でお金をつぎ込み、残るのはそれ以上の

刺激を求める自分だけ。

そんな遊び方や、遊ぶ場所を探していたり、時間

を持て余している方、仕事に疲れた方も、たまには

ゆっくり芝生のある広場を散歩してみるのも良いの

ではないでしょうか？

見渡す限り山だらけ。と言うか、この山の中の

「芝生広場」で遊ぶだけならお金もいらないし、老

後に備えて身体を鍛えることも出来ます。休みにな

ると渋滞覚悟で遊園地やデパートへ行くのを考える

と、たまには気分を変えて家族揃ってピクニックな

んかも良いですねえ。冷暖房不完備！何をしていよ

うが、誰からも非難されませんし、携帯電話もつな

がるのでイザという時にも安心！。

隣りの光都プラザにあるもの。

・ジュースやタバコの自動販売機

・食料品店

・レストラン

・銀行・郵便局

談話室・ユーザー便り
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・診療所

・薬局

・播磨科学公園都市　PR館（オプトピア）

ぜいたくを言わなければ、十分生活できます。

酔い覚ましにも最適！

「遊び場」
何も無い「芝生広場」ですが、ある意味刺激は十

分、スペースも十分、後は遊ぶ人の想像力と遊び方

次第でいくらでも楽しめます！この「芝生広場」で

さえ、誰かの想像が現実になって作られたわけです

し、今までの経験や体験から少しの想像で新しい遊

びを発見できるかもしれません。

私はこの「芝生広場」のあるうちに、お祭りやイ

ベントを開催して、たくさんの人が楽しむことの出

来る「遊び場」を作りたいと思っています。

最近は「振り袖バンド」の撮影をしました（私は照

明係）。まずは地道に。

・24時間、年中OPEN！

・花火、バーベキューなど「火」の使用は禁止！

・１団体で「芝生広場」を独占して使用するのは原

則として禁止。但し、フリーマーケットやイべン

トの開催については要相談。

・利益が発生することも禁止！

でも、何が一番つらいって、冬の凍えるような寒さ

もつらいのですが、ひまわりの咲く、夏のころの

「蚊」に刺されるつらさは、何とも言えないものが

あります。ああ、また夏が思いやられる。

OPEN HOUSE･A LETTER FROM SPring-8 USERS
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1年前、本誌（Vol.4 No.1）で図書室利用案内をさ

せて頂きましたが、平成11年2月に実施された

SPring-8利用者アンケート調査結果（本誌Vol.4

No.4）の反映をも含め、種々の図書室サービスを拡

充しましたので紹介します。

1．利用案内
場　　　　　所　蓄積リング棟D2

開　室　時　間　24時間

事務取扱い時間　9：00～12：00、13：00～17：30 

蔵　　　　　書　図書：約1000冊

報告書・年報類：約1200冊

雑誌：外国学術雑誌を中心に

約110タイトル

オンラインジャーナル：一部

実施

オンライン検索（外部データベース）

・JOIS

・STN International

・Knowledge Worker（洋書・

和書・外国雑誌コンテンツ

検索）

オンライン検索（内部データベース）

・JCPDSカード検索

・OPAC 95（図書室蔵書検索）

図書室利用対象者を、ユーザーを含むSPring-8関

係者とし、また外部の方も財団職員の紹介があれば

利用して頂いております。

①利用対象者は図書室において自由に図書資料を閲

覧できます。

②図書資料の貸出を受ける際は、貸出コーナーに設

置のパソコンでIDカードの読込、図書資料張付

のバーコード読みとり操作をして貸出手続きを

して頂きます。

③図書資料の貸出期間は原則一ヶ月、一人10冊まで

とします。但し、製本雑誌（未製本雑誌は貸出

禁）は一週間以内とします。

④図書資料の返却は、バーコード読みとり操作後、

返却コーナーに返却して下さい。

2．雑誌・図書の購入
学術雑誌購入タイトル決定に際してSPring-8利用

者アンケート調査で購入希望のあった14タイトルを

含む約120タイトルについて、購入要否調査を行い

（部門長・グループリーダーを対象）、購入タイトル

（92）を決定しております。購入出来なかった雑誌

については、目次情報を図書室ホームページに掲載

しています。

また、図書については、随時購入希望を受け、四

半期毎に集計し、順次拡充しております。

これら新着雑誌・図書案内は図書室ホームページ

に掲載しています。

3．オンライン検索
JOIS、STN International、Knowledge Worker、

JCPDSカード検索等について、各自のパソコンか

ら利用することが出来ます。何れも図書室ホームペ

ージのメニューから接続しますので、SPring-8サイ

ト外からの利用は出来ません。

4．研究成果資料の発行
図書室では、SPring-8 Report（外部発表が目的）

及びSPring-8 Internal Report（内部利用が目的）

の二種類の研究成果資料を発行し、SPring-8 Report

については所定の研究機関等へ送付することとして

おります。

5．SPring-8研究成果論文登録のお願い
SPring-8において得られた研究成果を学術雑誌等

に発表されたときには、「論文発表等連絡票（ユー

ザー）」又は「外部発表論文等登録依頼（財団職員）」

に別刷りを添付して提出して頂くようお願いしてい

ます。登録していただいた論文は、昨年6月から

「SPring-8論文登録一覧」としてWebに掲載してお

ります。今後は、検索機能を付加し、より見やすい

表示とする予定です。

談話室・ユーザー便り

図書室便り
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問い合わせ先　library@spring8.or.jp

7高輝度光科学研究センター

利用業務部　図書情報課　　沢田　稔

TEL：0791-58-0961（内線：2218）

FAX：0791-58-0965

図　書　室　　坂上三奈、塚本知美

TEL：0791-58-2797（内線：4785、4777）

FAX：0791-58-2798（内線：4784）

三町広場と図書室遠景

ここに三日月町、新宮町、上郡町の三町境界が集まっています。

OPEN HOUSE･A LETTER FROM SPring-8 USERS
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－ 佐久間　明美 －

SPring-8利用者懇談会事務局および利用業務部受

付を担当しております。

受付と言えばやはり一人くらいは口うるさいおば

さんがいてもいいんじゃないかと日々努力しており

ます。

SPring-8におけるルールを守って安全な実験を行

ってください。

受付におけるご意見をぜひ「目安箱」にお願いし

ます。

－ 武内　佳子 －

利用業務部で受付を担当しております。

いつもお世話になり、ありがとうございます。

ちまたでは、窓口での説明が「おそい」と言われて

いるようですが、よく言えば「丁寧？」ということ

で、ご協力いただいているようです。

これからもユーザーの方にとってよりよい窓口と

なっていけるよう、努力していきますので、どうぞ

よろしくお願い申し上げます。

また、SPring-8を利用される方々より、多くの成

果が出ることを楽しみにしております。

－ 木下　千種 －

ユーザー対応を業務とし、主に受付を担当してお

ります。

来所から退所に至るまで、ユーザーの方々が気持

ちよく実験していただけるよう努めていきたいと思

っております。

改善して欲しい点、お気づきな点、不行き届きな

点等ございましたら遠慮なくお申し出下さい。

“迅速かつ丁寧をモットー”に対応させていただ

くよう頑張ってまいりますので、ご指導の程よろし

くお願い致します。

余談ではありますが、実は犬好きでも

有名で?!何を隠そう、現在シェットラン

ドシープドッグを飼っております。休日

には散歩に出かけ、運動不足解消の手助

けをしてくれます。

犬好きな方、またお声をかけて下さい。

－ 船曳　篤子 －

受け付け業務を担当しています。実はこの業務に

ついてまだ3ヶ月で、おろおろしたりすることもあ

りますが、たくさんの方と出会えるこの仕事をとて

も楽しんでいます。まだまだ至らない点が多々ある

かと思いますが、笑顔と度胸をモットーにがんばり

ますので、よろしくご指導お願いいたします。

それから、私の趣味は旅行で、全国各地の耳寄り

な情報をお待ちしています。

おすすめの場所とか穴場とかあれば、ぜひ教えて

ください。

－ 平野　有紀 －

表の受付カウンターにはほとんど顔を出しません

が、実は裏のカウンターの側に控えています。

主なユーザー対応の仕事は、共用ビームライン利用

研究課題申請書受付、ユーザーからの各種お問い合

わせ（新規ユーザー登録や変更・実行者登録の方法

や、各種書類の書き方などから、「そちらは雪積も

ってませんか？ チェーンはいりますか??」といっ

た問い合わせまで）、Webから申し込まれた

Experiment Report, Beamline Handbookの送付、

ユーザーの方々が来所される際の必要書類の送付、

などなど。

何か分からないことや困ったこと、改善してほし

い点、苦情などありましたら、ためらわずになんで

もお問い合わせ下さい。懇切丁寧に（?）対応いた

します。

最後に、実験終了後60日以内に提出していただく

報告書の取り立てをしているのも実は私です。今後

とも期日内に提出していただきますようよろしくお

願いします。

告 知 板

利用業務部、窓口紹介

利用業務部受付にて
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「放射光を利用した表面･界面に関するワークショップ」のご案内

主　　　催：日本原子力研究所

後　　　援：7高輝度光科学研究センター

開 催 日 時：2000年3月16日（木）～ 17日（金）

開 催 場 所：7高輝度光科学研究センター（SPring-8）中央管理棟１階講堂

（〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1 TEL：0791-58-2701）

内　　　容：第三世代の放射光源の出現によって時間発展に伴う現象の理解や光励起を利用した物

質表面改質、新物質創製が現実のものとなってきた。そこで、放射光をプローブとし

て利用する表面からの結晶成長のその場観察と放射光を励起光として利用する表面光

化学反応をテーマとして、海外から7名、国内から18名を講師として招待した講演会

を開催し、今後の進むべき方向についても討論する。

定　　　員：60名

参　加　費：無料

申込締切日：3月6日（月）

申込連絡先：〒679-5198 兵庫県佐用郡三日月町光都1-1-1 ワークショップ事務局　島村明子　

TEL：0791-58-2701  FAX：0791-58-2740  e-mail: akiko@spring8.or.jp 

（詳細は、http://jaeri01.spring8.or.jp/www/index.html）

ワークショップに関する問い合わせは、電話（0791-58-2713）にて水木純一郎まで。

ANNOUNCEMENT
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告 知 板

・新年ご挨拶　－SPring-8の本格利用にあたり－ JASRI理事長 伊原　義徳 １月号
・SPring-8の発展をめざして JASRI 菊田　惺志 ３月号
・蓄積リングの運転の現状とビーム診断用ビームラインの計画 JASRI 高雄　勝／高野　史郎／大熊　春夫　 ３月号
・パプアニューギニア沖地震の微少変動をSPring-8の電子ビームで観測 JASRI 熊谷　教孝 ５月号
・兵庫県ビームラインの利用状況 7ひょうご科学技術協会 岩崎　英雄 ７月号
・原研Ｘ線ビームライン（BL14B1、BL11XU）の現状 原研 小西　啓之／塩飽　秀啓 ９月号
・理研ビームラインの現状 理研 石川　哲也 11月号
・所長室から JASRI 上坪　宏道　 ９、11月号

ハイライト

・結晶構造解析BL02B1実験ステーションの現状 JASRI 池田　直／東北大学 野田　幸男 １月号
・高エネルギー非弾性散乱BL08W実験ステーションについて JASRI 水牧仁一朗 １月号
・生体高分子結晶構造解析BL41XU実験ステーションについて JASRI 河本　正秀 １月号
・XAFS BL01B1実験ステーションの現状 JASRI 宇留賀朋哉／谷田　　肇 ３月号
・高温構造物性BL04B1実験ステーションの現状 JASRI 舟越　賢一／内海　　渉 ３月号
・生体分析BL39XUビームラインの現状 JASRI 鈴木　基寛 ３月号
・BL10XU実験ステーションの現状 JASRI 石井　真史／谷田　肇／原研 片山　芳則 ５月号
・BL25SU実験ステーションの現状 原研 斎藤　祐児 ５月号
・医学利用偏向電磁石中尺BL20B2の建設について JASRI 梅谷　啓二／鈴木　芳生／八木　直人 ５月号
・平成10年度整備偏向電磁石ビームライン JASRI 後藤　俊治 ５月号
・赤外ビームライン（BL43IR）の紹介 神戸大学 難波　孝夫／JASRI 木村　洋昭 ５月号
・ビームライン実験ステーション高度化／整備計画提案のお願い JASRI 植木　龍夫 ５月号
・平成10、11年度整備アンジュレータビームライン JASRI 後藤　俊治 ７月号
・BL09XU実験ステーションの現状 JASRI 依田　芳卓 ９月号
・赤外ビームライン（BL43IR）の建設 JASRI 木村　洋昭 11月号
・チューナブルＸ線アンジュレータによる高輝度XAFS  電子技術総合研究所 大柳　宏之 11月号
・SPring-8ビームライン実験ステーション高度化・整備　－報告と公募－ JASRI 植木　龍夫 11月号

共用ビームライン

SPring-8の現状

「 利用者情報Vol.4（’99年発行）」バックナンバーの紹介

・SPring-8サイトの建屋の整備について 原研 青木　　正 １月号
・線型加速器の改造について JASRI 鈴木　伸介 １月号
・ＢＬ・フロントエンド専用冷却水循環装置について JASRI 望月　哲朗／理研 北村　英男 １月号
・課題審査を終えて ３月号

－生命科学分科会－ 北海道大学 田中　　勲　　　
－散乱・回折分科会－ 名古屋大学 坂田　　誠　　　
－XAFS分科会－ 東北大学 宇田川康夫
－分光分科会－ 東京大学 藤森　　淳
－実験技術、方法等分科会－ 東京都立大学 宮原　恒日

立

・SPring-8の電子ビーム制御について
・ニュースバルの運転開始 姫路工業大学 庄司　善彦 ５月号
・成果専有利用について JASRI 利用業務部 ５月号
・緊急課題、ボ－ナスシフト課題等への対応状況 JASRI 利用業務部 ５月号
・「SPring-8リサーチ・フロンティア」（英文）の発刊について JASRI 菊田　惺志 ９月号
・第4回利用研究課題の審査結果について JASRI 利用業務部 ９月号
・第4回の課題選定を終えて 京都教育大学 村田　隆紀 ９月号
・SPring-8共用ビームライン利用研究課題の募集について JASRI ５、９月号
・BL・フロントエンド専用冷却水循環装置の工事概況 JASRI 鈴木　威男／大谷　　弘 11月号
・SPring-8の高フラックスビームライン（BL40XU）および赤外物性

ビームライン（BL43IR）の利用研究課題の募集開始について JASRI 11月号
・共用ビームライン整備に関するビームライン検討委員会の答申の概要（21本目以降） JASRI 企画調査部 11月号
・SPring-8運転・利用状況 JASRI 計画管理グループ 毎　号

孝　 ５月号JASRI 川島
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ANNOUNCEMENT

・原研軟Ｘ線BL23SUの現状 原研 横谷　明徳／寺岡　有殿／斎藤　祐児／中谷　健／ 岡根　哲夫
JASRI 島田　太平／平松　洋一／宮原　義一 １月号

・台湾ビームライン設置計画の概要 １月号
・兵庫県ビームライン（BL24XU）の現状 姫路工業大学 松井　純爾／兵庫県立工業技術センター 勝矢　良雄　

日本電信電話㈱ 渡辺　義夫／㈱ひょうご科学技術協会 岩崎　英雄 ３月号
・産業界専用IDビームライン（BL16XU）の現状 ㈱日立製作所 平井　康晴 ７月号
・産業界専用BMビームライン（BL16B2）の現状 日本電気㈱ 泉　　弘一 ７月号
・BL29XUの試運転状況 理研 玉作　賢治 ７月号
・生体超分子複合体構造解析ビームライン（BL44XU）の建設状況 大阪大学 山下　栄樹／月原　冨武 ７月号
・レーザー電子光ビームラインBL33LEPの試運転状況 大阪大学 中野　貴志／JASRI 大橋　裕二 ９月号
・理研ビームラインⅢ（BL29XU）の1km化 理研 石川　哲也 ９月号

その他のビームライン

・Capacitance-XAFS 不均一系のXAFSへの新しいアプローチ JASRI 石井　真史 ７月号
・水素酸化還元酵素のＸ線構造化学 京都大学 樋口　芳樹 ７月号
・超臨界金属流体の構造研究　－膨張する水銀－ 広島大学 田村剛三郎／乾　　雅祝 ９月号
・高エネルギーXAFSによる硬質磁性材料Sm2Fe17Nxの研究 静岡理工科大学 笠谷　祐史 11月号

最近の研究から

・SPring-8シンポジウム開催にあたって JASRI 上坪　宏道 １月号
・第2回SPring-8シンポジウムについて 大阪大学 渡辺　　巌 １月号
・SPring-8利用者懇談会より 姫路工業大学 松井　純爾 １月号
・第2回放射光利用による材料科学国際会議（SRMS-2）報告 原研 水木純一郎 １月号
・第2回SPring-8シンポジウムに参加して 筑波大学 青木　貞雄 ３月号
・SPring-8シンポジウムに参加して 名古屋大学 曽田　一雄 ３月号
・第1回播磨国際フォーラムの開催に参画して 岡山理科大学 吉森　昭夫 ３月号
・日本放射光学会年会報告 原研 西畑　保雄 ３月号
・SPring-8第3回マシンスタディ報告会 JASRI 大島　隆／大熊　春夫 ３月号
・平成10年度の諮問委員会等の活動状況 JASRI 企画調査部 ５月号
・平成10年度のビームライン検討委員会の検討状況 JASRI 企画調査部 ５月号
・海外施設調査団参加報告 スプリングエイトサービス㈱ 神保　健作 ５月号
・第2回SPring-8利用技術に関するワークショップ報告 姫路工業大学 伊藤　正久 ５月号
・第2回SPring-8利用技術に関するワークショップに参加して 杉山　宗弘 ５月号
・理論サブグループワークショップ報告 姫路工業大学 馬越　健次 ５月号
・XMCDワークショップ（XMCD’99）報告 理研 中村　哲也 ５月号
・Particle Accelerator Conference（PAC）’99に参加して JASRI 早乙女光一／安積　隆夫

谷内　努／田中　均／大熊　春夫 ７月号
・第17回ICFA Beam Dynamics Workshop on Future Light Sources（WFLS）に参加して（その1）

JASRI 田中　　均 ７月号
・第17回ICFA Beam Dynamics Workshop on Future Light Sources（WFLS）に参加して（その2）

JASRI・理研 北村　英男 ７月号
・SPring-8の利用者へのアンケート調査結果について　－供用開始1年－ 姫路工業大学 川村　春樹 ７月号
・第24回リニアック技術研究会に参加して JASRI 水野　明彦 ９月号
・SPring-8第4回マシンスタディ報告会 JASRI 深見　健司／大熊　春夫 ９月号
・XRM99に出席して JASRI 淡路　晃弘 11月号

研究会等報告
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告 知 板

・DESYより JASRI 西野　吉則 １月号
・放射光と生物学の出会い　－ヨーロッパ分子生物学研究所（EMBL）設立の決定打となった放射光－ 原研 有本　建男 １月号
・トライやる・ウィーク奮闘記

（中学生が地域に学ぶ体験活動週間「トライやる・ウィーク」について） 原研 鈴木　國弘 １月号
・図書室便り １月号
・SPring-8ホームページ便り JASRI 尾崎　隆吉 １月号
・「表面電子物性サブグループ」への参加の呼びかけ　－SPring-8利用者懇談会からのお知らせ－ １月号
・SPring-8利用者懇談会のお知らせ ３月号

新サブグループ「精密構造物性」の紹介 名古屋大学 坂田　　誠
新サブグループ「X線非線型光学」の紹介　 東京学芸大学 並河　一道
新サブグループ「ランダム系物質高エネルギー散乱」の紹介 大阪工業技術研究所 梅咲　則正　　　　　

・BL25SU立ち上げ記「こんなこともありました」 大阪大学 関山　　明 ３月号
・BL41XU立ち上げ記 理研 河野　能顕 ３月号
・第2回XAFS討論会開催のお知らせ ５月号
・第1回（1999年度）サー・マーティン・ウッド賞　受賞候補者推薦要項 ５月号
・SPring-8利用者懇談会　サブグループ（SG）拡大世話人会報告 姫路工業大学 森本　幸生 ７月号
・Beamtime in Japan Wolfgang Kuch ７月号
・「SPring-8一般公開」を実施 JASRI 中井　雄章 ７月号
・「トライやる・ウィーク」が終わって思うこと JASRI 古川　　聖 ７月号
・恒例・「相生ペーロン祭」 JASRI 三好　　忍 ７月号
・拡大世話人会報告 姫路工業大学 松井　純爾 ９月号
・拡大世話人会に出席して 東京大学 高橋　敏男 ９月号
・サブグループの労と果実　－研究の停滞を打破するために－ 大阪大学 今田　　真 ９月号
・ユーザーの声に応えて JASRI 利用業務部 ９月号
・「みちしるべ：狸塚」縁起物語 姫路工業大学 坂井　信彦 11月号

連載　ぶらり散歩道
・さんぽ　やぶにらみ JASRI 島田　太平 １月号
・ポタリングのすすめ JASRI 柳田　謙一 ３月号
・三原栗山 JASRI 大島　　隆 ５月号
・つれづれなるままに JASRI 鈴木　伸介 ７月号
・「赤穂の釣り」 姫路工業大学 馬越　健次 ９月号
・播磨のお花畑 JASRI 尾崎　隆吉 11月号

談話室・ユーザー便り

・「SPring-8利用者情報Vol.3（’98年発行）」バックナンバーの紹介 １月号
・山野　大氏のご逝去を悼む ３月号
・SPring-8の医学利用実験に関わる装置開発への参加募集について ３月号
・7高輝度光科学研究センター　放射光研究所の職員の公募 ５月号
・平成12年度事務局職員募集要項 ５月号
・住所表示変更のお知らせ ７月号
・広報用VTR「見えなかった世界が見える－大型放射光施設SPring-8－」日本産業映画・ビデオ奨励賞を受賞 ７月号
・理化学研究所・播磨研究所　職員の公募 ７月号
・兵庫県立姫路工業大学　高度産業科学技術研究所　教員公募要領 ７月号
・第3回SPring-8シンポジウム開催のご案内 ９月号
・第3回SPring-8シンポジウム、サテライトワークショップ「SPring-8磁性研究ワークショップ」開催のご案内 ９月号
・理化学研究所・播磨研究所　職員の公募 ９月号
・7高輝度光科学研究センター　放射光研究所職員の公募 11月号
・第13回日本放射光学会年会・放射光科学合同シンポジウム開催要項 11月号
・第4回SR産業利用関連技術国際会議参加のご案内 11月号
・「SPring-8利用者情報」送付先住所登録票 １、５、７、９月号

告　知　板
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Tennis Court

Gymnasium

Water Supply
 System Building

Structural Biology
Facility (RIKEN)

 East Gate

N

100 0 100 200 300 m

Guest House

Utility Management
Building

Cafeteria

Machine 
 Laboratory

研究交流施設 

ユーティリティ管理棟 
食堂 

正門 

構造生物学 
研究棟 

テニスコート 

東門  

組立調整 
実験棟 

ニュースバル 
実験研究棟 

マシン実験棟 

医学利用実験施設 

←三日月
中国道/佐用ICへ20分

テ
ク
ノ
中
央
→

給水施設棟 

排水処理施設 

蓄積リング棟 

A

B

C

D三原栗山 

ＲＩ実験棟 

Biomedical
Imaging Center

Storage Ring

1.5GeV Synchrotron Radiation
 Facility ("New SUBARU")

RI Laboratory

Mt.Miharakuriyama

 A3扉 
  A2扉 

A1扉 

D1扉 

C2扉 C1扉 

B4扉 

B3扉 

B2扉 

B1扉 

D2扉 

D3扉 

  A中央扉 

施設管理部門 

Accelerator and Beamline
R&D FacilityLinac

線型加速器棟 

Synchrotron
シンクロトロン棟 

＜SPring-8 各部門の配置と連絡先＞ 

研究交流施設管理棟 
Guest House Reception

　神姫バス バス停  
     Bus Stop for Shinki-bus
（SPring-8←→相生、姫路） 

正門前正門前 正門前 

SPring-8SPring-8前 SPring-8前 

Seimon-maeSeimon-mae

Main Gate

for Mikazuki

20 min. to Sayo Interchange

in Chugoku Highway

SPring-8-maeSPring-8-mae

for T
ekuno-chuo

SPring-8 Campus Guide

Aioi, Himeji

利用業務部 
Users Office

図書室 
Library

保 健 室 
Health Care Center

安全管理室 
Safety Office

中央管理棟 
Main Building

原 研 建 設 
JAERI Construction Group

Lounge

Lounge

Lounge

Lounge

Lounge

Lounge

〒郵便ポスト 

生物系 
特殊実験施設 

危険物貯蔵庫 

体育館 

Structural Biology
Experimental Facility (RIKEN)

Experimental Drainage
 Treatment

Hazardous Materials Storage

大食堂   Main Cafeteria 
　朝食　　  8:00～ 9:30 
　Breakfast 
　昼食　　11:30～13:30 
　Lunch 
　夕食　　17:30～19:30 
　Dinner 

喫茶室　　  9:00～14:00 
Tea Room　 15:00～21:30

<食堂営業時間  Cafeteria Hours> 
（毎日営業  Open on Everyday） 

・

・

・中央管理棟前中央管理棟前 中央管理棟前 
Chuo-kanrito-maeChuo-kanrito-mae

A
B

C

D

HANDY TIPS AROUND HARIMA SCIENCE GARDEN CITY
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正門前 

SPring-8前 

Seimon-mae

SPring-8-mae

加速器部門
Accelerator Div.

ビームライン部門
Beamline Div.

利用業務部
Users Office

利用促進部門
Experimental Facilities Promotion Div.
安全管理室（受付） 
Safety Office (Reception)
 

総務部
General Affairs Div.
役員室
Executive Office

加速器部門
Accelerator Div.
実験部門
Experimental Div.

原研関西研
JAERI Kansai Research Establishment

原研事務管理部門
JAERI Administration Office
理研事務管理部門
RIKEN Administration Office
 

経理部、広報部
Finance Div.  Public Relations Div.
企画調査部
Planning Div.

<西  West Side> <東  East Side>

＜中央管理棟＞ 

<外部からのビームラインへの連絡>

［方法２］① 0791-58-0802 にダイアルする。　Dial the number 0791-58-0802
　　　　　② 英語と日本語での説明後、ピーと鳴ったら、0をダイアルする。 
　　　　　     After some English and Japanese statements, you hear the sound “Pii”, then dial “0”.
　　　　　③ 次の説明後、内線番号又は、PHS番号をダイアルする。 
　　　　　     After some statements, dial the Ext. Phone No. or the PHS No.

［方法１］① 0791-58-0803 にダイアルする。　Dial the number 0791-58-0803
　　　　　② ツーツーツーツと聞こえたら、内線番号又はPHS番号をダイヤルする。 
　　　　　     If you hear rapid tones “two two two two”, dial the Ext. Phone No. or PHS No.

BL01B1
BL02B1
BL02B2
BL04B1
BL04B2
BL08W
BL09XU
BL10XU
BL14B1
BL20B2
BL16XU(産業界)
BL16B2(産業界)
BL23SU
BL24XU(兵庫)
BL25SU
BL28B2
BL27SU
BL39XU
BL40B2
BL41XU
BL44B2
BL45XU
BL46XU
BL47XU

4047
4057
4067
4087
4097
4127
4147
4217
4267
4814(医)
4291
4301
4407
4411
4427
4477
4457
4677
4697
4707
4727
4017
4017
4027

3160　3161
3162　3163
3742　3743
3164　3165
3744　3745
3166　3167
3168　3169
3170　3171
3183
3740　3741
3631　3632
3633　3634
3185
3186　3187　3188
3172　3173
3746　3747
3174　3175
3176　3177
3750　3751
3178　3179
3182
3180    3181
3752
3184

58-1804　　 58-1802

58-1808　　 58-1807

ビームライン　　　  内線TEL番号　　　　PHS番号　　　　　　外線TEL番号　外線FAX番号 

<各部門の連絡先>

 
JASRI
放射光研究所
Research Sector

JASRI
事務局
Administration Sector

JASRI安全管理室　Safety Management Office
保健室   Health Care Center

正門  Main Gate
東門  East Gate
研究交流施設管理棟受付  Guest House Reception

原研事務管理部門  JAERI Administration Office
原研関西研  JAERI Kansai Research Establishment
理研事務管理部門  RIKEN Administration Office
理研播磨研（構造生物学研究棟）RIKEN Harima Institute
ニュースバル  New SUBARU

 
加速器部門 
Accelerator Div.
ビームライン部門 
Beamline Div. 
実験部門 
Experimental Research Div.
利用促進部門 
Experimental Facilities Div. 
施設管理部門 
Facility & Utilities Div. 
総務部 
General Affairs Div. 
経理部 
Finance Div. 
企画調査部 
Planning Div. 
利用業務部 
Users Office
広報部 
Public Relations Div.

   TEL

58-0851

58-0831

58-0831

58-2750

58-0896

58-0950

58-0953

58-0960

58-0961

58-2785

58-0874
58-0898

58-0828
58-0829
58-0933
58-0822
58-2701
58-0808
58-2809
58-2503

   FAX

58-0850

58-0830

58-0830

58-2752

58-0876

58-0955

58-0819

58-0952

58-0965

58-2786

58-0932

58-0938
58-0311
58-2740
58-0800
58-2810
58-2504

市外局番はすべて 0791

連絡先代表番号 

 

 

 ※ユーザーグループに貸出しのPHS 
    PHS Numbers which are lending service from Users Office

※ 

※ 

Main Building

4F

3F

2F

1F

Contact Numbers (Phone and Fax) Area Code Number : 0791

Key Numbers

Contact for SPring-8 Beamlines from Outside the Campus in Japan

 Beamline Ext. Phone No. PHS No. Phone No. FAX No.

 場 所　 室 名    
  Door       Room No. 

 A3扉　　a共7 

 B2扉　　b共4 

 B4扉　　b共9 

 C1扉　　c共3 

 D1扉　　d共3 

 D3扉　　d共9

<ユーザー用談話室> 
 Lounge for Users

<公衆電話の設置場所> 
 Public Telephone Corner

・蓄積リング棟 
　A中央扉 
　 A-center Door in 
　Storage Ring
    (KDD Phone) 

・研究交流施設 
　 Guest House 
　Reception
 (NTT Phones and 
         KDD Phones)

・中央管理棟 
　 Main Building
    (NTT Phone)

BL01B1（XAFS）  宇留賀 urugat@spring8.or.jp
BL02B1（結晶構造解析） 池田 hikeda@spring8.or.jp
BL02B2（粉末回折） 山片 yamakata@spring8.or.jp
BL04B1（高温構造物性） 舟越 funakosi@spring8.or.jp
BL04B2（高エネルギー単色偏向電磁石） 一色 maiko@spring8.or.jp
      大石 ohishi@spring8.or.jp
BL08W（高エネルギー非弾性散乱） 水牧 mizumaki@spring8.or.jp
BL09XU（核共鳴散乱） 依田 yoda@spring8.or.jp
BL10XU（高圧構造物性）  石井（真） ishiim@spring8.or.jp
BL11XU（原研（3）材料科学II） 塩飽（原研） shiwaku@spring8.or.jp
BL14B1（原研（2）材料科学I） 小西（原研） konishi@spring8.or.jp
BL19IS* （理研（4）物理科学II） 石川（理研） ishikawa@spring8.or.jp
      矢橋 yabashi@spring8.or.jp
BL20XU*（医学利用挿入光源中尺） 鈴木（芳） yoshio@spring8.or.jp
BL20B2（医学利用偏向電磁石中尺） 梅谷 umetani@spring8.or.jp
      岡田（京） okada@spring8.or.jp
BL23XU（（RI）原研（1）重元素科学） 横谷（原研） yokoya@spring8.or.jp
BL25SU（軟Ｘ線固体分光） 室 muro@spring8.or.jp
BL27SU（軟Ｘ線光化学） 大橋（治） hohashi@spring8.or.jp
      為則 tamenori@spring8.or.jp
BL28B2（汎用白色偏向電磁石） 石川（理研・JASRI） ishikawa@spring8.or.jp
BL29XU*（理研（3）物理科学I（長尺）） 玉作（理研） tamasaku@spring8.or.jp
      山崎（裕） yamazaki@spring8.or.jp
BL35XU*（高エネルギー分解能非弾性散乱） Baron baron@spring8.or.jp
      田中（良）（理研） ytanaka@postman.riken.go.jp
BL38B1*（R&D（3）） 谷田 tanida@spring8.or.jp
BL39XU（生体分析） 鈴木（基） m-suzuki@spring8.or.jp
BL40XU*（高フラックス)   井上 katsuino@spring8.or.jp
BL40B2（広角散乱回折） 森山 aki5@spring8.or.jp
      三浦 miurakk@spring8.or.jp
      河本 kawamoto@spring8.or.jp
BL41XU（生体高分子結晶構造解析） 河本 kawamoto@spring8.or.jp
      三浦 miurakk@spring8.or.jp
      森山 aki5@spring8.or.jp
BL43IR*（赤外物性） 森脇 moriwaki@spring8.or.jp
      木村 kimura@spring8.or.jp
BL44B2（理研（2）構造生物II） 足立（理研・JASRI） sadachi@spring8.or.jp
BL45XU（理研（1）構造生物I） 山本（理研・JASRI） yamamoto@postman.riken.go.jp
BL46XU（R&D（2））  水牧 mizumaki@spring8.or.jp
      大竹（理研） yoshie@spring8.or.jp
BL47XU（R&D（1））  鈴木（芳） yoshio@spring8.or.jp
      香村（理研） kohmura@spring8.or.jp

*建設中ビームライン 

ビームライン担当一覧 （1999年4月1日） 

中央管理棟前 
Chuo-kanrito-mae

播磨科学公園都市ガイドブック
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播磨 

日 本  

1. SPring-8へのアクセス 

大阪 東京 成田 成田 

関西 関西 

'
● 

● ● 
● 

'相生 姫路 

竜泉 

JR相生駅 

公園都市（播磨科学公園都市） 

新幹線 至姫路 至岡山 

＊1  66頁参照 

神姫バス 
播磨科学公園都市行き 

山陽本線 

大阪湾 

伊丹空港 

関西国際空港 

JR 新幹線 

瀬戸内海 

兵庫県  

新神戸 新大阪 

大阪 

至 東京 

　 ←特急「はるか」 

バス 

✈

✈

播磨科学公園都市 → 

→ 

相生 

～ ～ 

国道２号線 国道２号線 

公園都市 
（播磨科学公園都市） 

N

SPring-8

SPring-8へのアクセスガイド 

神姫バス 25分
 

神
姫
バ
ス
 60

分
 

神
姫
バ
ス
 60

分
 

車で 5分 

神姫バス　30分（710円）　　　　 

　または、タクシー 25分（約5,500円） 

神姫バス 65分　（1,140円） 

＊1

＊1

県立先端科学技術支援センター(CAST)県立先端科学技術支援センター(CAST)

姫路工業大学 姫路工業大学理学部 

相
生
山
崎
線 

JR相生駅 

JR姫路駅 

ﾀｸｼｰ→ 

バスロータリー 

ﾀｸｼｰ→ 
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播磨科学公園都市ガイドブック

新幹線とバスの時刻表

列 車 名（こ：こだま、ひ：ひかり、の：のぞみ） 1999年10月2日 JRダイヤ改正後
神姫バス（○：日祝休、◎：日祝休校日【3/24～4/7、7/29～8/31、9/23～9/30、12/25～1/7、第2・4土】運休

▲：土日祝、公園都市～SPring-8間運休 h：日祝のみ）

1999年10月1日改正後
注意：新幹線ダイヤは、相生駅でバスとの接続がよさそうな列車のうち、平日に運行されている列車

を記載しています。運行日が指定されているものは記載していません。

新幹線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神姫バス　　　　　神姫バス　神姫バス　SPring 
列車名　東　京　新横浜　名古屋　京　都　新大阪　姫　路　姫路駅前　相　生　相生駅前　公園都市　　 －8 

こ603

 

ひ353

こ605

の  33

こ607

ひ181

こ609

の    1

こ611

ひ101

こ613

ひ201

こ617

の  43

ひ153

こ621

の    7

こ623

の  45

ひ155

こ625

の  47

こ627

ひ157

こ629

の  11

こ631

ひ159 

こ633

600

613

703

800

745

852

900

845

1000

945

1056

1045

616

630

909

641

650

739

809

856

938

952

1034

1038

1052

1138

1152

1234

1252

718

742

816

854

941

1015

1031

1112

1115

1131

1215

1231

1312

1331

634

703

706

732

740

758

804

830

835

910

916

957

1001

1030

1049

1101

1126

1135

1130

1149

1201

1230

1235

1249

1301

1326

1335

1349

1401

713

737

745

819

847

914

959

1043

1121

1143

1216

1221

1243

1316

1321

1343

1416

1421

1443

750

 

1200

 

 

728

755

829

901

928

1009

1057

1158

1230

1257

1330

1358

1430

1457

○700 

◎735

○740

805

830

 

○835

○905

935

○1010

 

1035

1105

1205

1235

○1305

1335

○1405

1435

○1505

727

800

807

855

832

857

902

932

1002

1037

1109

1132

1305

1232

1309

1332

1402

1432

1502

1532

 

 

▲900

837

902

1007

▲1137

▲1237

1314

▲1407

 

▲1507

東京方面から播磨科学公園都市へ 
新幹線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神姫バス　　　　　神姫バス　神姫バス　SPring 
列車名　東　京　新横浜　名古屋　京　都　新大阪　姫　路　姫路駅前　相　生　相生駅前　公園都市　　 －8 

の  13

こ635

ひ161

こ637

の  15 

こ639

ひ135

ひ163

こ641

の  17

こ643

ひ165

こ645

の  19

こ647

ひ167

こ649

の  21

こ651

ひ169

こ653

の  23

こ655

ひ171

こ657 

の  25

こ659

の  27

こ661

の  29

こ663

1156

1145

1256

1238

1245

1356

1345

1456

1445

1556

1545

1652

1645

1752

1852

1956

1255

1709

1809

1909

1334

1352

1434

1429

1452

　

1534

1552

1634

1652

1734

1752

1834

1852

1934

2034

2134

1412

1431

1512

1524

1531

　

1612

1631

1712

1731

1812

1831

1912

1931

2012

2112

2212

1426

1435

1449

1501

1526

1535

1541

1549

1601

　

1626

1635

1649

1701

1726

1735

1749

1801

1826

1835

1849

1901

1926

1935

1949

2001

2026

2035

2126

2135

2226

2238

1516

1521

1543

1616

1612

1621

1643

1716

1721

1743

1816

1821

1843

1916

1921

1943

2016

2021

2042

2120

2219

2317

1630

1530

1558

1630

1657

1730

1758

1830

1857

1930

1958

2030

2057

2130

2230

2327

1535 

 

○1605 

 

1635

○1705

1735

○1805

1825

1840

1935

○2005 

2135

1602

1632

1702

1735

1732

▲1758

1802

1832

1859

1907

2002

2032

2202

1607

1737

1803

▲1807

1912

 

▲2037
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新幹線　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神姫バス　 神姫バス　 SPring 
列車名　　博　多　　広　島　　岡　山　　相　生　　相生駅前　 公園都市　 　 －8 

こ600

ひ130

こ602

 

の    4

こ604

こ606

の    6

こ608

こ610

の    8

こ612

こ614

の  10

こ616

の  12

こ620

こ622

こ624

の  14

こ626

の  16

こ628

こ630

の  18

こ632

こ634

の  20

こ636

こ638

の  22

こ640

 

こ642

の  24

こ644

こ646

の  26

こ650

の  28

こ652

の  30

こ656

635

727

603

638

835

927

839

904

1035

946

1127

1039

1235

1142

1327

1217

1244

1435

1346

1527

1439

1635

1543

1727

1835

600

629

611

645

737

705

746

833

800

840

937

914

1033

1012

1040

1109

1137

1145

1233

1212

1240

1337

1313

1340

1433

1412

1441

1537

1504

1545

1633

1612

1640

1737

1743

1833

1808

1937

1917

632

645

659

705

729

804

811

825

903

909

925

1004

1011

1029

1109

1129

1204

1229

1211

1303

1309

1329

1404

1411

1429

1503

1510

1529

1604

1611

1629

1703

1709

1729

1804

1811

1902

1909

1937

2011

2037

652

721

752

826

852

926

952

1026

1052

1152

1226

1252

1326

1352

1426

1452

1526

1552

1626

1652

1726

1752

1826

1925

1957

2057

○700

◎730

◎735

○740

805

830

○835

○905

935

○1010

1035

1105

1205

1235

○1305

1335

○1405

1435

1505

1535

○1605

1635

○1705

1735

○1805

1825

1840

1935

 

○2005

2135

727

755

800

807

832

857

902

932

1002

1037

1109

1132

1232

1309

1332

1402

1432

1502

1532

1602

1632

1702

1732

▲1758

1802

1832

1859

1907

2002

2032

2202

837

902

1007

▲1137

▲1237

1314

▲1407

▲1507

1607

1737

1803

▲1807

 

1912

 

▲2037

SPring　  神姫バス　神姫バス　  新幹線 
　 －8　  公園都市　相生駅前　  列車名　　相　生　　岡　山　　広　島　　博　多　 

こ603

の 33

こ607

の    1

 

こ609 

こ611

の    3

こ613

 

こ615

の    5

こ617

こ619

の    7

こ621

こ623

の    9 

こ625

 

こ627

の  11

こ631

の  13

こ633

こ635

の  15

こ637

ひ135

こ639

の  17

こ641

こ643

の  19

こ645

ひ137

こ647

の  21

こ649

ひ367

こ651

の  23

こ653

ひ139

こ659

の  27

こ663

○645

730

 

h800 

◯810

　850

 

915

920

◯950

1020

1050

1110

◯1150

1220

1250

1250

1340

1420

1450

1520

 

○1550

1620

○1650

○1720

 

1745

 

○1815

1902

1925

○2045

2205

711

756

826

836

　916

941

1016

1046

1116

1143

1216

1246

1316

1413

1446

1516

1546

1616

1646

1716

1746

1811

1841

1926

1951

2111

2231

728

829

901

928

1009

1033

1057

1130

1158

1230

1257

1330

1430

1457

1530

1558

1630

1657

1730

1758

1830

1857

1930

1958

2130

2327

748

821

851

913

921

949

1011

1029

1055

1109

1117

1150

1211

1218

1250

1309

1317

1350

1411

1450

1509

1517

1550

1611

1618

1637

1650

1709

1717

1752

1811

1818

1837

1850

1909

1917

1938

1950

2011

2018

2037

2150

2211

2347

908

858

1006

948

1033

1110

1048

1156

1209

1144

1251

1307

1248

1347

1404

1344

1438

1507

1448

1605

1544

1638

1707

1648

1747

1725

1804

1744

1838

1908

1848

1947

1925

2005

1944

2037

2030

2107

2048

2147

2125

2248

1003

1201

1049

1153

1347

1245

1453

1353

1536

1445

1633

1553

1800

1645

1833

1753

1939

1845

2031

1953

2135

2200

2045

2206

2153

2332

2353

博多方面から播磨科学公園都市へ 播磨科学公園都市から博多方面へ 

845 

◯910

▲915

1015

 

▲1145

 

 

▲1245

1335

▲1415

▲1515

1615

 

 

1740

 

▲1810

1920

▲2040



SPring-8 利用者情報／2000年１月　 68

播磨科学公園都市ガイドブック

SPring　神姫バス　神姫バス　新幹線　　　　　神姫バス 
　 －8 　公園都市　相生駅前　列車名　相　生　姫路駅前　姫　路　新大阪　京　都　名古屋　新横浜　東　京 

こ604

の    6

こ606

ひ156

 

こ608

の    8

こ610

ひ158

こ612

の  10

こ614

ひ160

こ616

の  12

 

こ618

ひ162

こ620

の  14

こ622

ひ164

こ624

の  16

こ626

の  18

○645

730

h800

○810

 

850

915

920

○950

1020

1025

1050

1110

○1150

1220

1250

1250

播磨科学公園都市から東京方面へ 

802

836

858

902

936

958

1004

1036

1058

1102

1136

1158

1204

1236

1258

1302

1336

845

854

921

933

945

954

1020

1033

1043

1054

1120

1133

1147

1154

1220

1233

1243

1254

1320

1333

1347

1354

1420

1454

910

950

1010

1050

1110

1150

1210

1250

1310

1350

1410

1510

948

1028

1048

1128

1148

1228

1248

1328

1348

1428

1448

1548

1111

1211

1128

1235

1228

1335

1324

1435

1424

1535

1524

1635

1624

1724

752

826

852

926

952

1026

1052

1126

1152

1226

1252

1326

1129

711

756

826

836

916

941

1016

1046

1116

1143

1216

1246

1316

 

845

○910

 

▲915

1015

▲1145

▲1245

SPring　神姫バス　神姫バス　新幹線　　　　　神姫バス 
　 －8 　公園都市　相生駅前　列車名　相　生　姫路駅前　姫　路　新大阪　京　都　名古屋　新横浜　東　京 

こ630

こ632

の  20

こ634

ひ170

こ636

の  22

こ638

ひ172

こ640

の  24

こ642

ひ174

こ644

の  26

こ646

ひ176

 

こ650

こ648

の  28

こ652

の  30

こ654

の  68

1340

1420

1450

1355

1520

○1550

1620

○1650

 

○1720

 

1745

1810

○1815

1902

1925

○2045

2205

1436

1502

1536

1558

1604

1636

1658

1702

1736

1758

1804

1836

1848

1937

1857

2009

2036

1520

1547

1554

1620

1633

1643

1654

1720

1733

1747

1754

1820

1833

1843

1854

1918

1923

2020

1947

1954

2048

2054

2115

2118

　

1610

1650

1710

1750

1810

1850

1910

1941

 

2010

2109

2133

1648

1728

1748

1828

1848

1928

1948

2025

 

2048

2146

2210

1911

2011

2111

2308

2332

1824

1935

1928

2035

2028

2135

2128

2217

2224

2324

2348

1426

1452

1526

1552

1626

1652

1726

1752

1826

1925

1847

1957

2026

1459

1914

1413

1446

1516

1546

1616

1646

1716

1746

1811

1841

1926

1951

2111

2231

1335

▲1415

 

 

 

 

▲1515

 

1615

 

1740

▲1805

▲1810

1920

▲2040

室 津 の 正 月（揖保郡御津町）
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N

播磨科学公園都市案内 

センターサークル 

高層住宅 

オプトハイツ 

光都プラザ 

姫路工業大学 
　　　理学部 

本部棟 

播磨高原浄化センター 

三濃山 
トンネル 

西播磨高原 
斎場 

二
柏
野
 

テクノ大橋 

姫工大寮 

体育館 
グランド グランド   グランド 

公園都市建設局 

相生 

中国道（三日月方面） 
山崎ICへ20分 

山陽道（新宮方面） 
竜野ICへ20分 

新宮三叉路で 

ストークヒル 
ゴルフクラブ 

播磨高原東 
小学校 

正門 

東門 

シンクロトロン 

ユーティリティ管理棟 
研究交流施設 

食堂 

播磨 
ヘリポート 

２号線へ20分 
山陽道・竜野西ICへ15分 

三
日
月
町
 

中
国
道
・
佐
用
IC
へ
2
0
分
 

サンライフ光都 

バスターミナル 
神姫バス 

県企業庁播磨科学 

２号館 

１ 
号 
館 

３ 
号 
館 

生協 
食堂 

ポスト 

竹林 

住友電工 
播磨研究所 

NEC
播磨テクノセンター 

中央管理棟 

兵庫県立 
粒子線治療センター 
（仮称） 

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
 

播磨高原東 
中学校 

テクノ中央 

ダイセル化学工業 
西播磨研修センター 

姫路工業大学 
付属高校 

線型加速器 

ニュースバル 

ポスト 

駐車場 

コンピュータ 
カレッジ 

レストランはりま 

先端科学技術 
支援センター 

星の広場 

凸版印刷 

松下電器産業 

オ 
プ 
ト 
ヒ 
ル 
ズ   

桧 
ヶ 
坂 
ト 
ン 
ネ 
ル   

国 
道 
２ 
号 
線 
へ 
２０ 
分 

  

上 
郡 
町   

先端科学技術 
支援センター・ 
姫路工業大学 
高度産業科学技術研究所 

研 
究 
棟   

大 
学 
会 
館   

姫 
工 
大   

付 
属 
高 
校   

黎 
明 
寮   

１    

１ 

１ 

１ 

０ 

１ ２   

１ ３   １ Ｆ 　 １ ４ 　 １ ５ 　 １ ６   
２ Ｆ 　 １ ７ 　 １ ８   

２   

３   

４   

５   

６   ７   

８   

９ 

A
D

B

C

A3

A2
A

A1
D3D2

D1

グランド グランド   グランド 

分譲住宅 
光都２１ 

ポ 
ス 
ト   

SPring-8SPring-8SPring-8

消 
防 
署   

公園 
 

播 磨 科 学 公 園 都 市 マ ッ プ

光都プラザ案内
1. Prima

プ リ マ

vera
ベ ー ラ

（喫茶・雑貨・花）　　　　　　

¡営業時間／9:00～18:30（冬期は10:00～18:00）

¡定 休 日／毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は営業）

1 0791-58-2900

2. 喜楽テクノ店（和風レストラン）　　　　　
¡営業時間／11:00～14:00・17:30～20:00

¡定 休 日／毎週日曜日・祝日

1 0791-58-0507

3. 居酒屋　萬 作　　　　　　　　　　
¡営業時間／17:00～22:00

¡定 休 日／毎週日曜日

1 0791-59-8061・6 0791-59-8062

4. JAテクノラピス店（西播磨特産品・園芸資材）
¡営業時間／10:00～17:00

¡定 休 日／毎週木曜日

1 0791-58-0353

5. テレホンプラザテクノ店（電気製品・携帯電話）

¡営業時間／10:00～18:00

¡定 休 日／毎週日曜日・祝日

1 0791-58-1234

6. アンザイ・オー・エー・サービス　
　　（OA機器・消耗品、販売・修理）　　　　　　　

¡営業時間／10:00～17:00

¡定 休 日／毎週土・日・祝日

1 0791-58-0390

7. 自動預払機コーナー　　　　　　　
¡さくら銀行　　¡みなと銀行

¡姫路信用金庫　¡播州信用金庫　

¡兵庫信用金庫　¡西兵庫信用金庫　

¡ＪＡ西播磨　　¡ＪＡ揖龍　

¡ＪＡ佐用郡

¡受付時間／10:00～17:00

¡定 休 日／日・祝日、預け入れ・振込は土・日祝休

（みなと銀行営業）

8. タカモリ・ヘア・チェーン（理美容）　　　
¡営業時間／9:00～19:00

¡定 休 日／毎週月曜日・第1、3火曜日

1 0791-58-0715

9. 相生警察署 科学公園都市交番　　
1 0791-22-0110

10. 光都調剤薬局　　　　　　　　　
¡営業時間／10:00～18:00

¡定 休 日／毎週日曜日・祝日

1 0791-58-2727

11. クリーンショップ光都店　　　　
¡営業時間／9:30～18:30

¡定 休 日／毎週日曜日

1 0791-58-2888

12. コープミニ・テクノポリス　　　
　　（スーパーマーケット）　　　　　　　　　　　

¡営業時間／10:00～20:00

¡定 休 日／毎週火曜日

1 0791-58-1271

13. オプトピア（PR館）　　　　　　　　　　
¡開館時間／10:00～17:00（入館は16:20まで）

¡休 館 日／12月28日～1月4日

1 0791-58-1155

14. Pure Light（洋風レストラン）　　　　　　
¡営業時間／11:30～17:00

¡定 休 日／毎週火曜日（但し予約の場合営業）

1 0791-58-1231

15. 西播磨光都プラザ郵便局　　　　
¡為替貯金・保険／9:00～16:00

¡郵　　　　　便／9:00～17:00

¡キャッシュコーナー／月～金曜日9:00～17:30

土曜日9:00～12:30

1 0791-58-2860

16. 古城診療所　　　　　　　　　　
　（内科・外科・小児科・婦人科・リハビリテーション科）　　

¡受付時間／9:00～12:00・14:00～17:00

¡定 休 日／毎週土・日・祝日

1 0791-58-0088

17. 小川歯科クリニック　　　　　　
¡受付時間／9:00～12:00・13:30～18:00

土曜日／9:00～12:00・13:30～15:00

¡定 休 日／毎週水・日・祝日

1 0791-58-0418

18. 行政サービスコーナー　　　　　
　（行政手続き窓口サービス、住民票・印鑑証明等）　　　

¡営業時間／10:00～16:00

¡定 休 日／毎週土・日曜日

光都プラザ

播磨科学公園都市案内
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相生市内 （ＪＲ相生駅からの所要時間）

●相生ステーションホテル　　徒歩１分
〈住　　所〉〒678-0006 相生市本郷町1-5
〈電　　話〉0791-24-3000
〈収容人員〉90人（洋室）
〈料　　金〉1泊　4,800円～9,000円（税別）
〈特　　色〉JR相生駅に隣接。

●開運旅館　　車で５分
〈住　　所〉〒678-0031 相生市旭1丁目2-2
〈電　　話〉0791-22-2181
〈収容人員〉60人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊２食　5,800円～6,300円（税別）
〈送迎バス〉JR相生駅まで送迎有。
〈特　　色〉新築8階建。ビジネスユースにも対応できる設備。

●喜久屋旅館　　徒歩８分
〈住　　所〉〒678-0022 相生市垣内町1-4
〈電　　話〉0791-22-0309
〈収容人員〉18人　　
〈料　　金〉1泊２食　6,500円（税・サ込）
〈特　　色〉家族的な真心こもったサービス。

●常盤旅館　　車で５分
〈住　　所〉〒678-0031 相生市旭2-20-15
〈電　　話〉0791-22-0444
〈収容人員〉15人　　
〈料　　金〉1泊２食　6,500円（税・サ別）
〈特　　色〉家庭的、気軽に泊まれる。

●国民宿舎　あいおい荘　　車で20分
〈住　　所〉〒678-0041 相生市相生金ケ崎5321
〈電　　話〉0791-22-1413
〈収容人員〉168人
〈料　 金〉1泊2食　6,825～16,524円（税・サ込）
〈送迎バス〉15名以上で利用の場合で、相生市内OK。
〈特　　色〉春は桜がきれい。卓袱（しっぽく）料理は、この辺

ではここだけ。

上郡町内 （ＪＲ上郡駅からの所要時間）

●ピュアランド山の里　　車で４分
〈住　　所〉〒678-1241 赤穂郡上郡町山野里2748-1
〈電　　話〉0791-52-6388
〈収容人員〉83人
〈料　 金〉1泊2食　6,825～9,975円（税込）
〈送迎バス〉10名以上で利用の場合で、隣接市まで。（要予約）
〈特　　色〉展望大浴場では景色が楽しめる。

新宮町内 （ＪＲ新宮駅からの所要時間）

●国民宿舎 志んぐ荘　　車で５分
〈住　　所〉〒679-4313 揖保郡新宮町新宮1093
〈電　　話〉0791-75-0401
〈収容人員〉400人
〈料　 金〉1泊2食　8,800～18,800円（税込・サ込）
〈特　　色〉国民宿舎だが、一般旅館と変わらない設備、サービス。

龍野市内 （ＪＲ龍野駅からの所要時間）

●国民宿舎 赤とんぼ荘　　車で10分
〈住　　所〉〒679-4161 龍野市龍野町日山463-2
〈電　　話〉0791-62-1266
〈収容人員〉184人
〈料　　金〉1泊2食6,825～14,805円（税・サ込）
〈特　　色〉中華料理が自慢。春は桜、秋には紅葉が美しい。

姫路市内 （ＪＲ姫路駅からの所要時間）

●ホテルサンガーデン姫路　　徒歩１分
〈住　　所〉〒670-0962 姫路市南駅前町100
〈電　　話〉0792-22-2231
〈収容人員〉260人（洋室）
〈料　　金〉1泊　9,000～19,500円（税・サ別）
〈特　　色〉駅から近い。サウナ、フィットネスクラブ有（有料）。

SPring-8利用者割引（10％OFF）あり。

宿 泊 施 設

県立先端科学技術支援センター 
〈住　　所〉〒678-1205　兵庫県赤穂郡上郡町光都3-1-1　播磨科学公園都市内 
〈電　　話〉0791-58-1100 
〈使用料金〉特別室　  2室　2ベッド、応接セット、バス、トイレ１泊7,800～11,700円 
　　　　　　ツイン　  9室　2ベッド、バス、トイレ　　　　　　１泊5,500～8,300円　 
　　　　　　シングル18室　1ベッド、バス、トイレ　　　　　　１泊5,500円 
　　　　　　朝食は、予約が必要。和定食 1,000円・洋定食 500円 
〈その他〉大ホール、セミナールーム、電子会議室、テレビ会議室、技術情報室、交流サロン、 
　　　　　　展示室、多目的室〈会議、交流、立食パーティーなどに〉、図書室、浴室、キッチン、 
　　　　　　ランドリー、マージャン卓 
 

播磨科学公園都市内
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●姫路キャッスルホテル　　徒歩８分
〈住　　所〉〒670-0947 姫路市北条210
〈電　　話〉0792-84-3311
〈収容人員〉299人（和・洋・和洋室）
〈料　　金〉1泊　7,500～18,000円（税・サ別）
〈送迎バス〉JR姫路駅よりシャトルバス有。
〈特　　色〉ビジネスユースに配慮。SPring-8利用者割引

（10％OFF）あり。

●ホテルサンルート姫路　　徒歩１分
〈住　　所〉〒670-0927 姫路市駅前町195-9
〈電　　話〉0792-85-0811
〈収容人員〉150人（洋室）
〈料　　金〉1泊　8,431～15,015円（税・サ込）
〈特　　色〉駅のそば。朝、夕、新聞サービス。

SPring-8利用者割引（10％OFF）あり。

●ホテル姫路プラザ　　徒歩３分
〈住　　所）〒670-0964 姫路市豊沢町158
〈電　　話）0792-81-9000
〈収容人員）300人（洋室）
〈料　　金）1泊　6,000～15,300円（税・サ込）
〈特　　色〉大浴場、サウナ無料。

●姫路ワシントンホテルプラザ　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0926 姫路市東駅前98
〈電　　話〉0792-25-0111
〈収容人員〉172人（洋室のみ）
〈料　　金〉1泊　8,316～15,592円（税込）
〈特　　色〉ワシントンカードに入会すると日祝20％OFF。

●ホテルオクウチ　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0965 姫路市東延末3-56
〈電　　話〉0792-22-8000
〈収容人員〉426人（洋室）
〈料　　金〉1泊　6,352～12,705円（税・サ込）
〈送迎バス〉有り。要予約
〈特　　色〉プールが無料で使える。

●姫路シティホテル　　徒歩10分
〈住　　所〉〒670-0046 姫路市東雲町1-1
〈電　　話〉0792-98-0700
〈収容人員〉120人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　6,300～12,600円（税・サ込）
〈特　　色〉無料大駐車場有。長期滞在10％OFF。

●姫路グリーンホテル　　徒歩12分
〈住　　所〉〒670-0016 姫路市坂元町100
〈電　　話〉0792-89-0088
〈収容人員〉155人（洋室）
〈料　　金〉1泊　6,700～12,500円（税・サ込）
〈特　　色〉姫路城のそば。窓からお城が見える部屋も有。

●姫路オリエントホテル　　徒歩８分
〈住　　所〉〒670-0904 姫路市塩町111
〈電　　話〉0792-84-3773
〈収容人員〉49人（洋・和洋室）
〈料　　金〉1泊　6,000～20,000円（税・サ込）
〈特　　色〉ホテル内に喫茶店、居酒屋有。

●ビジネスホテル千代田　　徒歩８分
〈住　　所〉〒670-0916 姫路市久保町166
〈電　　話〉0792-88-1050
〈収容人員〉60人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　5,900～13,500円（税・サ込）

●ビジネスホテル坪田　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0935 姫路市北条口2-81
〈電　　話〉0792-81-2227
〈収容人員〉69人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　4,600～8,200円（税・サ込）
〈特　　色〉低料金

●ビジネスホテル喜信　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0917 姫路市忍町98
〈電　　話〉0792-22-4655
〈収容人員〉49人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　5,500～15,000円（税・サ込）

●ホテルクレール日笠　　徒歩５分
〈住　　所〉〒670-0911 姫路市十二所前町22
〈電　　話〉0792-24-3421
〈収容人員〉55人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊　7,035～13,000円（税別）
〈特　　色〉アットホームなサービス。最上階お城の見える展望

浴場（無料）

●ホテルサンシャイン青山　　車で15分
〈住　　所〉〒671-2223 姫路市青山南4丁目7-29
〈電　　話〉0792-76-1181
〈収容人員〉90名（洋室）
〈料　　金〉一泊　6,352～20,790円（税・サ込）
〈送迎バス〉姫路駅よりシャトルバス有。姫路駅以外は条件付でOK。
〈特　　色〉和、洋、中、レストラン有。夏はガーデンバーベキュー

が出来る。SPring-8利用者割引（10％OFF）あり。

●ほていや旅館　　徒歩６分
〈住　　所〉〒670-0926 姫路市東駅前町24
〈電　　話〉0792-22-1210
〈収容人員〉42人（和室）
〈料　　金〉1泊2食　9,000～10,000円（税別）

●ハイランドビラ姫路　　車で20分
〈住　　所〉〒670-0891 姫路市広峰山桶の谷224-26
〈電　　話〉0792-84-3010
〈収容人員〉81人（和・洋室）
〈料　　金〉1泊2食　8,431～13,629円（税・サ込）
〈送迎バス〉15名以上は姫路駅までバスが出る。

姫路駅以外は条件付でOK。
〈特　　色〉トロン温泉。夜景がきれい。

●カプセルインハワイ（カプセルホテル） 徒歩5分
〈住　　所〉〒670-0912 姫路市南町11
〈電　　話〉0792-84-0021
〈収容人員〉124人（カプセル・シングル）
〈料　　金〉1泊　3,500～5,300円（税・サ込）
〈特　　色〉サウナ無料サービス有。
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●居酒屋「萬作」
〈場　　所〉播磨科学公園都市 光都プラザ内
〈電　　話〉0791-59-8061
〈営業時間〉17：00～22：00
〈定 休 日〉日曜日
〈人気メニュー〉焼　と　り（200円～）

串あげもの（200円～）
お　で　ん（100円～）、鍋物（要予約）
各種豊富な日本酒

〈特　　色〉仕事帰りのいこいの場的存在。日本酒
のおいしいお店で22時と夜遅くまで営
業しており、カウンターに12人、奥の
座敷にも15人程入れる。

●和風レストラン「喜楽テクノ店」
〈場　　所〉播磨科学公園都市 光都プラザ内
〈電　　話〉0791-58-0507
〈営業時間〉11：00～14：00 17：30～20：00
〈定 休 日〉日曜日・祝日
〈人気メニュー〉トンカツ定食（900円）

焼肉定食（1,000円）
カツ丼（900円）その他一品物etc.

〈特　　色〉予約すれば鍋物・仕出しもOKで店内は
6テーブルあり、外観のイメージより
広い。

●レストランはりま
〈場　　所〉先端科学技術支援センター内
〈電　　話〉0791-58-0600
〈営業時間〉9：00～20：00（オーダーストップ19：30）
〈定 休 日〉年末年始
〈人気メニュー〉昼　天ぷら茶そば　（1,000円）

色どり膳　　　（900円）
夜　はりま御膳　　（3,500円）

テクノ御膳　　（2,500円）
〈特　　色〉純和風高級レストラン。先端科学技術

支援センター内の交流サロン、多目的
ルームへの提供も可能。交流サロンで
立食パーティーも楽しめる。

播磨科学公園都市周辺

（車で片道10～20分程度）

●味わいの里三日月
〈場　　所〉佐用郡三日月町乃井野1266
〈電　　話〉0790-79-2521
〈営業時間〉物産店　 9：00～17：00

食　堂　10：00～17：00
〈定 休 日〉毎週火曜日
〈人気メニュー〉三日月定食（1,000円）、天ぷらそば

（600円）、山菜そば（500円）、月見そ
ば（500円）など。他に予約が必要だ
が、鶴丸御膳（2,500円）、月姫御膳
（4,000円）など。

〈特　　色〉三日月町特産のこんにゃく、手打ちそ
ばなど無農薬野菜の山菜料理。素朴な
味がおいしい。三日月定食など、都会
ではとても1,000円では食べられないだ
ろう。

●志んぐうの郷（道の駅しんぐう内）
〈場　　所〉揖保郡新宮町平野字溝越99-2
〈電　　話〉0791-75-5757
〈営業時間〉9：00～21：00
〈定 休 日〉火曜日・年末年始
〈人気メニュー〉ステーキ膳　　　1,200円

ヒレカツ膳　　　1,200円
トンカツ膳　　　1,000円
にゅうめん（3種類） 500円～650円

〈特　　色〉地元産の新鮮でうまい肉を使ったメニ
ューが人気。国道179号沿い。

●割烹 吉廼家㈲
〈場　　所〉赤穂郡上郡町上郡1645-9
〈電　　話〉0791-52-0052
〈営業時間〉11：30～21：00
〈定 休 日〉12月30日～１月４日（あとは無休）
〈人気メニュー〉寿司定食（うどん付） 780円

釜あげ定食　　　　　　 1,180円
お造り定食　　　　　　 1,460円
播磨路（うなぎの蒲焼） 1,360円
ひめ御膳　　　2,000円～3,000円
（軽い会席料理）
会席料理　 5,000円～

〈特　　色〉創業明治36年という長い歴史を持つ純
和風の落ち着きある割ぽう料理の老舗。
現在３代目店主。

レ ス ト ラ ン ・ 食 堂
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●中国飯店「春」
〈場　　所〉三日月町末野
〈電　　話〉0790-79-2973
〈営業時間〉11：00～21：00
〈定 休 日〉水曜日
〈人気メニュー〉ラーメン　　　　450円

チャンポン　　　600円
ギョーザ　　　　300円
中華ランチ　　　900円
ラーメン定食　　650円

〈特　　色〉播磨科学公園都市より約5分と近い。
新しくて明るい店内、安くて庶民的な
お店である。

●モンタナ
〈場　　所〉揖保郡新宮町能地623-1
〈電　　話〉0791-75-5000
〈営業時間〉7：30～21：00

（オーダーストップ 20：30）
〈定 休 日〉第２・第４月曜日
〈人気メニュー〉焼きソバ＆エビフライ　830円

焼きソバ＆ハンバーグ　830円
焼きソバ＆クリームコロッケ 780円
（各サラダ・ライス付）
ポークカツピラフ　　　780円
ピラフ　　　　　　　　550円
日替わり定食　680円（11:00～14:00）
780円（コーヒー付）

〈特　　色〉焼きソバ＆シリーズはサラダ・ライス
がついて上記の金額がとても魅力的で
なかなかの人気。店内が広々としてい
て、ゆっくりと歓談しながら食事がで
きる。学生もよく利用している。

●くりす食堂
〈場　　所〉揖保郡新宮町鍜治屋711
〈電　　話〉0791-78-0743
〈営業時間〉9：00～20：00
〈定 休 日〉日曜日
〈人気メニュー〉野菜いため定食（750円）、焼肉定食

（850円）、きつねうどん・こぶうどん
（400円）、肉うどん・卵うどん（600円）
一品物（一皿200円程度）。

〈特　　色〉気軽に立ち寄って食べられる。一品物
でおふくろの味が楽しめる。

●ボルカノ三原牧場店
〈場　　所〉三日月町三原牧場
〈電　　話〉0790-79-3777
〈営業時間〉11：00～20：00（オーダーストップ）
〈定 休 日〉毎週水曜日
〈人気メニュー〉スパゲッティきのこいっぱい（900円）

明太子きのこ（900円）、ハンバーグラ
ンチ（880円）、各種スパゲッティ、リ
ゾットドリア、ピザ（800～1,200円）

〈特　　色〉スパゲッティの専門店。高台に立ち、
SPring-8を含めた播磨科学公園都市の
全容が眺められる山小屋風の造りでリ
ゾート気分が味わえる。

●手打ちうどん「葵」
〈場　　所〉赤穂郡上郡町山野里2353-1
〈電　　話〉0791-52-0965
〈営業時間〉11：00～20：00

月曜日は15：00まで
〈定 休 日〉火曜日（祝祭日の場合は水曜日）
〈人気メニュー〉五目定食　　　　　　　　 650円

釜あげうどん　　　　　　 480円
葵鍋　　　　　　　　 1,000円
カレーうどん　　　　　 600円

〈特　　色〉本格的な手打ちうどんが「安くてうま
い」と評判の店。
おみやげ（だし付）としてお持帰りも
出来ます。

●神戸飯店（白龍城
ペーロンジョウ

内）
〈場　　所〉相生市那波南本町8-55
〈電　　話〉0791-23-3119
〈営業時間〉11：00～15：00

16：30～21：00（オーダーストップ20：30）
〈定 休 日〉火曜日
〈人気メニュー〉ランチ（1,200円）、チャーシュー麺

（600円）、チャンポン麺（700円）、北
京ダック（8,000円より）、50,000円～
100,000円コース（8～10名）もあり、
メニューは豊富。

〈特　　色〉中国様式建築の白龍城内にあり、本格
北京料理で味は極上、エキゾチックな
雰囲気が魅力。
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  SPring-8 homepage：http://www.spring8.or.jp/

放射光利用研究促進機構 
財団法人高輝度光科学研究センター 
Japan Synchrotron Radiation Research Institute

題「広い道と大きな町」 
新宮町立越部小学校1年生（当時） 

塚本太郎くんの作品です 

 
〒679-5198　兵庫県佐用郡三日月町光都1－1－1

こうと 
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